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前 文 


この 制定 法 の 締約 国 は 、 


意識 的 すべ て の 人 々 が 共通 の 絆 に よっ て 団結 し 、 彼 ら の 文化 が 共有 され た 遺産 に つなぎ 合 
わ さ れ 、 こ の 繊細 な モザ イク が いつ で も 粉砕 され る 可能 性 が ある こと を 懸念 し て いる こ 
S 

マイ ンド フル 今世紀 の 間 、 何 百 万 人 も の 子供 、 女 性 、 男 性 が 、 人 類 の 良心 に 深く 衝撃 
を 与え る 想像 を 絶する 残虐 行為 の 犠牲 者 で し た 。 


認識 その よう な 重大 な 犯罪 が 世界 の 平和 、 安 全 、 幸 福 を 脅かし て いる こと 、 





断言 する 国際 社会 全体 が 懸念 する 最も 深刻 な 犯罪 は 罰せ られ て は な ら ず 、 国 家 レ ベル 
で の 措置 を 講じ 、 国 際 協 力 を 強化 する こと に より 、 そ の 効果 的 な 訴追 を 確保 し な けれ 
ば な ら な い 。 

決定 これ ら の 犯罪 の 加害 者 に 対す る 不 処罰 に 終止 符 を 打ち 、 し た が っ て その よう な 犯 
罪 の 防止 に 貢献 する こと 、 


リコ ー ル 国際 犯罪 の 責任 者 に 対し て 刑事 管轄 権 を 行使 する こと は 、 す べ て の 国 の 義務 
で ある と 。 


再 確認 国連 副 章 の 目的 と 原則 、 特 に すべ て の 国 は 、 領 土 保全 また は 政治 的 独立 に 対す 
る 脅迫 また は 武力 の 行使 、 あ る い は 米国 の 目的 と 矛盾 する その 他 の 方 法 を 控え な けれ 
ば な ら な い 。 国 連 、 


強調 する これ に 関連 し て 、 こ の 法令 の いか な る 規定 も 、 武 力 紛争 また は 国家 の 内 政 に 
介入 する こと を 締約 国 に 許可 する も の と は みな され な いも の と し ます 。 


決定 これ ら の 目的 の た め に 、 そ し て 現在 お よび 将来 の 世代 の た め に 、 国 際 社 会 全体 に 
と っ て 最も 深刻 な 懸念 の ある 犯罪 を 管轄 する 、 国 連 シ ステ ム と の 関係 で 独立 し た 恒久 
的 な 国際 刑事 裁判 所 を 設立 する こと 。 


強調 する この 法令 に 基づい て 設立 され た 国際 刑事 裁判 所 は 、 国 内 の 刑事 管轄 権 を 補完 
する も の と し ます 。 


解決 済み 国際 正義 の 永続 的 な 尊重 と 執行 を 保証 する た め に 、 


次 の よう に 同意 し まし た : 
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パー ト 1。 


裁判 所 の 設立 


第 1 条 

裁判 所 

これ に より 、 国 際 刑 事 裁判 所 (「 裁 判 所 」) が 設立 され ます 。 そ れ は 恒久 的 な 機関 で あり 、 こ 
の 法令 で 言及 され て いる よう に 、 国 際 的 に 懸念 され る 最も 深刻 な 犯罪 に つい て 人 に 対し て その 
管轄 権 を 行使 する 権限 を 有 し 、 国 内 の 刑事 管轄 権 を 補完 する も の と し ます 。 裁判 所 の 管轄 権 お 
よび 機能 は 、 こ の 法令 の 規定 に 準拠 する も の と し ます 。 


第 2 条 
裁判 所 と 国連 と の 関係 


裁判 所 は 、 こ の 制定 法 の 締約 国 議 会 に よっ て 承認 され 、 そ の 後 、 裁 判 所 の 大 統領 が その 代理 と 
し て 締結 する 合意 を 通じ て 、 国 連 と の 関係 を 築く も の と し ます 。 


第 3 条 
裁判 所 の 席 
1.1。 裁判 所 の 議席 は 、 オ ラン ダ の ハー グ (「 受 入国 」) に 設置 され る も の と し ます 。 


2.2。 裁判 所 は 、 受 入国 と 本 部 協定 を 締結 し 、 締 約 国会 議 に よっ て 承認 され 、 そ の 後 、 裁 判 
所 の 大 統領 に 代わ っ て 締結 され る も の と し ます 。 


3.3。 裁判 所 は 、 こ の 法令 に 規定 され て いる よう に 、 そ れ が 望ま し いと 考え る と き は いつ で も 、 他 の 場所 に 座る こと が で きま 
す 。 





第 4 条 
裁判 所 の 法 的 地位 と 権限 


1.1。 裁判 所 は 国際 的 な 法 的 人 格 を 有する も の と し ます 。 また 、 そ の 機能 の 行使 お よび その 
目的 の 達成 に 必要 と な る 可能 性 の ある 法 的 能力 を 有する も の と し ます 。 


2.2。 裁判 所 は 、 こ の 法令 に 規定 され て いる よう に 、 任意 の 締約 国 の 領土 で 、 ま た 特別 な 合 
意 に より 、 他 の 任意 の 州 の 領土 で 、 そ の 機能 と 権限 を 行使 する こと が で きま す 。 
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パー ト 2。 
管轄 権 、 許 容 性 お よび 適用 法 


第 5 条 
裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 


裁判 所 の 管轄 は 、 国 際 社 会 全体 に と っ て 最も 深刻 な 懸念 の ある 犯罪 に 限定 され る も の 
と し ます 。 裁 判 所 は 、 以 下 の 犯罪 に 関し て 、 こ の 法令 に 従っ て 管轄 権 を 有 し ます 。 


(a) ジェ ノ サ イド の 犯罪 。 
(b) 人 道 に 対す る 罪 : 
(c) 戦争 犯罪: 
(d) 侵略 犯罪 。 


第 6 条 
ジェ ノ サ イド 
この 法令 の 目的 に お いて 、「 ジ ェ ノ サイ ド 」 と は 、 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ を 全 
体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 目的 と し て 行わ れ た 以下 の 行為 の いずれ か を 意味 し ます 。 
(a) グル ー プ の メン バー を 殺す 。 
(b) グル ー プ の メン バー に 深刻 な 身体 的 また は 精神 的 危害 を 加え る こと 。 
(c) 全体 的 また は 部 分 的 に その 物理 的 破壊 を も た ら す と 計算 され た 集団 の 生活 条 
件 に 故意 に 負わ せる こと 。 
(d) グル ー プ 内 で の 出産 を 防ぐ こと を 目的 と し た 措置 を 課す こと 。 
(e) グル ー プ の 子 を 別 の グル ー プ に 強制 的 に 転送 し ます 。 
第 7 条 
人 道 に 対す る 罪 


1.1。 この 法令 の 目的 上 、「 人 道 に 対す る 罪 」 と は 、 攻 撃 の 知識 を 持っ て 、 一 般 市 民 を 対象 
と し た 広範 な また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 と し て 行わ れ た 場合 の 以下 の 行為 の いずれ か 
を 意味 し ます 。 


(殺人 : 

(b) 絶滅 : 

(c) 奴隷 化 : 

(d) 人 口 の 強制 送還 また は 強制 移送 。 




















1 第 5 条 第 2 項 (「 裁 判 所 は 、 犯 罪 を 定義 し 、 裁 判 所 が この 犯罪 に 関し て 管轄 権 を 行使 する 条件 を 定め た 第 121 条 お よび 第 123 条 に 
従っ て 規定 が 採択 され た 後 、 侵 略 犯 罪 に つい て 管轄 権 を 行使 する も の と する 。 こ の よう な 規定 は 、 国 連 憲 章 の 関連 規定 と 一 致 
する も の と し ます 。」) 2010 年 6 月 11 日 の RC / Res.6、 付 属 書 I に 従っ て 削除 され まし た 。 
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2.2。 


4 


(e) 


(⑪ 
(g) 


(h) 


(私 ) 
(0) 
(k) 


国際 法 の 基本 的 規則 に 違反 する 懲役 また は その 他 の 身体 的 自由 の 深刻 な 剥 


】 


扶 問 : 


レイ プ 、 性 的 奴隷 制 、 強 制 売春 、 強 制 妊娠 、 強 制 不妊 手術 、 ま た は 同等 の 重 
力 の その 他 の 形態 の 性 的 暴力 。 

パラ グラ フ 3 で 定義 され て いる 政治 的 、 人 種 的 、 国 家 的 、 民 族 的 、 文 化 的 、 宗 
教 的 、 性 別 、 ま た は この パラ グラ フ で 言及 され て いる 行為 に 関連 し て 国際 法 
の 下 で 許可 され な いと 一 般 に 認め られ て いる その 他 の 理由 に よる 特定 可能 な 
グル ー プ また は 集団 に 対す る 迫害 また は 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 。 


人 の 強制 失 貴 : 
アパ ルト ヘイ ト の 犯罪 : 


同様 の 性 格 の 他 の 非 人 道 的 な 行為 は 、 故 意 に 大 き な 苦痛 、 ま た は 身体 また は 
本 神 的 また は 肉体 的 健康 に 深刻 な 傷害 を 引き 起こ し ます 。 


パラ グラ フ 1 の 目的 の た め に : 


(a) 


(b) 


(c) 


(d) 


(@) 


(⑪ 


(g) 


「 一 般 市 民 に 対す る 攻撃 」 と は 、 一 連 の 行動 を 意味 し ます 

その よう な 攻撃 を 行う た め の 国 家 ま た は 組織 の 方 針 に 従っ て 、 ま た は それ を 
促進 する た め に 、 任 意 の 民間 人 に 対し て 第 1 項 で 言及 され て いる 行為 の 複数 の 
委員 会 を 含む 。 

「 絶 滅 」 に は 、 故 意 に よる 生活 条件 の 侵害 、 と り わ け 、 人 口 の 一 部 の 破壊 を 
も た ら す と 計算 され た 、 食 料 や 医薬 品 へ の アク セス の 剥 奪 が 含ま れ ま す 。 


「 奴 隷 化 」 と は 、 人 の 所 有 権 に 付随 する 権限 の 一 部 また は すべ て の 行使 を 意 
味 し 、 人 身 売 買 、 特 に 女性 お よび 子供 に お ける その よう な 権限 の 行使 を 含み 
ます 。 


「 強 制 送 加 また は 強制 移住 」 と は 、 国 際 法 で 許可 され て いる 理由 な し に 、 合 
法 的 に 存在 する 地域 か ら の 追放 また は その 他 の 強制 行為 に よっ て 関係 者 を 強 
制 的 に 追放 する こと を 意味 し ます 。 


「 扶 間 」 と は 、 拘 禁 中 また は 被告 人 の 管理 下 に ある 人 に 、 肉 体 的 また は 精神 
的 を 間 わ ず 、 激 し い 痛み また は 苦痛 を 故意 に 与え る こと を 意味 し ます 。 た だ 
し 、 扶 間 に は 、 合 法 的 な 制裁 に の み 起 因 す る 、 固 有 の 、 ま た は それ に 付随 す 
る 痛み や 苦痛 は 含ま れ な いも の と し ます 。 


「 強 制 妊 娠 」 と は 、 あ ら ゆ る 人 口 の 民族 構成 に 影響 を 与え た り 、 国 際 法 の 他 
の 重大 な 違反 を 実行 し た りす る こと を 目的 と し て 、 強 制 的 に 妊娠 させ た 女性 
の 違法 な 監禁 を 意味 し ます 。 この 定義 は 、 妊 娠 に 関連 する 国内 法 に 影響 を 与 
える と は 決し て 解釈 され な いも の と し ます 。 


「 迫 害 」 と は 、 グ ルー プ の アイ デン ティ ティ また は 集団 の 理由 に よる 、 国 際 
法 に 反する 基本 的 権利 の 意図 的 か つ 深 刻 な 剥奪 を 意味 し ます 。 
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3.3。 


(h) 「 ア パル ト ヘ イト の 犯罪 」 と は 、 他 の 人 種 グ ルー プ に 対す る 1 つの 人 種 グル ー 
プ に よる 体系 的 な 抑圧 と 支配 の 制度 化 さ れ た 体制 の 文脈 で 行わ れ 、 意 図 的 に 
行わ れ た 、 段 落 1 で 言及 され た も の と 同様 の 性 格 の 非 人 道 的 な 行為 を 意味 し ま 
す 。 そ の 体制 を 維持 する こと 。 


(私 ) 「 強 制 失 貴 」 と は 、 国 家 ま た は 政治 組織 に よる 、 ま た は その 許可 、 支援 、 ま 
た は 黙認 に よ る 人 の 逮捕 、 拘留 ま た は 誘拐 ie それ に 続 く 自 由 の 和 奪 を 認 品 
る こと 、 ま た は 長期 間 に わ た っ て 法 の 保護 か ら 彼 ら を 排除 する こと を 意図 し 
た 、 そ れ ら の 人 々 の 運命 また は 所 在 。 


この 法令 の 目的 上 、「 性 別 」 と いう 用 語 は 、 社 会 の 文脈 に お ける 男性 と 女性 の 2 つの 性 
別 を 指す と 理解 され て いま す 。 「 性 別 」 と いう 用 語 は 、 上 記 と 異な る 意味 を 示す も の 
で は あり ませ ん 。 


第 8 条 > 
戦争 犯罪 


1.1。 


2.2。 


裁判 所 は 、 特 に 計画 また は 方 針 の 一 部 と し て 、 ま た は その よう な 犯罪 の 大 規模 な 委員 会 
一 部 と し て 行わ れ た 場合 、 戦 争 犯 罪 に 関し て 管轄 権 を 有する も の と し ます 。 

















この 法令 の 目的 上 、「 戦 争 犯 罪 」 と は 次 の こと を 意味 し ます 。 


(a) 1949 年 8 月 12 日 の ジュ ネー ブ 条 約 の 重大 な 違反 、 す な わ ち 、 
関連 する ジュ ネー ブ 条 約 の 規定 の 下 で 保護 され て いる 人 また は 財産 に 対す る 


以下 の 行為 : 

(i) 故意 の 殺害 。 

(ii) 生物 学 的 実験 を 含む 、 措 間 ま た は 非 人 道 的 な 扱い 。 

(ii) 故意 に 大 き な 苦痛 、 ま た は 身体 また は 健康 に 重大 な 傷害 を 引き 起こ すこ と 。 

(iv) 軍事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れ て お ら ず 、 違 法 か つ 欲 し か っ た だ け で 
実行 され た 、 財 産 の 大 規模 な 破壊 お よび 流用 。 

(vV) 捕虜 また は 他 の 保護 され た 人 に 敵対 的 な 勢力 の 軍隊 に 仕え る よう に 強 
いる こと 。 














パラ グラ フ 2 (e) (Xiii) か ら 2 (e) (xv) は 、2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC /Res.5 に よっ て 挿入 され まし た 。 2010 年 11 月 29 日 の 
寄託 通知 CN533.2010.TREATIES-6 を 参照 し て くだ さい 。 国 連 条約 セク ショ ン の Web サ イト 修正 の ステ ー タ ス の 詳細 に つい て 
は 、https : //treaties.un.org/Pages/ViewDetails.aspx ? src=TREATY&mtdsg_no=XVI-10-a&chapter=18&clang=_en 


を ご 覧 くだ さい 。 


























パラ グラ フ (2) (b) (xxvii) か ら (xxix) お よび 2 (e) (xvi) か ら (xviii) は 、2017 年 12 月 14 日 の 決議 ICC-ASP / 16 / 
Res.4 に よっ て 挿入 され まし た 。 微 生物 また は 他 の 生物 剤 、 ま た は 毒素 を 使用 する も の 」、2018 年 3 月 8 日 の 寄託 通知 
CN116.2018.TREATIES-XVIIl-10 を 参照 。 改 正 の 状況 を 詳 述 し て いる 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : // 
treaties.un.org/Pages/ViewDetails.aspx ? src= TREATY&mtdsg_no = XVII-10-d &chapter= 18 &clang=_en で 入手 で きま 
す 。 「 人 体 の X 線 で 検出 で き な い 破片 に よっ て 主 な 影響 が 生じ る 武器 」 に 関す る 修正 に つい て は 、2018 年 3 月 8 日 の 寄託 通知 
CN125.2018.TREATIES-XVIII-10 を 参照 し て くだ さい 。 改 正 の 状況 を 詳 述 し て いる 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、 次 の 
場所 で 入手 で きま す 。https://treaties.un.org/PAGES/ViewDetails.aspx?src=TREATY&mtdsg_no=XVIII-10- 
e&chapter=18&clang= en。「 ブ ライ ンド レー ザー 兵器 」 に 関す る 修正 に つい て は 、2018 年 3 月 8 日 の 寄託 通知 
CN126.2018.TREATIES-XVIIl-10 を 参照 し て くだ さい 。 改正 の 状況 を 詳 述 し て いる 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、 
https : // treaties で 入手 で きま す 。 un.org/Pages/ViewDetails.aspx?src=TREATY&mtdsg_no=XVIII-10- 
f&chapter=18&clang=_en。 
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(vi) 捕虜 また は 他 の 保護 され た 人 か ら 公 正 か つ 定 期 的 な 裁判 の 権利 を 故意 
に 奪う こと 。 

(vii) 違法 な 国外 追放 また は 移送 また は 違法 な 監禁 。 

(viii) 人 質 を と る こと 。 


(b) 国際 法 の 確立 され た 枠組 み の 範囲 内 で の 、 国 際 的 な 武力 紛争 に 適用 され る 法 
律 お よび 慣習 の その 他 の 重大 な 違反 、 す な わ ち 、 以 下 の 行 為 の いずれ か 。 


(私 ) 民間 人 自体 に 対す る 、 ま た は 敵対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 民 
間 人 に 対す る 攻撃 を 意図 的 に 向け る こと 。 


(ii) 民間 の オブ ジェ クト 、 つ まり 軍事 目的 で は な い オ ブ ジ ェクト に 対す る 
攻撃 を 意図 的 に 指示 し ます 。 


⑯ 国際 法 の 下 で 民間 人 また は 民間 物 に 与え られ た 保護 を 受け る 資格 が あ 
る 限り 、 国 連 憲 章 に 従っ て 人 道 支援 また は 平和 維持 任務 に 関与 する 人 
員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト ま た は 車両 に 対す る 攻撃 を 意図 的 に 向け る 
武力 紛争 の : 








(iv その よう な 攻撃 は 、 偶 発 的 な 人 命 の 損失 や 民間 人 の 負傷 、 民 間 の 物体 
の 損傷 、 ま た は コン クリ ー ト や 直接 的 な も の と の 関係 で 明らか に 過度 
で ある 自然 環境 へ の 広範 囲 に わた る 長期 的 か つ 深刻 な 損傷 を 引き 起こ 
すこ と を 承知 の 上 で 意図 的 に 攻撃 を 開始 し ます 予想 され る 全体 的 な 軍 
事 的 優位 性 。 


(V) いか な る 手段 で あれ 、 無 防備 で 軍事 目的 で は な い 町 、 村 、 住 居 ま た は 
建物 を 攻撃 また は 砲撃 する こと 。 


(Vi) 腕 を 下ろ し た 、 ま た は 防御 手段 を 失っ た 戦闘 貞 を 殺害 また は 負傷 さ 
せ 、 裁 量 で 降伏 し た 。 

(vii) 停戦 の 旗 、 旗 また は 軍隊 の 不適 切な 使用 
英 ま た は 国連 の 記章 と ユニ フォ ー ム 、 お よび ジュ ネー ブ 条 約 の 特徴 的 
な エン ブレ ム 。 死 また は 重大 な 人 身 傷害 を も た らし ます 。 


(viii) 自国 の 民間 人 の 一 部 の 占領 国 に よる 、 そ れ が 占領 する 領土 へ の 直接 的 
また は 間接 的 な 移転 、 ま た は この 領土 内 外 の 占領 地 の 人 口 の 全部 また 
は 一 部 の 強制 送還 また は 移送 。 


(ix) 宗教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 ま た は 慈善 目的 に 捧げ られ た 建物 、 歴 史 的 建 
造物 、 病 院 、 お よび 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 に 対す る 攻撃 を 意 
図 的 に 向け ます 。 た だ し 、 そ れ ら が 軍事 目的 で な い 場 合 に 限り ます 。 
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(バツ ) 不 利 な 当事者 の 権力 を 握っ て いる 人 を 、 関 係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また 
は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れ て お ら ず 、 彼 また は 彼女 の 利益 の 
た め に 実行 され て いな い 、 あ ら ゆ る 種類 の 医学 的 また は 科学 的 実験 に 
さら すこ と 。 そ の よう な 人 の 健康 を 死に 至ら し め る 、 ま た は 深刻 に 危 
険 に さら す : 


(xi) 敵対 国 ま た は 軍隊 に 属す る 個人 を 不法 に 殺害 また は 負傷 させ る こと 。 


(xii) 四半 期 が 与え られ な いこ と を 宣言 する 。 

(xiii) その よう な 破壊 また は 
発作 は 戦争 の 必需 品 に よっ て 必然 的 に 要求 され ます 。 

(xiv) 法廷 で 、 敵 対 的 な 当事者 の 国民 の 権利 お よび 行動 を 廃止 、 一 時 停止 、 
また は 許容 で き な い と 宣言 する こと 。 


(v) 敵対 する 政党 の 国民 に 、 た と え 戦 争 が 始ま る 前 に 交戦 者 に 仕え て いた 
と し て も 、 自 国 に 向け られ た 戦争 の 作戦 に 参加 する よう に 強い る こ 
と 。 


(xvi) 暴行 を 受け た 場合 で も 、 町 や 場所 を 略奪 する こと 。 
(xvii) 毒物 また は 毒物 を 使用 し た 武器 の 使用 。 


(xviii) 窒息 性 、 有 毒 ま た は その 他 の ガス 、 お よび すべ て の 類似 ガス の 使用 
液体 、 材 料 ま た は 装置 : 

(xix) 人 体 で 容易 に 膨張 また は 平坦 化す る 弾丸 を 使用 し 、 
コア を 完全 に 覆っ て いな い 、 ま た は 切り 込み を 入れ た 硬い エン ベロ ー 
プ の 弾丸 な ど 。 


(xx) 不 必要 な 傷害 また は 不 必要 な 苦痛 を 引き 起こ す 性 質 の 、 ま た は 武力 紛 
争 の 国際 法 に 違反 し て 本 質 的 に 無 差 別 で ある 武器 、 発 射 体 お よび 材料 
お よび 戦争 方 法 を 使用 する こと 。 た だ し 、 そ の よう な 武器 、 発 射 体 お 
よび 材料 お よび 方 法 を 条件 と する 。 戦 争 の 主題 は 


包括 的 な 禁止 事項 で あり 、 第 121 条 お よび 第 123 条 に 規定 され て いる 
関連 規定 に 従っ た 改正 に より 、 こ の 法令 の 付属 書 に 含ま れ て いま す 。 


(xxi) 個人 の 尊厳 、 特 に 屈辱 的 で 品位 を 傷つけ る 扱い に 対す る 怒り を 犯す こ 
を 。 


(xxii) 第 7 条 第 2 項 ⑪) で 定義 され て いる レイ プ 、 性 的 奴隷 制 、 強 制 売春 、 
強制 妊娠 、 強 制 不妊 手術 、 ま た は ジュ ネー ブ 条 約 の 重大 な 違反 を 構成 
する その 他 の 形態 の 性 的 暴力 。 


(xxiii) 民間 人 また は 他 の 保護 され た 人 物 の 存在 を 利用 し て 、 特 定 の 地点 、 地 
域 、 ま た は 軍隊 を 軍事 作戦 か ら 免 除 す る 。 
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(c) 


(d) 


(e) 


(xxiv) 建物 、 資 材 、 医 療 に 対す る 意図 的 な 攻撃 
部 隊 と 輸送 機関 、 お よび 国際 法 に 準拠 し た ジュ ネー ブ 条 約 の 特徴 的 な 
エン ブレ ム を 使用 する 要員 。 


(xxv) ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 規定 され て いる 救援 物資 を 故意 に 妨害 する こと 


を 含め 、 民 間 人 の 生存 に 不可 欠 な 物 を 奪う こと に より 、 戦 争 の 方 法 と 
し て 意図 的 に 民間 人 の 人 錠 角 を 利用 する こと 。 








(xxvi) 15 歳 未満 の 子供 を 徴兵 また は 国軍 に 徴兵 する か 、 敵 対 行為 に 積極 的 に 
参加 する た め に それ ら を 使用 する 。 


(xxvii) 微生物 また は 他 の 生物 剤 を 使用 する 武器 の 使用 
また は 毒素 、 そ れ ら の 起源 また は 生産 方 法 が 何で あれ 。 


(xxviii) 主 な 効果 が に よっ て 負傷 する こと で ある 武器 を 使用 する こと 
人 体 で X 線 に よる 検出 を 逃れ る 断片 。 


(xxix) 唯一 の 戦 闘 と し て 特別 に 設計 され た レー ザー 兵器 を 採用 する 
機能 する か 、 ま た は それ ら の 戦略 機能 の 1 つと し て 、 強 化 さ れ て いな 
い 視力 、 つ まり 肉眼 また は 矯正 視力 装置 を 備え た 眼 に 永続 的 な 失明 を 
引き 起こ し ます 。 


国際 的 な 性 格 で は な い 武 力 紛争 の 場合 、1949 年 8 月 12 日 の ジュ ネー ブ 諸 条約 に 
共通 する 第 3 条 の 重大 な 違反 、 す な わ ち 、 敵 対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 
者 に 対し て 行わ れ た 以下 の 行為 の いずれ が 武器 を 置い た 軍隊 と 配置 され た 軍 
隊 癌 万 の ナー だ が 病気 、 傷 、 拘 事 ま た は その 他 の 原因 に よる も の : 


(私 ) 生命 と 人 へ の 暴力 、 特 に あら ゆる 種類 の 殺人 、 肉 刑 、 残 酷 な 扱い と 捧 
問 o 


(ii) 個人 の 尊厳 、 特 に 屈辱 的 で 品位 を 傷つけ る 扱い に 対す る 怒り を 犯す こ 
と 。 


G⑯⑩ 人 質 を 取る : 


(iv) 定期 的 に 構成 され た 裁判 所 に よっ て 宣告 され た 事前 の 判決 な し で の 判 
決 の 通過 お よび 死刑 執行 は 、 一 般 に 不可 欠 で ある と 認識 され て いる す 
べ て の 司法 上 の 保証 を 提供 し ます 。 


パラ グラ フ 2 (c) は 、 国 際 的 な 性 格 で は な い 武 力 紛争 に 適用 され る た め 、 暴 
動 、 孤 立 し た 散発 的 な 暴力 行為 、 ま た は 同様 の 性 質 の 他 の 行為 な ど 、 内 部 の 
混乱 や 緊張 の 状況 に は 適用 され ませ ん 。 


国際 法 の 確立 され た 枠組 み 内 で の 、 国 際 的 性 格 で は な い 武 力 紛争 に 適用 され 
る 法律 お よび 慣習 の その 他 の 重大 な 違反 、 す な わ ち 、 以 下 の 行 為 の いずれ 
か : 


(私 ) 民間 人 自体 に 対す る 、 ま た は 敵対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 民 
間 人 に 対す る 攻撃 を 意図 的 に 向け る こと 。 
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(ii) 国際 法 に 準拠 し て 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 の 特徴 的 な エン ブレ ム を 使用 し 
て 、 建 物 、 資 材 、 医 療 ユ ニッ ト 、 輸 送 機関 、 お よび 要員 に 対す る 攻撃 
を 意図 的 に 指示 し ます 。 


⑯ 国際 法 の 下 で 民間 人 また は 民間 物 に 与え られ た 保護 を 受け る 資格 が あ 
る 限り 、 国 連 憲 章 に 従っ て 人 道 支援 また は 平和 維持 任務 に 関与 する 人 
員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト ま た は 車両 に 対す る 攻撃 を 意図 的 に 向け る 
武力 紛争 の : 











(iv) 宗教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 ま た は 慈善 目的 に 捧げ られ た 建物 、 歴 史 的 建 
造物 、 病 院 、 お よび 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 に 対す る 攻撃 を 意 
図 的 に 向け ます 。 た だ し 、 そ れ ら が 軍事 目的 で な い 場 合 に 限り ます 。 


(vV) 暴行 を 受け た 場合 で も 、 町 や 場所 を 略奪 する 。 


(vi) 第 7 条 第 2 項 (f) で 定義 され て いる よう に 、 レ イプ 、 性 的 奴隷 制 、 強 
制 売春 、 強 制 妊娠 、 強 制 不妊 手術 、 お よび その 他 の 形態 の 性 的 暴力 
も 、4 つ の ジュ ネー ブ 条 約 に 共通 する 第 3 条 の 重大 な 違反 を 構成 し ま 
す 。 


(vii) 15 歳 未満 の 子供 を 徴兵 また は 徴兵 する 
軍隊 また は グル ー プ に 参加 する か 、 敵 対 行為 に 積極 的 に 参加 する た め に それ ら を 使 
用 する 。 


(viii) 理由 に よる 一 般 市 民 の 移動 の 命令 
関係 する 民間 人 の 安全 また は 緊急 の 軍事 的 理由 が その よう に 要求 し な 
い 限 り 、 紛 争 に 関連 する 。 


(ix) 戦闘 貞 の 敵 を 不法 に 殺し た り 負 傷 さ せ た り する 。 

(バツ ) 四 半期 は 与え られ な いこ と を 宣言 し ます 。 

(xi) 、 他 の 当事者 の 権力 を 握っ て いる 人 を 、 身 体 的 切断 、 ま た は 関係 者 の 医 
学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れ な い 、 ま た は 彼 
また は 彼女 の 利益 の た め に 実行 され な いあ ら ゆ る 種類 の 医学 的 また は 
科学 的 実験 に さら すこ と 。 そ し て 、 そ の よう な 人 の 健康 を 死に 至ら し 
め る 、 ま た は 深刻 に 危険 に さら す も の 。 


(xii) 紛争 の 必需 品 に よっ て その よう な 破壊 また は 押収 が 強制 的 に 要求 され 
な い 限 り 、 敵 の 財産 を 破壊 また は 押収 する こと 。 


(xiii) 毒物 また は 毒物 を 使用 し た 武器 の 使用 。 
(xiv) 窒息 性 、 有 毒 ま た は その 他 の ガス 、 お よび すべ て の 類似 ガス の 使用 
液体 、 材 料 ま た は 装置 : 


(xy) 人 体 で 容易 に 膨張 また は 平坦 化す る 弾丸 を 使用 し 、 
コア を 完全 に 覆っ て いな い 、 ま た は 切り 込み を 入れ た 硬い エン ベロ ー 
プ の 弾丸 な ど 。 


(xvi) 微生物 また は 他 の 生物 剤 を 使用 する 武器 の 使用 
また は 毒素 、 そ れ ら の 起源 また は 生産 方 法 が 何で あれ 。 
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(xvii) 主 な 効果 が に よっ て 負傷 する こと で ある 武器 を 使用 する こと 
人 体 で X 線 に よる 検出 を 逃れ る 断片 。 


(xviii) 唯一 の 戦闘 と し て 特別 に 設計 され た レー ザー 兵器 を 採用 する 
機能 する か 、 ま た は それ ら の 戦略 機能 の 1 つと し て 、 強 化 さ れ て いな 
い 視 力 、 つ まり 肉眼 また は 矯正 視力 装置 を 備え た 眼 に 永続 的 な 失明 を 
引き 起こ し ます 。 


(1) パラ グラ フ 2 (e) は 、 国 際 的 な 性 格 で は な い 武 力 紛 争 に 適用 され る た め 、 暴 
動 、 孤 立 し た 散発 的 な 暴力 行為 、 ま た は 同様 の 性 質 の 他 の 行為 な ど 、 内 部 の 
混乱 や 緊張 の 状況 に は 適用 され ませ ん 。 こ れ は 、 政 府 当局 と 組織 され た 武装 
グル ー プ の 間 、 ま た は その よう な グル ー プ 間 で 長引く 武力 紛争 が 発生 し た 場 
合 に 、 国 の 領土 で 発生 する 武力 紛争 に 適用 され ます 。 


3.3。 パラ グラ フ 2 (c) お よび (e) の いか な る 規定 も 、 す べ て の 合法 的 な 手段 に よっ て 、 
州 の 法 と 秩序 を 維持 また は 再 確立 する 、 ま た は 州 の 統一 と 領土 保全 を 擁護 する 政府 の 
責任 に 影響 を 与え な いも の と し ます 。 


第 8 条 ど ズ 4 
侵略 犯罪 


1.1。 この 法令 の 目的 に お いて 、「 侵 略 犯罪 」 と は 、 国 家 の 政治 的 また は 軍事 的 行動 を 効果 
的 に 管理 また は 指示 する 立場 に ある 人 に よる 、 侵 略 行為 の 計画 、 準 備 、 開 始ま た は 実 
行 を 意味 し ます 。 こ れ は 、 そ の 人 性 格 、 重 力 、 規 模 に よっ て 、 国 連 喜 章 の 明白 な 違反 を 
構成 し ます 。 


2.2。 パラ グラ フ 1 の 目的 の た め に 、「 侵 略 行為 」 と は 、 他 国 の 主権 、 領 土 保全 また は 政治 的 
独立 に 反対 する 、 ま た は 国連 憲章 と 矛盾 する その 他 の 方 法 で 国 が 武力 を 行使 する こと 
を 意味 し ます 。 宣戦 布告 に 関係 な く 、 以 下 の 行為 は いずれ も 、1974 年 12 月 14 日 の 国連 
総会 決議 3314 (XXIX) に 従い 、 侵 略 行為 と みな され る も の と し ます 。 


(a) 他 の 州 の 領土 の ある 国 の 軍隊 に よる 侵略 また は 攻撃 、 ま た は その よう な 侵略 また 
は 攻撃 、 ま た は 別 の 州 の 領土 の 力 の 使用 に よる 併合 に 起因 する 一 時 的 で ある 
が 任意 の 軍事 占領 また は その 一 部 。 


(b) ある 国 の 軍隊 に よる 別 の 州 の 領土 に 対す る 砲撃 、 ま た は ある 国 に よる 別 の 州 
の 領土 に 対す る 武器 の 使用 。 


(c) 、 別 の 州 の 軍隊 に よる 州 の 港 ま た は 海岸 の 封鎖 。 


(d) ある 国 の 軍隊 に よる 陸軍 、 海 軍 、 空 軍 、 ま た は 別 の 国 の 海軍 お よび 空軍 へ の 
攻撃 。 

















4 第 8 条 ど ス 2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 挿入 され まし た 。 2010 年 11 月 29 日 の 寄託 者 通知 CN651.2010.TREATIES-8 
を 参照 し て くだ さい 。 改 正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の Web サ イト は 、https : // 条 約 で 入手 で きま す 。 un.org/ 
Pages/ViewDetails.aspx?src=TREATY&mtdsg_no=XVIII-10-b&chapter=18&clang=_en。 























10 


国際 刑事 裁判 所 の ロー マ 法 令 





(e) 協定 に 規定 され た 条件 に 違反 する 、 ま た は 協定 の 終了 を 超え て その よう な 領 
土 に 存在 する こと の 延長 に 反し て 、 受 入国 の 合意 を 得 て 別 の 州 の 領土 内 に あ 
る ある 国 の 軍隊 を 使用 する こと 。 


(f) 別 の 国 が 自由 に 使え る よう に し た その 領土 を 、 他 の 国 が 第 三国 に 対す る 侵略 
行為 を 行う た め に 使用 する こと を 許可 する 国 の 行動 。 


(g) 武装 し た バン ド 、 グ ルー プ 、 非 正規 軍 、 ま た は 億 兵 の 州 に よる 、 ま た は その 
国 に 代わ っ て 、 上 記 の 行為 に 相当 する よう な 重力 の 別 の 州 に 対し て 武力 の 行 
為 を 行う 、 ま た は その 実質 的 な 関与 。 


第 9 条 : 
犯罪 の 要素 


1.1。 犯罪 の 要素 は 、 第 6 条 、 第 7 条 、 第 8 条 、 お よび 第 8 条 の 解釈 お よび 適用 に お いて 裁判 所 
を 支援 する も の と し ます 。 ど ス 。 それ ら は 、 締 約 国会 議 の 議員 の 3 分 の 2 の 過半 数 に 
よっ て 採択 され る も の と する 。 


2.2。 犯罪 の 要素 の 修正 は 、 以 下 に よっ て 提案 され る 可能 性 が あり ます 。 
(a) 任意 の 締約 国 。 
(b) 絶対 多数 で 行動 する 裁判 官 。 
(c) 検索 官 


この よう な 改正 は 、 締 約 国会 議 の 議員 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よっ て 採択 され る も の と す 
る 。 


3.3。 犯罪 の 要素 お よび その 修正 は 、 こ の 法令 と 一 致す る も の と し ます 。 


第 10 条 
この パー ト の いか な る 内 容 も 、 こ の 法令 以外 の 目的 で 国際 法 の 既存 の 規則 また は 発展 中 の 規則 
を 制限 また は 害する も の と し て 解釈 され な いも の と し ます 。 


第 11 条 
管轄 比率 の テン ポ 


1.1。 裁判 所 は 、 こ の 法令 の 発効 後に 犯さ れ た 犯罪 に 関し て の み 管 轄 権 を 有 し ます 。 


2.2。 ある 国 が 発効 後に この 法令 の 当事者 と な っ た 場合 、 裁 判 所 は 、 そ の 州 が 第 12 条 に 基 づ 
いて 宣言 を 行っ て いな い 限 り 、 そ の 州 の この 法令 の 発効 後に 犯さ れ た 犯罪 に 関し て の 
み 管 轄 権 を 行使 する こと が で きま す 。 パ ラグ ラフ 3。 




















5 2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 修正 され た (第 8 条 へ の 参照 を 挿入 ) ど ズ ) 。2010 年 11 月 29 日 の 寄託 通知 
CN651.2010.TREATIES-8 を 参照 し て くだ さい 。 改 正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : // 
treaties.un.org/Pages/ViewDetails.aspx ? src=TREATY&mtdsg_no = で 入手 で きま す 。 XVIlI-10- b&chapter= 18 &clang = 
_en 
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第 12 条 

管轄 権 の 行使 の 前 提 条 件 

1.1。 これ に より 、 こ の 法令 の 締約 国 と な る 国 は 、 第 5 条 で 言及 され て いる 犯罪 に 関し て 裁判 
所 の 管轄 権 を 受け 入れ ます 。 


2.2。 第 13 条 (a) また は (c) の 場合 、 以 下 の 1 つ 以上 の 州 が 本 法 の 当事者 で ある か 、 ま た 
は 第 3 項 に 従っ て 裁判 所 の 管轄 権 を 受け 入れ た 場合 、 裁 判 所 は その 管轄 権 を 行使 する こ 
と が で きま す 。 


(a) 問題 の 行為 が 発生 し た 地域 の 州 、 ま た は 犯罪 が 船舶 また は 航空 機内 で 行わ れ た 場 
合 は 、 そ の 船舶 また は 航空 機 の 登録 国 。 


(b) 犯罪 で 告発 され た 人 が 国民 で ある 州 。 

3.3。 パラ グラ フ 2 に 基づい て 、 こ の 法令 の 当事者 で は な い 国 の 承認 が 必要 な 場合 、 そ の 州 
は 、 登 録 官 に 提出 され た 宣言 に より 、 問 題 の 犯罪 に 関し て 裁判 所 に よる 管轄 権 の 行使 
を 受け 入れ る こと が で きま す 。 受理 国 は 、 第 9 部 に 従い 、 遅 滞 ま た は 例外 な く 裁 判 所 に 
協力 する も の と し ます 。 


第 13 条 
管轄 権 の 行使 


裁判 所 は 、 次 の 場合 に 、 こ の 法令 の 規定 に 従っ て 、 第 5 条 で 言及 され て いる 犯罪 に 関し て 管轄 
権 を 行使 する こと が で きま す 。 


(a) その よう な 犯罪 の 1 つま た は 複数 が 犯さ れ た と 思わ れる 状況 は 、 第 14 条 に 従っ て 
締約 国 に よっ て 検 圭 官 に 賠 会 され ます 。 


(b) その よう な 犯罪 の 1 つま た は 複数 が 犯さ れ た と 思わ れる 状況 は 、 国 連 憲 章 の 第 
7 章 に 基づい て 行動 する 安全 保障 理事 会 に よっ て 検察 官 に 照会 され ます 。 ま た 


(c) 検 官 は 、 第 15 条 に 従い 、 そ の よう な 犯罪 に 関す る 調査 を 開始 し まし た 。 


第 14 条 
締約 国 に よる 状況 の 紹介 


1.1。 締約 国 は 、 裁 判 所 の 管轄 内 の 1 つま た は 複数 の 犯罪 が 犯さ れ た と 思わ れる 状況 を 検察 官 
に 照会 し 、1 人 また は 複数 の 特定 の 人 物 が 起訴 され る べき か どう か を 判断 する 目的 で 検 
察 記 に 状況 を 調査 する よう 要求 す : る こと が で きま す 。 そ の よう な 犯罪 の 委員 会 。 


2.2。 可能 な 限り 、 紹 介 は 関連 する 状況 を 特定 し 、 状 況 を 参照 する 国 が 利用 で きる よう な 裏 
付け と な る 文書 を 添付 し な けれ ば な ら な い 。 
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第 15 条 
検 圭 官 
1.1。 検察 官 は 調査 を 開始 する 場合 が あり ます 条例 雪 今 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 関す る 情報 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


に 基づい て 。 


検 圭 官 は 、 受 け 取っ た 情報 の 重大 性 を 分 析 す る も の と し ます 。 こ の 目的 の た め に 、 彼 
また は 彼女 は 、 州 、 国 連 の 機関 、 政 府 間 ま た は 非 政府 組織 、 ま た は 彼 ま た は 彼女 が 適 
切 で ある と みな す 他 の 信頼 で きる 情報 源 か ら 追 加 情報 を 求め る こと が で き 、 書 面 ま た 
は 口頭 で 証言 を 受け 取る こと が で きま す 。 裁判 所 。 


検察 官 が 調査 を 進め る た め の 合理 的 な 根拠 が ある と 結論 付け た 場合 、 検 索 官 は 、 収 集 
され た 補足 資料 と と も に 、 調 査 の 承認 の 要求 を 審理 前 会 議 室 に 提出 する も の と し ま 
す 。 被害 者 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 、 審 理 前 の 商工 会 議 所 に 表明 する こと が 
で きま す 。 





審理 前 会 議 所 は 、 請 求 お よび 補足 資料 を 検討 し た 結果 、 調 査 を 進め る た め の 合理 的 な 
根拠 が あり 、 事 件 が 裁判 所 の 管轄 内 に ある と 思わ れる 場合 、 事 件 の 管轄 権 お よび 許容 
性 に 関す る 裁判 所 に よる その 後 の 決定 を 害する こと な く 、 調 査 。 





審理 前 会 議 所 が 調査 を 承認 する こと を 拒否 し て も 、 同 じ 状 況 に 関す る 新しい 事実 また 
は 証拠 に 基づい て 、 検 察 官 に よる その 後 の 要求 の 提示 を 妨げ る も の で は あり ませ ん 。 


第 1 項 お よび 第 2 項 に 記載 の 予備 審査 の 結果 、 検 索 官 は 、 提 供 さ れ た 情報 が 調査 の 合理 
的 な 根拠 を 構成 し な いと 結論 付け た 場合 、 情 報 を 提供 し た 者 に 通知 する も の と し ま 
す 。 こ れ は 、 検察 官 が 新しい 事実 また は 証拠 に 照ら し て 同じ 状況 に 関し て 彼 また は 彼 
女 に 提出 され た さら な る 情報 を 検討 する こと を 妨げ る も の で は あり ませ ん 。 


第 15 条 ど ス s 
侵略 犯罪 に 対す る 管轄 権 の 行使 ( 州 の 紹介 、 王 丈 数 今 


) 。 
1 


2.2。 


3.3。 


裁判 所 は 、 本 条 の 規定 に 従い 、 第 13 条 (a) お よび (c) に 従っ て 、 侵 略 犯罪 に つい て 
管轄 権 を 行使 する こと が で きま す 。 

裁判 所 は 、30 の 締約 国 に よる 修正 の 批准 また は 承認 の 1 年 後に 犯さ れ た 侵略 犯罪 に 関 
し て の み 管 轄 権 を 行使 する こと が で きま す 。 


裁判 所 は 、 法 令 の 改正 の 採択 に 必要 と され る の と 同じ 過半 数 の 締約 国 に よっ て 2017 年 
1 月 1 日 以降 に 下さ れる 決定 を 条件 と し て 、 本 条 に 従っ て 侵略 犯罪 の 管轄 権 を 行使 する 
も の と し ます 。 











6 2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 修正 され まし た 。 2010 年 11 月 29 日 の 寄託 者 通知 CN651.2010.TREATIES-8 を 参照 し て 
くだ さい 。 修正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の Web サ イト は 、https : // treaties で 入手 で きま す 。 un.org/Pages/ 
ViewDetails.aspx?2src=TREATY&mtdsg_no=XVIII-10-b&chapter=18&clang=_en。 第 15 条 に 基づい て 登録 官 に 提出 され た 宣言 
の 状況 に 関し て ど ス マ 、 ロ ー マ 法 の パラ グラ フ 4、https : // www を 参照 し て くだ さい 。icc-cpi.int/resource-library# 
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4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


8.8。 


9.9。 


10.10。 


裁判 所 は 、 第 12 条 に 従い 、 締 約 国 が 宣言 を 提出 する こと に より その よう な 管轄 権 を 受 
け 入 れ な いと 以前 に 宣言 し た 場合 を 除き 、 締 約 国 が 犯し た 侵略 行為 か ら 生 じ る 侵略 犯 
罪 に 対し て 管轄 権 を 行使 する こと が で きま す 。 レ ジス トラ 。 そ の よう な 宣言 の 撤回 は 
いつ で も 行う こと が で き 、3 年 以内 に 締約 国 に よっ て 検討 され る も の と し ます 。 


この 法令 の 当事者 で は な い 国 に 関し て 、 裁 判 所 は 、 そ の 国 の 国民 また は その 領土 に 
よっ て 犯さ れ た 場合 、 侵 略 犯罪 に つい て その 管轄 権 を 行使 し て は な ら な い 。 


検察 官 が 侵略 犯罪 に 関す る 捜査 を 進め る た め の 合理 的 な 根拠 が ある と 結論 付け た 場 

合 、 検 圭 官 は まず 、 安 全 保 障 理事 会 が 関係 国 に よる 侵略 行為 の 決定 を 下 し た か どう か 
を 確認 し な けれ ば な ら な い 。 検察 記 は 、 関 連 す る 情報 や 文書 を 含め 、 裁 判 所 に 状況 を 
国連 事務 総長 に 通知 する も の と し ます 。 


安全 保障 理事 会 が その よう な 決定 を 下 し た 場合 、 検 隷 官 は 侵略 犯罪 に 関し て 調査 を 進 
め る こと が で きま す 。 


通知 日 か ら 6 か 月 以内 に その よう な 決定 が な され な い 場 合 、 検 圭 官 は 、 侵 略 犯罪 に 関す 
る 調査 を 続行 する こと が で きま す 。 た だ し 、 公 判 前 部 門 が 次 の 犯罪 に 関す る 調査 の 開 
始 を 承認 し た 場合 に 限り ます 。 第 15 条 に 含ま れる 手順 に 従っ た 侵略 、 お よび 安全 保障 
理事 会 は 第 16 条 に 従っ て 別 の 方 法 で 決定 し て いま せん 。 


裁判 所 外 の 機関 に よる 攻撃 行為 の 決定 は 、 こ の 法令 に 基づく 裁判 所 自身 の 認定 を 害 す 
る こと な く 行 われ る も の と し ます 。 


この 条文 は 、 第 5 条 で 言及 され て いる 他 の 犯罪 に 関す る 管轄 権 の 行使 に 関す る 規定 を 害 
する も の で は あり ませ ん 。 


第 15 条 7e/ 
侵略 犯罪 に 対す る 管轄 権 の 行使 (安全 保障 理事 会 紹介 ) 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


KM 
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裁判 所 は 、 本 条 の 規定 に 従い 、 第 13 条 (b) に 従っ て 、 侵 略 犯罪 に つい て 管轄 権 を 行 
使 す る こと が で きま す 。 


裁判 所 は 、30 の 締約 国 に よる 修正 の 批准 また は 承認 の 1 年 後に 犯さ れ た 侵略 犯罪 に 関 
し て の み 管 轄 権 を 行使 する こと が で きま す 。 


裁判 所 は 、 法 令 の 改正 の 採択 に 必要 と され る の と 同じ 過半 数 の 締約 国 に よっ て 2017 年 
1 月 1 日 以降 に 下さ れる 決定 を 条件 と し て 、 本 条 に 従っ て 侵略 犯罪 の 管轄 権 を 行使 する 
も の と し ます 。 


裁判 所 外 の 機関 に よる 攻撃 行為 の 決定 は 、 こ の 法令 に 基づく 裁判 所 自身 の 認定 を 害 す 
る こと な く 行 われ る も の と し ます 。 








第 15 条 7e/2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 挿入 され まし た 。 預 託 通知 CN651.2010 を 参照 し て くだ さい 。 条 約 -2010 














名 














V 


E11 月 29 日 の 8。 改 正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : //treaties.un.org/Pages/ 
iewDetails.aspx ? src=TREATY&mtdsg_no = XVIII-10-b&chapter=18 &clang で 入手 で きま す 。 =_en。 
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5.5。 この 条文 は 、 第 5 条 で 言及 され て いる 他 の 犯罪 に 関す る 管轄 権 の 行使 に 関す る 規定 を 害 
する も の で は あり ませ ん 。 


第 16 条 

調査 また は 起訴 の 延期 

国連 憲章 第 7 章 に 基づい て 採択 され た 決議 に お いて 、 安 全 保障 理事 会 が 裁判 所 に その 趣旨 を 要 
請 し た 後 、12 か 月 間 、 こ の 法令 に 基づい て 調査 また は 起訴 を 開始 また は 進め る こと は で きま せ 
ん 。 そ の 要求 は 、 同 じ 条 件 の 下 で 評議 会 に よっ て 更新 され る 可能 性 が あり ます 。 


第 17 条 

許容 性 の 問題 

1.1。 前 文 の 第 10 項 お よび 第 1 条 を 考慮 し て 、 裁判 所 は 、 次 の 場合 に 事件 が 許容 され な いと 
判断 する も の と し ます 。 


(a) 州 が 調査 また は 起訴 を 実行 する こと を 望ま な い 、 ま た は 真 に で き な い 場合 を 除 
き 、 事 件 は 、 そ の 管轄 権 を 有する 国 に よっ て 調査 また は 起訴 され て いる 。 


(b) 事件 は 、 そ れ を 管轄 する 国 に よっ て 調査 され て お り 、 国 が 真 に 起訴 する こと 
を 望ま な い 、 ま た は で き な い こと か ら 決 定 が 生じ た 場合 を 除き 、 国 は 関係 者 
を 起訴 し な いこ と を 決定 し た 。 


(c) 関係 者 は 、 訴 状 の 対象 と な る 行為 に つい て すでに 裁判 に か けら れ て お り 、 裁 
判 所 に よる 裁判 は 、 第 20 条 第 3 項 に 基づい て 許可 され て いま せん 。 


(d) この 訴訟 は 、 裁 判 所 に よる さら な る 訴訟 を 正当 化す る の に 十分 な 重大 性 を 備え て いま せん 。 


2.2。 特定 の 場合 の 不 本 意 を 判断 する た め に 、 裁 判 所 は 、 国 際 法 に よっ て 認め られ た 適正 手 
続き の 原則 を 考慮 し て 、 該 当 する 場合 、 以 下 の 1 つ 以 上 が 存在 する か どう か を 検討 する 
も の と し ます 。 


(a) 第 5 条 で 言及 され て いる 裁判 所 の 管轄 内 で の 犯罪 に 対す る 刑事 責任 か ら 関係 者 を 
保護 する 目的 で 、 訴 訟 が 行わ れ て いた 、 ま た は 行わ れ て いる 、 ま た は 国 の 決 
定 が な され た 。 


(b) 手続 き に 不当 な 遅延 が あり 、 状 況 に よっ て は 関係 者 を 裁判 に か ける 意図 と 矛 
盾 し て いる 。 


(c) 手続 は 、 独 立 し て また は 公平 に 行わ れ て いな か っ た か 、 ま た は 行わ れ て お ら 
ず 、 状 況 に お いて 、 関 係 者 を 裁判 に か ける 意図 と 矛盾 する 方 法 で 行わ れ て い 
た 、 ま た は 行わ れ て いる 。 


3.3。 特定 の 事件 に お ける 無能 力 を 決定 する た め に 、 裁 判 所 は 、 国 の 司法 制度 の 全体 的 また 
は 実質 的 な 崩壊 また は 利用 不能 の た め に 、 国 が 被告 人 また は 必要 な 証拠 お よび 証言 を 
入手 で き な い か 、 さ も な けれ ば 実行 で き な い か どう か を 検討 する も の と する 。 そ の 議 
事 録 を 出し ます 。 
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第 18 条 
許容 性 に 関す る 予備 的 決定 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


第 13 条 (a) に 従っ て 状況 が 裁判 所 に 付託 され 、 検 察 官 が 調査 を 開始 する た め の 合理 
的 な 根拠 が ある と 判断 し た 場合 、 ま た は 検察 官 が 第 13 条 (Cc) お よび 第 15 条 に 従っ て 
調査 を 開始 し た 場合 、 検 察 官 は 、 入 手 可 能 な 情報 を 考慮 に 入れ て 、 通 常 は 関係 する 犯 
罪 に つい て 管轄 権 を 行使 する すべ て の 締約 国 お よび それ ら の 締約 国 に 通知 する も の と 
し ます 。 検察 官 は 、 そ の よう な 国 に 秘密 裏 に 通知 する こと が で き 、 検 察 官 が 人 を 保護 
し 、 証 拠 の 破壊 を 防ぎ ざ 、 人 の 棄権 を 防ぐ 必要 が ある と 考え る 場合 、 国 に 提供 され る 情 
報 の 範囲 を 制限 する こと が で きま す 。 


その 通知 を 受け 取っ て か ら 1 か 月 以内 に 、 州 は 、 第 5 条 で 言及 され て いる 犯罪 を 構成 す 
る 可能 性 が あり 、 提 供 され た 情報 に 関連 する 犯罪 行為 に 関し て 、 そ の 管轄 内 の 国民 ま 
た は その 他 の 者 を 調査 し て いる 、 ま た は 調査 し た こと を 裁判 所 に 通知 する こと が で き 
ます 。 州 へ の 通知 で 。 そ の 州 の 要請 に 応じ て 、 検 圭 官 は 、 検 察 官 の 申請 に より 、 検 宗 
官 が 調査 を 承認 する こと を 決定 し な い 限 り 、 こ れ ら の 人 物 の 州 に よる 調査 を 延期 する 
も の と し ます 。 


州 の 調査 に 対す る 検察 官 の 延期 は 、 延 期 の 日 か ら 6 か 月 後 、 ま た は 州 の 調査 を 真 に 実行 
する こと を 望ま な い 、 ま た は で き な い こと に 基づい て 状況 が 大 幅 に 変化 し た と き は い 
つ で も 、 検 圭 官 が 検討 で きる よう に する も の と し ます 。 


関係 国 また は 検察 官 は 、 第 82 条 に 従い 、 審 理 前 会 議 所 の 判決 に 対し て 上 訴 会 議 所 に 上 
訴 す る こと が で きま す 。 上 訴 は 迅速 に 審理 され る 場合 が あり ます 。 


検 詩 官 が 第 2 項 に 従っ て 捜査 を 延期 し た 場合 、 検 察 官 は 、 関 係 国 が 検察 官 に 捜査 の 進捗 
状況 お よび その 後 の 起 訴 を 定期 的 に 通知 する よう 要求 する こと が で きま す 。 締約 国 
は 、 過 度 の 遅延 な し に その よう な 要求 に 対応 する も の と し ます 。 


審理 前 室 に よる 判決 が 出る まで 、 ま た は 検察 官 が 本 条 に 基づく 調査 を 延期 し た と き は 
いつ で も 、 検 察 記 は 、 例 外 的 に 、 審 理 前 室 に 権限 を 求め て 、 目 的 の た め に 必要 な 調査 
手順 を 追求 する こと が で きま す 。 重要 な 証拠 を 入手 する ユニ ー ク な 機会 が ある 場合 、 
また は その よう な 証拠 が その 後 利用 で き な い 可能 性 が ある と いう 重大 な リス ク が ある 
場合 に 、 証 拠 を 保存 する こと 。 


本 条 に 基づく 審理 前 会 議 所 の 決定 に 異議 を 唱え た 国 は 、 追 加 の 重要 な 事実 また は 状況 
の 重大 な 変化 を 理由 と し て 、 第 19 条 に 基づく 事件 の 許容 性 に 異議 を 申し 立て る こと が 
で きま す 。 


第 19 条 
裁判 所 の 管轄 権 ま た は 事件 の 許容 性 に 対す る 異議 申し 立て 


1.1。 
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裁判 所 は 、 い か な る 場合 に お いて も 、 裁 判 所 が 管轄 権 を 有する こと を 認め る も の と し ま 
す 。 裁 判 所 は 、 独 自 の 申し 立て に より 、 第 17 条 に 従っ て 事件 の 許容 性 を 決定 する こと が で 
きま す 。 
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2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


8.8。 


9.9。 


第 17 条 で 言及 され て いる 理由 に よる 事件 の 許容 性 へ の 異議 申し 立て 、 ま た は 裁判 所 の 管轄 
権 へ の 異議 申し 立て は 、 次 の 方 法 で 行う こと が で きま す 。 


(a) 第 58 条 に 基づき 、 逮 捕 状 また は 召喚 状 が 発行 され た 被告 人 また は 人 。 


(b) 事件 を 調査 また は 起訴 し て いる 、 ま た は 調査 また は 起訴 し た と いう 理由 で 、 
事件 を 管轄 する 国 。 ま た 


(c) 第 12 条 に 基づい て 管轄 権 の 受諾 が 要求 され る 州 。 


検察 官 は 、 管 轄 権 ま た は 許容 性 の 問題 に 関し て 裁判 所 に 判決 を 求め る こと が で きま 
す 。 管轄 権 ま た は 許容 性 に 関す る 手続 に お いて 、 第 13 条 に 基づい て 状況 を 照会 し た 
者 、 お よび 被害 者 は 、 裁 判 所 に 所 見 を 提出 する こと も で きま す 。 


事件 の 許容 性 また は 裁判 所 の 管轄 権 は 、 第 2 項 で 言及 され て いる 人 物 ま た は 国 に よっ て 
一 度 だ け 異 議 を 申し 立て る こと が で きま す 。 異議 申し 立て は 、 審 理 の 開始 前 また は 開 
始 時 に 行わ れる も の と し ます 。 例 外 的 な 状況 で は 、 裁 判 所 は 、 異 議 申 し 立て を 2 回 以 
上 、 ま た は 審理 の 開始 より も 後 で 行う た め の 許可 を 与え る 場合 が あり ます 。 裁判 の 開 
始 時 、 ま た は その 後 の 裁判 所 の 許可 を 得 た 場合 の 、 事 件 の 許容 性 に 対す る 異議 申し 立 
て は 、 第 17 条 第 1 項 (cC) に の み 基づく こと が で きま す 。 


パラ グラ フ 2 (b) お よび (c) で 言及 され て いる 国 は 、 で きる だ け 早 い 機 会 に 異議 を 申し 立て る も 
の と する 。 


告訴 の 確認 の 前 に 、 事 件 の 許容 性 へ の 異議 申し 立て また は 裁判 所 の 管轄 権 へ の 異議 
し 立て は 、 審 理 前 会 議 所 に 付託 され る も の と し ます 。 料 金 の 確認 後 、 彼 ら は 裁判 室 に 
照会 され る も の と し ます 。 管轄 権 ま た は 許容 性 に 関す る 決定 は 、 第 82 条 に 従っ て 上 訴 
室 に 上 訴 す る こと が で きま す 。 


パラ グラ フ 2 (b) また は (c) で 言及 され て いる 国 に よっ て 異議 申し 立て が 行わ れ た 
喝 合 、 検 察 記 は 、 裁 判 所 が 第 17 条 に 従っ て 決定 を 下す まで 調査 を 一 時 停止 する も の と 
し ます 。 
裁判 所 に よる 判決 が 出る まで 、 検 察 官 は 裁判 所 に 権限 を 求め る こと が で きま す 。 
(a) 第 18 条 で 言及 され て いる 種類 の 必要 な 調査 手順 を 追求 する こと 。 
パラ グラ フ 6: 
(b) 証人 か ら 声 明 ま た は 証言 を と る か 、 ま た は 異議 申し 立て を 行う 前 に 開始 され 
た 証拠 の 収集 と 調査 を 完了 する こと 。 と 


(c) 関連 国 と 協力 し て 、 検 察 官 が 第 58 条 に 基づい て 逮捕 状 を 既に 要求 し て いる 者 
の 棄権 を 防ぐ た め 。 


異議 申し 立て を 行う こと は 、 異 議 申 し 立て を 行う 前 に 検察 官 が 行っ た 行為 、 ま た は 裁 
判 所 が 発行 し た 命令 また は 令状 の 有効 性 に 影響 を 与え な いも の と し ます 。 
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PON 裁判 所 が 第 17 条 に 基づい て 事件 を 許容 で き な い と 決定 し た 場合 、 検 察 官 は 、 事 件 が 以 
前 に 発見 され た 根拠 を 否定 する 新た な 事実 が 生じ た こと に 完全 に 満足 し た と き に 、 決 
定 の 再 検討 の 要求 を 提出 する こと が で きま す 。 第 17 条 で は 許容 され ませ ん 。 


RT 検 詩 官 が 第 17 条 で 言及 され て いる 事項 を 考慮 し て 調査 を 延期 する 場合 、 検 察 官 は 、 関 
連 す る 国 が 検察 官 に 訴訟 に 関す る 情報 を 提供 する よう 要求 する こと が で きま す 。 そ の 
情報 は 、 関 係 国 の 要請 に 応じ て 、 機 密 情 報 と し ます 。 その後 、 検 察 官 が 調査 を 続行 す 
る こと を 決定 し た 場合 、 検 圭 官 は 、 手 続き の 延期 が 行わ れ た 国 に 通知 する も の と し ま 
す 。 


第 20 条 s 

一 募 健 末 

1.1。 この 法令 に 規定 され て いる 場合 を 除き 、 裁 判 所 に よっ て 有罪 判決 また は 無罪 判決 を 受 
けた 犯罪 の 根拠 と な っ た 行為 に 関し て 、 裁 判 所 で 裁判 を 受け る こと は で きま せん 。 











2.2。 第 5 条 で 言及 され て いる 犯罪 に つい て 、 そ の 人 が すでに 裁判 所 に よっ て 有罪 判決 また は 無罪 判決 を 受け て 
いる 場合 、 他 の 裁判 所 に よっ て 裁判 を 受け る こと は で きま せん 。 

3.3。 他 の 裁判 所 に よっ て 行為 の た め に 裁判 に か けら れ た 人 は 、 第 6 条 、 第 7 条 、 第 8 条 、 ま た は 第 8 条 に 

基づい て 禁止 され て いま せん 。 ど ス ズ 他 の 裁判 所 で の 手続 き が な い 限り 、 同 じ 行 為 に 関し て 裁判 所 

が 裁判 を 行う も の と し ます 。 

(a) 関係 者 を 犯罪 者 か ら 保護 する こと を 目的 と し た も の 
裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 対す る 責任 。 ま た 

(b) それ 以外 の 場合 は 、 国 際 法 で 認め られ た 適正 手続 き の 規範 に 従っ て 独立 し て 
また は 公平 に 行わ れず 、 状 況 に よっ て は 、 関 係 者 を 裁判 に か ける 意図 と 矛盾 





する 方 法 で 行わ れ た 。 
第 21 条 
適用 法 
1 。 閉所 は 以下 を 適用 する も の と し ます 。 


(a) そもそも 、 こ の 法令 、 犯 罪 の 要素 、 お よび その 手続 き と 証拠 の 規則 。 


(b) 第 二 に 、 適 切な 場合 、 武 力 紛 争 の 国際 法 の 確立 され た 原則 を 含む 、 適 用 可能 
な 条約 お よび 国際 法 の 原則 と 規則 。 











8 2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 修正 され た (第 8 条 へ の 参照 を 挿入 ) ど ズ ) 。2010 年 11 月 29 日 の 寄託 通知 
CN651.2010.TREATIES-8 を 参照 し て くだ さい 。 改 正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : // 
treaties.un.org/Pages/ViewDetails.aspx ? src= TREATY & mtdsg_no = で 入手 で きま す 。 XVIlI-10-b &chapter= 18 &clang= 
_en。 
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2.2。 
3.3。 


(c) それ が で き な い 場合 、 裁 判 所 が 世界 の 法制 度 の 国内 法 か ら 導 き 出し た 一 般 的 
な 法理 。 こ れ に は 、 通 常 、 犯 罪 の 管轄 権 を 行使 する 国 の 国内 法 が 含ま れ ま 
す 。 た だ し 、 こ れ ら の 法理 が この 法令 と 矛盾 し な いこ と を 条件 と し ます 。 
際 法 と 国際 的 に 認め られ た 規範 と 基準 を 備え て いま す 。 


裁判 所 は 、 以 前 の 判決 で 解釈 され た 原則 と 法 の 支配 を 適用 する こと が で きま す 。 

この 条項 に 基づく 法律 の 適用 と 解釈 は 、 国 際 的 に 認め られ た 人 権 と 一 致し て いる 必要 
が あり 、 第 7 条 第 3 項 で 定義 され て いる 性 別 、 年 齢 、 人 種 、 肌 の 色 、 言語 、 宗教 、 また 
は 信念 、 政 治 的 また は その 他 の 意見 、 国 、 民 族 ま た は 社会 的 出身 、 富 、 出 生ま た は そ 
の 他 の 地位 。 
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パー ト 3。 
刑法 の 一 般 原則 


第 22 条 
大 多 洋 二胡 の 大 光 流 定 地 棒 


1.1。 問題 の 行為 が 、 そ れ が 行わ れ た 時 点 で 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 を 構成 し な い 限 り 、 人 は 
この 法令 の 下 で 刑事 責任 を 負わ な いも の と し ます 。 


2.2。 犯罪 の 定義 は 厳密 に 解 収 され る べき で あり 、 類推 に よっ て 拡張 され て は な ら な い 。 あ 
いま いな 場合 、 定 義 は 、 調 査 、 起 訴 、 ま た は 有罪 判決 を 受け た 人 物 に 有利 に 解釈 され 
る も の と し ます 。 


3.3。 この 条項 は 、 こ の 法令 に 関係 な く 、 国 際 法 に 基づく 犯罪 者 と し て の 行為 の 特徴 づけ に 
影響 を 与え な いも の と し ます 。 


第 23 条 
輩 多 基 定 子 奏 


裁判 所 に よっ て 有罪 判決 を 受け た 者 は 、 こ の 法令 に 従っ て の み 罰 せら れる こと が あり ます 。 


第 24 条 
非 遡 及 性 レシ ナメ ペル ン ナ 


1.1。 法令 の 発効 前 の 行為 に つい て 、 本 法令 に 基づく 刑事 責任 を 負わ な いも の と し ます 。 


2.2。 最終 判決 の 前 に 特定 の 事件 に 適用 され る 法律 が 変更 され た 場合 、 調 査 、 起 訴 、 ま た は 
有罪 判決 を 受け た 人 に と っ て より 有利 な 法律 が 適用 され る も の と し ます 。 


第 25 条 。 
個人 の 刑事 責任 


1.1。 裁判 所 は 、 こ の 法令 に 従っ て 自然 人 を 管轄 する も の と し ます 。 


2.2。 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 犯し た 者 は 、 こ の 法令 に 従っ て 、 個 人 的 に 責任 を 負い 、 処 久 
の 責任 を 負う も の と し ます 。 

3.3。 この 法令 に 従い 、 人 は 、 そ の 人 が 次 の 場合 、 裁 判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 対す る 刑事 責任 
を 負い 、 罰 せら れる も の と し ます 。 


(a) 個人 と し て 、 他 の 人 と 共同 で 、 ま た は 
他 の 人 が 刑事 責任 を 負う か どう か に 関係 な く 、 他 の 人 を 介し て : 


(b) 実際 に 発生 また は 未遂 され た その よう な 犯罪 の 実行 を 命令 、 勧誘 、 ま た は 誘 
発する 。 








9 2010 年 6 月 11 日 の 決議 RC / Res.6 に よっ て 修正 され た (パラ グラ フ 3 を 追加 ) ど ス ズ ) 。 預 託 通 知 CN651.2010 を 参照 し て くだ さ 
い 。 条約 -2010 年 11 月 29 日 の 8。 改 正 の 状況 を 詳 述 する 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : //treaties.un.org/ 
Pages/ViewDetails.aspx ? src= TREATY&mtdsg_no= XVII-10-b &chapter= 18 &clang で 入手 で きま す 。 =_en。 
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(c) その よう な 犯罪 の 実行 を 容易 に する 目的 で 、 そ の 実行 の た め の 手段 を 提供 す 
る こと を 含め 、 そ の 実行 また は その 試み られ た 実行 を 支援 、 支 援 、 ま た は そ 
の 他 の 方 法 で 支援 する 。 


(d) 、 他 の 方 法 で は 、 共 通 の 目的 で 行動 する 人 々 の グル ー プ に よる その よう な 犯罪 
の 委託 また は 未遂 に 貢献 し ます 。 この よう な 貢献 は 意図 的 な も の で あり 、 次 
の いずれ か を 行う も の と し ます 。 


(私 ) グル ー プ の 犯罪 活動 また は 犯罪 目的 を 促進 する 目的 で 作成 され ます 。 
その よう な 活動 また は 目的 に は 、 裁 判 所 の 管轄 内 で の 犯罪 の 委託 が 含 
まれ ます 。 ま た 


(ii) 犯罪 を 犯す と いう グル ー プ の 意図 を 知っ て 作ら れる 。 


(e) ジェ ノ サ イド の 犯罪 に 関し て は 、 直 接 か つ 公 に 他 の 人 に ジェ ノ サ イド を 行う よう に 
扇動 し ます 。 


(f) 実質 的 な 措置 を 講じ て 実行 を 開始 する 行為 を 行う こと に より 、 そ の よう な 犯 
罪 を 犯 そ うと し ます が 、 本 人 の 意図 と は 無関係 の 事情 に より 犯罪 は 発生 し ま 
せん 。 た だ し 、 犯 罪 を 犯す 努力 を 放棄 する か 、 さ も な けれ ば 犯罪 の 完了 を 妨 
げ る 者 は 、 そ の 者 が 完全 か つ 自 発 的 に 犯罪 目的 を 放棄 し た 場合 、 そ の 犯罪 を 
犯 そ うと し た こと に 対す る この 法令 に 基づく 罰 の 責任 を 負わ な いも の と す 
る 。 


3 ど ぇ 。 侵略 犯罪 に 関し て 、 本 条 の 規定 は 、 国 家 の 政治 的 また は 軍事 的 行動 を 効果 的 に 管理 ま 


た は 指揮 する 立場 に ある 者 に の み 適 用 され る も の と し ます 。 


4.4。 個人 の 刑事 責任 に 関す る この 法令 の 規定 は 、 国 際 法 の 下 で の 国家 の 責任 に 影響 を 与え 


第 26 条 


な いも の と し ます 。 


18 歳 未満 の 人 に 対す る 管轄 権 の 除外 
裁判 所 は 、 犯 罪 の 申し 立て の 時 点 で 18 歳 未満 で あっ た 人 物 を 管轄 し な いも の と し ます 。 


第 27 条 


公 的 能力 の 無 意 味 


1.1。 


2.2。 


この 法令 は 、 公 的 な 能力 に 基づく 区 別 な し に 、 す べ て の 人 に 平等 に 適用 され る も の と 
し ます 。 特 に 、 国 家 元 首 ま た は 政府 、 政 府 ま た は 議会 の 議員 、 選 出さ れ た 代表 者 また 
は 政府 職員 と し て の 公 的 能力 は 、 い か な る 場合 に お いて も 、 本 法 に 基づく 刑事 責任 か 
ら 人 を 免除 する も の で は な く 、 そ れ 自 体 も それ 自体 で は な い 。 、 文 の 削減 の 根拠 を 構 
成 し ま す 。 


国内 法 ま た は 国際 法 に か か わら ず 、 人 の 公 的 能力 に 付随 する 可能 性 の ある 免責 また は 
特別 な 手続 き 規則 は 、 裁 判 所 が その よう な 人 に 対す る 管轄 権 を 行使 する こと を 禁じ て 
は な り ま せん 。 
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第 28 条 
司令 官 お よび 他 の 上 司 の 責任 
裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 対す る この 法律 の 下 で の 刑事 責任 の 他 の 理由 に 加え て : 


1.1。 軍事 司令 官 ま た は 軍事 司令 官 と し て 効果 的 に 行動 する 者 は 、 そ の 効果 的 な 指揮 統制 下 
の 軍隊 、 ま た は 場合 に よっ て は 効果 的 な 権限 と 統制 の 下 で 行わ れ た 裁判 所 の 管轄 内 の 
犯罪 に 対し て 刑事 責任 を 負う も の と し ます 。 そ の よう な 力 を 適切 に 制御 する 彼 ま た は 
彼女 の 失敗 、 こ こ で : 


(a) その 軍事 司令 官 また は 人 は 、 軍 が その よう な 犯罪 を 犯し て いる 、 ま た は 犯 そ うと 
し て いる こと を 知っ て いた か 、 ま た は その 時 の 状況 の た め に 知っ て いた は ず 
で あっ た 。 と 


(b) その 軍 の 司令 官 ま た は 人 は 、 彼 ら の 任務 を 防止 また は 抑圧 する た め 、 ま た は 
調査 と 起訴 の た め に 管轄 当局 に 問題 を 提出 する た め に 、 彼 また は 彼女 の 力 の 
範囲 内 で すべ て の 必要 か つ 合 理 的 な 措置 を 講じ る こと が で き な か っ た 。 


2.2。 パラ グラ フ (a) に 記載 され て いな い 上 司 お よび 部 下 の 関 係 に 関し て 、 上 司 は 、 そ の 有 
効 な 権限 お よび 管理 の 下 で 部 下 が 犯 し た 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 対し て 、 彼 また は 彼 
女 の 失 敗 の 結果 と し て 刑事 責任 を 負う も の と し ます 。 そ の よう な 部下 を 適切 に 管理 し 
ます 。 こ こ で 、 


(a) 上 司 は 、 部 下 が そ の よう な 犯罪 を 犯し て いる 、 ま た は 犯 そ うと し て いる こと を 明 
確 に 示す 情報 を 知っ て いる か 、 ま た は 意識 的 に 無視 し まし た 。 


(b) 犯罪 は 、 上 司 の 効果 的 な 責任 と 管理 の 範囲 内 に ある 活動 に 関係 し て いま し 
7 と 


(c) 上 司 は 、 彼 ら の 任務 を 防止 また は 抑圧 する た め 、 ま た は 調査 と 起訴 の た め に 
管轄 当局 に 問題 を 提出 する た め に 、 彼 また は 彼女 の 力 の 範囲 で すべ て の 必 
要 か つ 合理 的 な 措置 を 講じ る こと が で きま せん で し た 。 


第 29 条 
時 効 の 非 適用 性 
裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 は 、 時 効 の 対象 と は な り ま せん 。 


第 30 条 
精神 的 要素 


1.1。 別段 の 定め が な い 限 り 、 人 は 、 重 要 な 要素 が 意図 と 知識 を も っ て 行わ れ た 場合 に の 
み 、 裁 判 所 の 管轄 内 で の 犯罪 に 対す る 刑事 責任 と 責任 を 負う も の と し ます 。 


2.2。 この 記事 の 目的 の た め に 、 人 は 次 の よう な 意図 を 持っ て いま す 。 
(3) 行為 に 関連 し て 、 そ の 人 は 行為 に 従事 する こと を 意味 し ます 。 


(b) 結果 に 関連 し て 、 そ の 人 は その 結果 を 引き 起こ すこ と を 意味 し ます また は 
通常 の イベ ント の 過程 で 発生 する こと を 認識 し て いま す 。 
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3.3。 この 記事 の 目的 に お いて 、「 知 識 」 と は 、 状 況 が 存在 する こと 、 ま た は 通常 の イベ ント の 
過程 で 結果 が 発生 する こと を 認識 する こと を 意味 し ます 。「 知 っ て いる 」 お よび 「 故 意 
に 」 ほ は それ に 応じ て 解釈 され る も の と する 。 


第 31 条 


刑事 責任 を 排除 する 理由 


1.1。 この 法令 に 規定 され て いる 刑事 責任 を 除外 する 他 の 理由 に 加え て 、 そ の 人 の 行為 の 時 
点 で 次 の 場合 、 そ の 人 は 刑事 責任 を 負わ な いも の と し ます 。 


(a) その 人 は 、 彼 また は 彼女 の 行為 の 違法 性 また は 性 質 を 評価 する その 人 の 能 
力 、 ま た は 法律 の 要件 に 準拠 する た め に 彼 また は 彼女 の 行為 を 制御 する 能力 
を 破壊 する 精神 疾患 また は 欠陥 に 苦し ん で いま す 。 


(b) その 人 は 、 そ の 人 が その よう な 行為 の 下 で 自発 的 に 酔わ され て いな い 限 り 、 
彼 ま た は 彼女 の 行為 の 違法 性 また は 性 質 を 評価 する その 人 の 能力 、 ま た は 法 
律 の 要件 に 準拠 する よう に 彼 ま た は 彼女 の 行為 を 制御 する 能力 を 破壊 する 中 
毒 状態 に あり ます 中 毒 の 結果 と し て 、 裁 判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 構成 する 行為 
に 従事 する 可能 性 が 高い こと を その 人 が 知っ て いる 、 ま た は リス ク を 無視 し 
た 状況 。 


(c) その 人 は 、 自 分 自身 また は 他 の 人 を 守る た め に 合理 的 に 行動 し ます 。 戦 争 犯 
罪 の 場合 は 、 そ の 人 また は 他 の 人 の 生存 に 不可 欠 な 財産 、 ま た は 軍事 任務 を 
遂行 する た め に 不可 欠 な 財産 を 、 差 し 迫っ た 違法 な も の か ら 守 り ま す 。 保護 
され て いる 人 また は 他 の 人 また は 財産 に 対す る 危険 の 程度 に 比例 し た 方 法 で 
の 力 の 使用 。 そ の 人 が 軍隊 に よっ て 行わ れる 防御 的 作戦 に 関与 し た と いう 事 
実は 、 そ れ 自 体 が この サブ パラ グラ フ に 基づく 刑事 責任 を 排除 する 根拠 を 構 
成す る も の で は な い 。 


(d) 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 構成 する と され る 行為 は 、 そ の 人 また は 他 の 人 に 対 
する 差し 迫っ た 死 ま た は 継続 的 また は 差し 迫っ た 重大 な 身体 的 危害 の 脅威 か 
ら 生 じ る 強迫 に よっ て 引き 起こ され 、 そ の 人 は 必然 的 か つ 合 理 的 に 行動 し ま 
すそ の 人 が 避け よう と し て いる も の より も 大 き な 害 を 引き 起こ すこ と を 意図 
し て いな いと いう 条件 で 、 こ の 脅威 を 避け て くだ さい 。 こ の よう な 人 克 威 は 次 
の いずれ か で す 。 


(i) 他 の 人 に よっ て 作成 され た , また 
(i) その 人 の 制御 が 及ば な い 他 の 状況 に よっ て 構成 され て いる 。 


2.2。 裁判 所 は 、 こ の 法令 に 規定 され て いる 刑事 責任 を 除外 する 理由 の 適用 可能 性 を 、 そ れ 
以前 の 事件 に 決定 する も の と し ます 。 


3.3。 裁判 所 は 、 裁 判 に お いて 、 第 21 条 に 定め る 適用 法 に 由来 する 、 第 1 項 に 記載 の 理由 以 
外 の 刑事 責任 を 除外 する 理由 を 検討 する こと が で きる 。 そ の よう な 理由 の 検討 に 関す 
る 手続 き は 、 提 供 さ れ な けれ ば な ら な い 。 手続 き と 証拠 の 規則 で 。 
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第 32 条 
事実 の 間違い また は 法 の 間違い 


1.1。 


2.2。 


事実 の 誤り は 、 そ れ が 犯罪 に 必要 な 精神 的 要素 を 否定 する 場合 に の み 、 刑 事 責任 を 排 
除 する 根拠 と な か る も の と し ます 。 


特定 の 種類 の 行為 が 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 で ある か どう か に 関す る 法律 の 誤り は 、 刑 
事 責任 を 排除 する 理由 に は な り ま せん 。 た だ し 、 法 の 誤り は 、 そ の よう な 犯罪 に 必要 
な 精神 的 要素 を 否定 する 場合 、 ま た は 第 33 条 に 規定 され て いる 場合 、 刑 事 責任 を 排除 
する 根拠 と な る 可能 性 が あり ます 。 


第 33 条 
優れ た 命令 と 法 の 処方 


1.1。 


2.2。 
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裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 が 、 軍 また は 民間 人 を 問わ ず 、 政 府 また は 上 司 の 命令 に 従っ て 
人 に よっ て 犯さ れ た と いう 事実 は 、 以 下 の 場 合 を 除い て 、 そ の 人 の 刑事 責任 を 免除 す 
る も の で は あり ませ ん 。 


(a) その 人 が 政府 の 命令 に 従う 法 的 義務 を 負っ て いた また は 
問題 の 上 司 。 


(b) その 人 は その 命令 が 違法 で ある こと を 知り ませ ん で し た 。 と 
(Cc) 命令 は 明らか に 違法 で は あり ませ ん で し た 。 


この 記事 の 目的 上 、 ジ ェ ノ サイ ド ま た は 人 道 に 対す る 罪 を 犯す 命令 は 明らか に 違法 で 
す 。 
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パー ト 4。 


裁判 所 の 構成 と 管理 


第 34 条 


裁判 所 の 臓器 


裁判 所 は 、 以 下 の 機 関 で 構成 され る も の と し ます 。 
a) 大 統領 職 : 
b) 控訴 部 門 、 試 行 部 門 、 お よび 試行 前 部 門 。 


( 
( 
(c) 検 圭 店 : 
( 


d) レジ スト リ 。 


第 35 条 


裁判 官 の サー ビス 
1.1。 すべ て の 裁判 官 は 、 裁 判 所 の 常勤 の メン バー と し て 選出 され 、 任 期 の 開始 か ら それ に 
基づい て 務め る こと が で きる も の と し ます 。 


2.2。 会 長 職 を 構成 する 裁判 官 は 、 選 出さ れ 次 第 、 常 勤 で 務め る も の と する 。 


3.3。 大 統領 は 、 裁 判 所 の 仕事 量 に 基づい て 、 ま た その メン バー と 協議 し て 、 残 り の 裁判 官 
が フル タイ ム で 奉仕 する こと を どの 程度 要求 され る か を 随時 決定 する こと が で きま 
す 。 そ の よう な 取り 決め は 、 第 40 条 の 規定 を 害する こと な く 行 われ る も の と する 。 


4.4。 常勤 で 勤務 する 必要 の な い 裁 判官 の 財政 的 取り 決め は 、 第 49 条 に 従っ て 行わ れる も の 


と する 。 


第 36 条 


裁判 官 の 資格 、 指 名 お よび 選挙 
1.1。 第 2 項 の 規定 に 従い 、 裁 判 所 の 裁判 官 は 18 名 と する 。 
2.2。 (3) 大 統領 は 、 裁 判 所 に 代わ っ て 行動 し 、 第 1 項 で 指定 され た 裁判 官 の 数 の 増加 を 提 


(b) 


(c) 


案 す る こと が で き 、 こ れ が 必要 か つ 適切 で ある と 考え られ る 理由 を 示し ま 
す 。 レ ジス トラ は 、 そ の よう な 提案 を すべ て の 締約 国 に 迅速 に 回 覧 する も の 
と し ます 。 


その 後 、 そ の よう な 提案 は 、 第 112 条 に 従っ て 召集 され る 締約 国会 議 で 検討 さ 
れる も の と する 。 こ の 提案 は 、 国 会 の 議員 の 3 分 の 2 の 投票 に より 会 議 で 承認 
され た 場合 、 採 択 さ れ た も の と みな され る 。 締約 国 は 、 締 約 国 会 議 に よっ て 
決定 され た 時 点 で 発効 する も の と し ます 。 


(私 ) 裁判 官 の 数 を 増やす 提案 が サブ パラ グラ フ (b) に 基づい て 採択 され 
た 後 、 追 加 の 裁判 官 の 選挙 は 、 パ ラグ ラフ 3 か ら 8 お よび 第 37 条 に 従っ 
て 、 次 の 締約 国会 議 で 行わ れる も の と する 。 、 段 落 2: 
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3.3。 (a) 


(b) 


(c) 


4.4。 (a) 


(b) 


(c) 


(ii) 裁判 官 の 数 を 増やす 提案 が 採 択 され 、 サ ブ パ ラグ ラフ (b) お よび 
(c) (⑪) に 基づい て 発効 し た 後 は 、 裁 判 所 の 仕事 量 が 正当 化す る 場 
合 、 そ の 後 い つ で も 大 統領 に 公開 され る も の と し ます 。 裁判 官 の 数 を 
第 1 項 に 規定 され た 数 より 少な くし な いこ と を 条件 と し て 、 裁 判官 の 
数 の 削減 を 提案 する こと 。 提 案 は 、 サ ブ パ ラグ ラフ (a) お よび (D) 
に 定め られ た 手順 に 従っ て 取り 扱わ れる も の と する 。 ) 。 提 案 が 採択 
され た 場合 、 裁 判官 の 任期 が 満了 する に つれ 、 必 要 な 数 に 達する ま 
で 、 裁 判官 の 数 を 徐々 に 減ら す も の と する 。 





裁判 官 は 、 最 高 の 司法 府 に 任命 する た め に それ ぞ れ の 州 で 必要 と され る 資格 
を 有する 、 高 い 道徳 的 性 格 、 公 平 性 お よび 誠実 さ の ある 人 の 中 か ら 選 ば れる 
も の と する 。 


裁判 所 へ の 選挙 の すべ て の 候補 者 は 、 次 の こと を 行う も の と し ます 。 


(私 ) 刑事 訴訟 に お いて 、 刑 法 お よび 手続 き に お ける 能力 、 お よび 裁判 官 、 
検 圭 官 、 弁 護 人 、 ま た は その 他 の 同様 の 立場 に ある か どう か に か か わ 
ら ず 、 必 要 な 関連 経験 を 確立 し て いる 。 ま た 


(ii) 国際 人 道 法 や 人 権 法 な どの 国際 法 の 関連 分 野 で の 能力 を 確立 し 、 裁判 
所 の 司法 業務 に 関連 する 専門 的 な 法 的 能力 の 豊富 な 経験 を 持っ て い 
る 。 


裁判 所 に 選出 され る すべ て の 候補 者 は 、 裁 判 所 の 作業 言語 の 少な く と も 1 つ に 
つい て 優れ た 知識 を 持ち 、 流 堤 で ある 必要 が あり ます 。 


裁判 所 へ の 選挙 の 候補 者 の 指名 は 、 こ の 法令 の 締約 国 に よっ て 行う こと が で 
き 、 次 の いずれ か を 行う も の と し ます 。 


(私 ) 問題 の 州 で 最高 の 司法 府 に 任命 され る 候補 者 の 指名 の 手続 き に よっ 
で ふま た 


(ii) 国際 司法 裁判 所 の 制定 法 に お ける 国際 司法 裁判 所 の 候補 者 の 指名 の た 
め に 提供 され た 手続 き に よる 。 


推薦 に は 、 候 補 者 が 第 3 項 の 要件 を どの よう に 満た すか を 指定 する 必要 な 詳細 
の 声明 を 添付 する も の と し ます 。 


各 締約 国 は 、 必 ず し も その 締約 国 の 国民 で ある 必要 は な い が 、 い か な る 場合 
で も 締約 国 の 国民 で ある 必要 が ある 任意 の 選挙 の た め に 1 人 の 候補 者 を 提出 す 
る こと が で きま す 。 


締約 国会 議 は 、 必 要 に 応じ て 、 指 名 に 関す る 諸 間 委員 会 を 設立 する こと を 決 
定 す る こと が で きま す 。 その 場合 、 委 員 会 の 構成 と 任務 は 、 締 約 国会 議 に 
よっ て 確立 され る も の と し ます 。 


5.5。 選挙 の 目的 の た め に 、 候 補 者 の 2 つの リス ト が な けれ ば な り ま せん : 
パラ グラ フ 3 (b) (i) で 指定 され た 資格 を 持つ 候補 者 の 名 前 を 含む リス ト A。 と 








リス ト B に は 、 で 指定 され た 資格 を 持つ 候補 者 の 名 前 が 含ま れ て いま す 
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6.6。 


7。 


8.8。 


9.9。 


10.10。 


パラ グラ フ 3 (b) (ij) 。 

両方 の リス ト に 十分 な 資格 を 持つ 候補 者 は 、 ど ちら の リス ト に 表示 する か を 選択 で き 
ます 。 裁 判 所 へ の 最初 の 選挙 で は 、 少 な く と も 9 人 の 裁判 官 が リス ト A か ら 選 出さ れ 、 
少な く と も 5 人 の 裁判 官 が リス ト B か ら 選 出さ れ ま す 。 そ の 後 の 選 挙 は 、2 つ の リス ト 
で 資格 の ある 裁判 官 の 裁判 所 で 同等 の 割合 を 維持 する よう に 編成 され ます 。 








(a) 裁判 官 は 、 第 112 条 に 基づい て その 目的 の た め に 召集 され た 締約 国会 議 で 秘密 投 


(b) 


票 に より 選出 され る も の と する 。 第 7 項 に 従い 、 裁 判 所 に 選出 され る 者 は 、 最 
高 数 の 投票 と 締約 国 の 3 分 の 2 の 過半 数 が 出席 し 、 投 票 し て いま す 。 


最初 の 投票 で 十分 な 数 の 裁判 官 が 選出 され な か っ た 場合 、 残 り の 場所 が 埋 ま 
る まで 、 (3) 項 に 定め られ た 手順 に 従っ て 次 の 投票 が 行わ れる も の と する 。 


2 人 の 裁判 官 が 同じ 州 の 国民 で あっ て は な り ま せん 。 裁判所 の メン バー シッ プ の 目的 
で 、 複 数 の 州 の 国民 と 見 な され る 可能 性 の ある 人 は 、 そ の 人 が 通常 市 民 的 お よび 政治 
的 権利 を 行使 する 州 の 国民 と 見 な され る も の と し ます 。 


(a) 締約 国 は 、 裁 判官 の 選任 に お いて 、 裁 判 所 の メン バー シッ プ 内 で 、 以 下 の 必 要 性 


(b) 


(8) 


(b) 


(c) 


を 考慮 に 入れ る も の と し ます 。 

(i) 世界 の 主要 な 法制 度 の 代表 。 

(ii) 公平 な 地理 的 表現 。 と 

(ii) 女性 と 男性 の 裁判 官 の 公正 な 代表 。 

締約 国 は また 、 女 性 また は 子供 に 対す る 暴力 を 含む が これ ら に 限定 され な い 特 定 の 


問題 に 関す る 法 的 な 専門 知識 を 有する 裁判 官 を 含め る 必要 性 を 考慮 に 入れ る も の と 
する 。 


サブ パラ グラ フ (b) に 従い 、 裁 判官 は 9 年 間 の 任期 を 務め る も の と し 、 サ ブ 
パラ グラ フ (c) お よび 第 37 条 第 2 項 に 従い 、 再 選 の 資格 を 持た な いも の と す 
る 。 

最初 の 選挙 で は 、 選 出さ れ た 裁判 官 の 3 分 の 1 が 、3 年 間 の 任期 で 奉仕 する た め に 抽 


選 で 選ば れる も の と し ます 。 選 出さ れ た 裁判 官 の 3 分 の 1 は 、6 年 間 の 任期 で 奉仕 す 
る た め に 抽選 で 選ば れる も の と する 。 残り は 9 年 間 の 任期 を 務め る も の と し ます 。 











サブ パラ グラ フ (b) に 基づい て 3 年 間 の 任期 で 選出 され た 裁判 官 は 、 全 任期 
の 再選 の 資格 を 有する も の と する 。 





パラ グラ フ 9 に か か わら ず 、 第 39 条 に 従っ て 対 宮 また は 上 訴 の 商工 会 議 所 に 割り 当て 
られ た 裁判 記 は 、 そ の 商工 会 議 所 の 前 に 審理 が すでに 開始 され て いる すべ て の 裁判 ま 
た は 上 訴 を 完了 する た め に 在職 し 続け る も の と し ます 。 
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第 37 条 

司法 の 欠員 

1.1。 欠員 が 生じ た 場合 は 、 第 36 条 に 従っ て 、 欠 員 を 補充 する た め の 選 挙 が 行 われ る も の と 
する 。 


2.2。 空席 を 埋め る た め に 選出 され た 裁判 官 は 、 前 任 者 の 任期 の 残り の 任期 を 務め る も の と 
し 、 そ の 期間 が 3 年 以下 の 場合 は 、 第 36 条 に 基づい て 全 任 期 の 再選 の 資格 を 有する も 
の と する 。 





第 38 条 
大 統領 職 


1.1。 会長 お よび 第 1 お よび 第 2 副 会 長 は 、 裁 判官 の 絶対 過半 数 に よっ て 選出 され る も の と す 
る 。 彼 ら は それ ぞ れ 、3 年 間 、 ま た は 裁判 官 と し て の それ ぞ れ の 任期 が 終了 する まで の 
いずれ か 早い 方 の 任期 を 務め る も の と する 。 彼ら は 一 度 再選 の 資格 が あり ます 。 





2.2。 会 長 が 不在 また は 失格 と な っ た 場合 、 初 代 副 会 長 が 会 長 の 代わ り に 行動 する も の と す 
る 。 会長 と 第 一 副 会 長 の 両方 が 不在 また は 失格 と な っ た 場合 、 第 二 副 会 長 が 会 長 の 代 
わり に 行動 する も の と する 。 


3.3。 会 長 は 、 第 1 副 会 長 お よび 第 2 副 会 長 と と も に 、 次 の 責任 を 負う 会 長 会 を 構成 する も の 
と し ます 。 


(3) 検 宗 庁 を 除い て 、 裁 判 所 の 適切 な 管理 。 と 


(b) この 法令 に 従っ て それ に 与え られ た 他 の 機能 。 


4.4。 パラ グラ フ 3 (a) に 基づく 責任 を 果たす に あたり 、 大 統領 は 、 相 互 に 懸念 する すべ て 
の 事項 に つい て 検察 官 と 調整 し 、 検 察 官 の 同意 を 求め る も の と する 。 


第 39 条 
チャ ン バ パー 


1.1。 裁判 官 の 選挙 後 で きる だ け 早 く 、 裁 判 所 は 、 第 34 条 (b) 項 で 指定 され た 部 門 に 組織 
化す る も の と し ます 。 控 訴 部 は 、 大 統領 と 他 の 4 人 の 裁判 官 、6 人 以上 の 裁判 官 の 試行 
部 、 お よび 6 人 以上 の 裁判 官 の 試行 前 部 で 構成 され る も の と する 。 裁 判官 の 部 門 へ の 割 
り 当 て は 、 各 部 門 が 刑事 の 専門 知識 の 適切 な 組み 合わ せ を 含む よう に 、 各 部 門 に よっ 
て 実行 され る 機能 の 性 質 、 お よび 裁判 所 に 選出 され た 裁判 官 の 資格 と 経験 に 基づく も 
の と し ます 。 法 と 手続 き お よび 国際 法 。 裁 判 お よび 裁判 前 の 部 門 は 、 主 に 、 刑 事 裁判 
の 経験 を 持つ 裁判 官 で 構成 され る も の と し ます 。 





2.2。 (a) 裁判 所 の 司法 機能 は 、 商 工 会 議 所 に よっ て 各部 門 で 実行 され る も の と し ます 。 


(b) (私 ) 上 訴 室 は 、 上 訴 部 の すべ て の 裁判 官 で 構成 され る も の と し ます 。 


(ii) 試行 室 の 機能 は 、 試 行 部 門 の 3 人 の 裁判 官 に よっ て 実行 され る も の と 
し ます 。 
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⑯ 公判 前 会 議 室 の 機能 は 、 こ の 法令 お よび 手続 お よび 証拠 の 規則 に 従っ 
て 、 公 判 前 部 門 の 3 人 の 裁判 記 ま た は その 部 門 の 1 人 の 裁判 官 の いずれ 
か に よっ て 実行 され る も の と し ます 。 


(c) この 段落 の いか な る 規定 も 、 裁 判 所 の 作業 負荷 の 効率 的 な 管理 が 必要 と する 
場合 に 、 複 数 の 審理 室 ま た は 審理 前 室 の 同時 構成 を 排除 する も の で は あり ま 
せん 。 





3.3。 (3) 試行 お よび 事前 試行 部 門 に 割り 当て られ た 裁判 官 は 、3 年 間 、 そ の 後 、 当 該 暫 
門 で 審理 が すでに 開始 され て いる 事件 が 完了 する まで 、 こ れ ら の 部 門 に 勤務 
する も の と し ます 。 

(b) 上 訴 部 に 配属 され た 裁判 官 は 、 そ の 任期 全体 に わた っ て その 部 に 所 属す る も 
の と する 。 
4.4。 上 訴 部 に 配属 され た 裁判 官 は 、 そ の 部 で の み 務 め る も の と する 。 た だ し 、 い か な る 状 
況 に お いて も 、 裁 判 所 の 作業 負荷 の 効率 的 な 管理 が 必要 で ある と 大 統領 が 判断 し た 場 
合 、 本 条 の いか な る 規定 も 、 裁 判官 の 試行 部 門 か ら 事前 裁判 部 門 へ の 一 時 的 な 派遣 、 
また は その 逆 を 排除 する も の で は あり ませ ん 。 事 件 の 審理 前 段階 に 参加 し た 裁判 官 
は 、 そ の 事件 を 審理 する 裁判 室 に 座る 資格 が あり ます 。 

第 40 条 

裁判 官 の 独立 

1.1。 裁判 官 は 、 そ の 職務 の 遂行 に お いて 独立 し て いな けれ ば な ら な い 。 

2.2。 裁判 官 は 、 司 法 機能 を 妨害 し た り 、 独 立 へ の 信頼 に 影響 を 及ぼ し た りす る 可能 性 の あ 

る 活動 に 従事 し て は な り ま せん 。 

3.3。 裁判 所 の 席 で フル タイ ム で 奉仕 する こと を 要求 され る 裁判 官 は 、 専 門 的 な 性 質 の 他 の 

いか な る 職業 に も 従事 し て は な ら な い 。 

4.4。 第 2 項 お よび 第 3 項 の 適用 に 関す る 質問 は 、 裁 判官 の 絶対 過半 数 に よっ て 決定 され る も 

の と し ます 。 そ の よう な 質問 が 個々 の 裁判 官 に 関係 する 場合 、 そ の 裁判 官 は 決定 に 参 
加 し て は な ら な い 。 

第 41 条 

裁判 官 の 弁解 と 失格 

1.1。 大 統領 は 、 裁 判官 の 要請 に 応じ て 、 手続 お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 、 こ の 法令 に 基 づ 

く 職 務 の 行使 か ら その 裁判 官 を 弁解 する こと が で きる 。 
2.2。 (3) 裁判 官 は 、 公 平 性 が 保 た れる 可能 性 の ある いか な る 場合 に も 参加 し て は な ら な い 。 


いか な る 理由 で も 合理 的 に 疑わ れる 。 裁 判官 は 、 次 の 場合 、 こ の 段落 に 従っ 
て 事件 か ら 失 格 と な る も の と し ます 。 と ク わ /、 そ の 裁判 官 は 、 以 前 に 、 裁 
判 所 で の その 事件 、 ま た は 調査 中 また は 起訴 され て いる 人 物 が 関与 する 全国 
レベ ル の 関連 する 刑事 事件 に 関与 し て いた 。 裁 判官 は また 、 手 続 規 昌 お よび 
証拠 に 規定 され て いる その 他 の 理由 で 失格 と な る も の と し ます 。 


(b) 検 察 官 ま た は 調査 また は 起訴 され て いる 人 は 、 こ の 段落 に 基づい て 裁判 官 の 
失格 を 要求 する こと が で きま す 。 
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(c) 裁判 官 の 失格 に 関す る 質問 は 、 裁 判官 の 絶対 過半 数 に よっ て 決定 され る も の 
と し ます 。 異議 を 申し 立て られ た 裁判 記 は 、 そ の 間 題 に つい て の コメ ント を 
提示 する 権利 を 有する も の と し ます が 、 決 定 に は 参加 し な いも の と し ます 。 


第 42 条 


検察 店 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 
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検 圭 庁 は 、 独 立 し て 裁判 所 の 独立 し た 機関 と し て 機能 する も の と し ます 。 裁判 所 の 管 
轄 内 で の 犯罪 に 関す る 紹介 お よび 立証 され た 情報 を 受け 取り 、 そ れ ら を 調査 し 、 裁判 
所 で 調査 お よび 起訴 を 行う 責任 を 負う も の と し ます 。 事務 局 の メン バー は 、 人 外部 の 情 
報 源 か ら の 指示 を 求め た り 、 そ れ に 基づい て 行動 し た り し て は な り ま せん 。 


事務 所 は 検察 官 が 率い る も の と する 。 検察 記 は 、 職 員 、 施 設 お よび その 他 の 資源 を 含 
む 、 事 務 局 の 管理 お よび 運営 に 対す る 完全 な 権限 を 有する も の と し ます 。 検察 官 は 、 

この 法令 に 基づい て 検察 官 に 要求 され る 行為 の いずれ か を 実行 する 権利 を 有する 1 人 ま 
た は 複数 の 副 検 圭 官 に よっ て 支援 され る も の と し ます 。 検察 官 と 副 検索 官 は 、 異 な る 
国籍 の も の で な けれ ば な ら な い 。 彼ら は フル タイ ム で 奉仕 する も の と し ます 。 





検 圭 官 お よび 副 検 察 官 は 、 道 徳 的 性 格 が 高く 、 刑 事 事件 の 起訴 また は 裁判 に お いて 高 
度 な 能力 を 有 し 、 豊 富 な 実務 経験 を 有する 者 で な けれ ば な ら な い 。 彼ら は 、 裁 判 所 の 
作業 言語 の 少な く と も 1 つ に つい て 優れ た 知識 を 持ち 、 流 堤 で ある 必要 が あり ます 。 


検察 官 は 、 締 約 国会 議員 の 絶対 過半 数 に よる 秘密 投票 に よっ て 選出 され る も の と し ま 
す 。 副 検察 官 は 、 検 察 官 か ら 提 供 さ れ た 候補 者 の リス ト か ら 同 じ 方 法 で 選出 され る も 
の と し ます 。 検察 官 は 、 副 検察 官 の 職位 ご と に 3 人 の 候補 者 を 指名 する も の と し ます 。 
選挙 時 に 短期 が 決定 され な い 限 り 、 検 官 お よび 副 検 索 官 は 、9 年 間 の 任期 を 務め 、 再 
選 の 資格 を 持た な いも の と する 。 





検 官 も 副 検 圭 官 も 、 検 守 の 職務 を 妨害 し た り 、 独 立 へ の 信頼 に 影響 を 与え た りす る 
可能 性 の ある 活動 に 従事 し て は な り ま せん 。 彼 ら は 、 職 業 的 性 質 の 他 の いか な る 職業 
に も 従事 し て は な ら な い 。 


大 統領 は 、 検 察 記 また は 一 検索 官 の 要請 に 応じ て 、 特 定 の 事件 で 行動 する こと を 免除 
する こと が で きま す 。 


検 圭 官 も 副 検 圭 官 も 、 い か な る 理由 に お いて も 公平 性 が 合理 的 に 疑わ れる 可能 性 の あ 
る 事項 に は 関与 し て は な ら な い 。 次 の 場合 、 こ れ ら は この 段落 に 従っ て 訴訟 か ら 和 失格 
と な る も の と し ます 。 と ク か が 、 彼 ら は 以前 、 裁 判 所 で の その 事件 、 ま た は 調査 また 
は 起訴 され て いる 人 が 関与 する 国家 レベ ル で の 関連 する 刑事 事件 に 関与 し て いた 。 
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8.8。 検察 官 ま た は 副 検 圭 官 の 失格 に 関す る 質問 は 、 控 訴 院 が 決定 する も の と し ます 。 


(a) 調査 また は 起訴 され る 者 は 、 本 条 に 定め る 理由 に より 、 い つ で も 検察 官 ま た は 副 
検 圭 官 の 失格 を 請求 する こと が で きま す 。 


(b) 検察 官 ま た は 副 検 察 官 は 、 必 要 に 応じ て 、 問 題 に つい て の コメ ント を 提示 す 
る 権利 を 有する も の と し ます 。 


9.9。 検察 官 は 、 性 的 お よび ジェ ンダ ー に 基づく 暴力 や 児童 に 対す る 暴力 を 含む が これ ら に 限定 され な 
い 特 定 の 問題 に 関す る 法 的 な 専門 知識 を 備え た 顧問 を 任命 する も の と し ます 。 





第 43 条 

レジ スト リ 

1.1。 レジ スト リ は 、 第 42 条 に 従っ て 検 宗 官 の 機能 と 権限 を 害する こと な く 、 裁 判 所 の 管理 
と サー ビス の 非 司 法 的 な 側面 に 責任 を 負う も の と し ます 。 


2.2。 レジ スト リ は 、 裁 判 所 の 主たる 行政 官 と な る レジ スト ラ が 率い る も の と し ます 。 レ ジ 
スト ラ は 、 裁 判 所 長官 の 権限 の 下 で その 職務 を 遂行 する も の と し ます 。 


3.3。 レジ スト ラ お よび 副 レ ジス トラ は 、 道 徳 的 性 格 が 高く 、 能 力 が 高く 、 裁 判 所 の 少な く 
と も 1 つの 作業 言語 に つい て 優れ た 知識 を 持ち 、 流 和則 で ある 必要 が あり ます 。 


4.4。 裁判 官 は 、 締 約 国会 議 に よる 勧告 を 考慮 に 入れ て 、 秘 密 投 票 に より 絶対 過半 数 で 登録 
官 を 選出 する も の と し ます 。 必要 要 が 生じ た 場合 、 登録 官 の 推薦 に 基づい て 、 裁判 官 は 
同じ 方 法 で 副 登 録 官 を 選出 する も の と し ます 。 


5.5。 レジ スト ラ は 、5 年 間 の 任期 を 持ち 、1 回 の 再選 の 資格 が あり 、 常 勤 で 務め る も の と し 
ます 。 副 登録 官 は 、5 年 間 、 ま た は 裁判 官 の 絶対 過半 数 に よっ て 決定 され る 期間 より も 
短い 期間 在任 する も の と し 、 必 要 に 応じ て 副 登 録 官 が 召集 され る こと に 基づい て 選出 
され る も の と する 。 





6.6。 レジ スト ラ は 、 レ ジス トリ 内 に 被害 者 お よび 証人 ユニ ッ ト を 設置 する も の と し ます 。 
この 部 隊 は 、 検 察 庁 と 協議 の 上 、 証 人 、 法 廷 に 出頭 する 被害 者 、 お よび 証人 の 証言 に 
より 危険 に さら され て いる その 他 の 者 に 対し て 、 保 護 措置 お よび 安全 保障 の 取り 決 
め 、 カ ウン セリ ング お よび その 他 の 適切 な 支援 を 提供 する も の と する 。 ユ ニッ ト に 
は 、 性 的 暴力 の 犯罪 に 関連 する トラ ウマ を 含む 、 ト ラウ マ の 専門 知識 を 持つ スタ ッ フ 
を 含め る も の と し ます 。 


第 44 条 
スタ ッ フ 
1.1。 検察 官 お よび 登 cid 
タッ フ を 任命 する も の と し ます 。 検察 官 の 場合 、 こ れ に は 捜査 官 の 任命 が 含ま れる も 
の と し ます 。 
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2.2。 


3.3。 


4.4。 


職員 の 雇用 に お いて 、 検 察 官 お よび 登録 官 は 、 最 高 水準 の 効率 、 能 力 お よび 完全 性 を 
確保 し 、 以 下 を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 婦 妥 女 変更 を 交 そ て 、 第 36 条 第 8 項 に 定め 
る 基準 に 準拠 する 。 


レジ スト ラ は 、 大 統領 と 検察 官 の 合意 を 得 て 、 裁 判 所 の 職員 が 任命 され 、 報 酬 を 与え 
られ 、 解 任 さ れる 条件 を 含む 職員 規則 を 提案 する も の と し ます 。 職員 規則 は 締約 国会 
議 に よっ て 承認 され る も の と する 。 


裁判 所 は 、 例 外 的 な 状況 に お いて 、 締 約 国 、 政 府 間組 織 、 ま た は 非 政府 組織 に よっ て 
提供 され た 無償 の 要員 の 専門 知識 を 利用 し て 、 裁 判 所 の いずれ か の 機関 の 業務 を 支援 
する こと が で きま す 。 検察 札 は 、 検 察 庁 に 代わ っ て その よう な 申し 出 を 受け 入れ る こ 
と が で きま す 。 こ の よう な 無償 の 職員 は 、 締 約 国会 議 に よっ て 確立 され る ガイ ドラ イ 
ン に 従っ て 雇用 され る も の と し ます 。 


第 45 条 

厳粛 な 事業 

この 法令 に 基づく それ ぞ れ の 職務 を 引き 受け る 前 に 、 裁 判官 、 検 圭 官 、 副 検 圭 官 、 登 録 官 お よ 
ひ 副 登録 官 は それ ぞ れ 、 公 の 法廷 で 厳 起 な 約束 を し 、 そ れ ぞ れ の 職務 を 公平 か つ 誠実 に 行使 す 


る も の と し ます 。 

第 46 条 

事務 所 か ら の 退去 

1.1。 裁判 官 、 検 索 官 、 副 検察 官 、 登 録 官 また は 一 登録 官 は 、 第 2 項 に 従っ て この 趣旨 の 決定 


2.2。 


3.3。 
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が な され た 場合 、 そ の 者 が 以下 の 場合 に 解任 され る も の と する 。 


(a) 手続 き お よび 証拠 の 規則 に 規定 され て いる よう に 、 こ の 法令 に 基づく 重大 な 違法 
行為 また は 職務 の 重大 な 違反 を 犯し た こと が 判明 し た 場合 。 ま た 


(b) この 法令 に 必要 な 機能 を 行使 する こと が で きま せん 。 


第 1 項 に 基づく 裁判 官 、 検 圭 官 また は 副 検 圭 官 の 解任 に 関す る 決定 は 、 締 約 国 議会 が 秘 
密 投 票 に より 行う も の と する 。 


(a) 裁判 官 の 場合 、 他 の 裁判 官 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よっ て 採択 され た 勧告 に 基づい 
て 、 締 約 国 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よっ て 。 


(b) 検察 官 の 場合 、 締 約 国 の 絶対 過半 数 に よる 。 
(c) 副 検 察 官 の 場合 、 検 察 官 の 推薦 に 基づい て 、 締 約 国 の 絶対 過半 数 に よる 。 


レジ スト ラ ま た は 副 レ ジス トラ の 解任 に 関す る 決定 は 、 裁 判官 の 絶対 過半 数 に よっ て 
行わ れる も の と し ます 。 
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4.4。 裁判 官 、 検 圭 官 、 副 検察 官 、 登 録 官 また は 副 登 録 官 は 、 本 条 に 基づい て この 法令 で 要 
求 され る 職務 の 機能 を 行使 する 行為 また は 能力 に 異議 を 唱え られ 、 証 拠 を 提示 お よび 
受領 し 、 以 下 に 従っ て 提出 する 十分 な 機会 を 有する も の と し ます 。 手順 と 証拠 の 規 
則 。 問題 の 人 は 、 他 の 方 法 で 問題 の 検討 に 参加 し て は な ら な い 。 


第 47 条 
懲戒 処分 
裁判 官 、 検 察 官 、 副 検察 官 、 登 録 官 ま た は 副 登 録 官 は 、 第 46 条 第 1 項 に 規定 され て いる より も 


深刻 で な い 性 質 の 違法 行為 を 犯し た 場合 、 手 続 お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 懲戒 処分 の 対象 と な 
る も の と し ます 。 


第 48 条 

特権 と 免除 

1.1。 裁判 所 は 、 各 締約 国 の 領土 に お いて 、 そ の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 特権 お よび 免 
責 を 享受 する も の と し ます 。 


2.2。 裁判 官 、 検 察 官 、 副 検察 官 お よび 登録 官 は 、 裁 判 所 の 業務 に 従事 する 場合 、 ま た は 裁 
判 所 の 業務 に 関し て 、 外 交 使 節 団 の 長 に 与え られ る の と 同じ 特権 お よび 免責 を 享受 
し 、 任 期 満了 後 、 職 務 上 、 話 し た り 書 いた り し た 言葉 や 公 的 な 立場 で 彼ら が 行っ た 行 
為 に 関し て 、 あ ら ゆ る 種類 の 法 的 手続 きか ら 免 除 さ れ 続け ます 。 


3.3。 副 登 録 官 、 検 察 庁 の 職員 お よび 登記 所 の 職員 は 、 裁 判 所 の 特権 お よび 免責 に 関す る 合 
意 に 従い 、 そ の 職務 の 遂行 に 必要 な 特権 お よび 免責 お よび 施設 を 享受 する も の と す 
る 。 


4.4。 志 護 士 、 専 門 家 、 証 人 、 ま た は 裁判 所 の 席 に 立ち 会 う 必要 の ある その 他 の 人 物 に は 、 
裁判 所 の 特権 と 免責 に 関す る 合意 に 従っ て 、 裁 判 所 が 適切 に 機能 する た め に 必要 な 待 
遇 が 与え られ る も の と し ます 。 


5.5。 の 特権 と 免除 : 
(a) 裁判 官 ま た は 検察 官 は 、 過 半数 の 賛成 に より 免除 され る 場合 が あり ます 。 
裁判 官 
(D) レジ スト ラ は 大 統領 に よっ て 免除 され る 場合 が あり ます 。 


(c) 、 副 検察 官 お よび 検察 庁 の 職員 は 、 検 圭 官 に よっ て 免除 され る 場合 が あり ま 
す 。 


(d) 玉 レ ジス トラ お よび レジ スト リ の スタ ッ フ は 、 レ ジス トラ に よっ て 免除 され る 場合 が あり ます 。 








第 49 条 

給与 、 手 当 、 経 費 

裁判 官 、 検 察 記 、 一 検察 官 、 登 録 官 お よび 副 登 録 官 は 、 締 約 国会 議 に よっ て 決定 され る 可能 性 
の ある 給与 、 手 当 お よび 経費 を 受け 取る も の と し ます 。 これ ら の 給与 お よび 手当 は 、 任 期中 に 
減額 され な いも の と し ます 。 
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第 50 条 


公式 言語 と 作業 言語 


1.1。 





裁判 所 の 公用 語 は 、 ア ラビ ア 語 、 中 国語 、 英 語 、 フ ラン ス 語 、 ロ シア 語 、 ス ペイ ン 語 
で な けれ ば な り ま せん 。 裁 判 所 の 判決 、 お よび 裁判 所 で の 基本 的 な 問題 を 解決 する そ 
の 他 の 決定 は 、 公 用 語 で 公開 され る も の と し ます 。 大 統領 は 、 手 続 お よび 証拠 の 規則 
に よっ て 確立 され た 基準 に 従っ て 、 こ の パラ グラ フ の 目的 の た め に 基本 的 な 問題 を 解 
決する と 見 な され る 決定 を 決定 する も の と する 。 





2.2。 裁判 所 の 使用 言語 は 英語 と フラ ンス 語 で な けれ ば な り ま せん 。 手順 と 証拠 の 規則 は 、 
他 の 公用 語 が 作業 言語 と し て 使用 され る 場合 を 決定 する も の と し ます 。 

3.3。 訴訟 の 当事者 また は 訴訟 へ の 介入 を 許可 され た 国 の 要請 に 応じ て 、 裁 判 所 は 、 英 語 
た は フラ ンス 語 以外 の 言語 を その よう な 当事者 また は 州 が 使用 する こと を 許可 する も 
の と し ます 。 正当 化 さ れ ま す 。 

第 51 条 

手順 と 証拠 の 規則 

1.1。 手続 お よび 証拠 の 規則 は 、 締 約 国会 議 の 構成 員 の 3 分 の 2 が 採択 し た 時 点 で 発効 する も 
の と し ます 。 

2.2。 手続 き と 証拠 の 規則 の 修正 は 、 以 下 に よっ て 提案 され る 場合 が あり ます 。 

(a) 任意 の 締約 国 。 

(b) 絶対 多数 で 行動 する 裁判 官 。 ま た 

(c) 検察 官 。 

この よう な 改正 は 、 締 約 国 会 議員 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よる 採択 時 に 発効 する も の と す 
る 。 

3.3。 手続 お よび 証拠 規則 の 採択 後 、 規 則 が 裁判 所 で 特定 の 状況 を 規定 し て いな い 緊 急 の 場 
合 、 裁 判官 は 、3 分 の 2 の 過半 数 に より 、 採 択 さ れ 修正 され る まで 適用 され る 暫定 規則 
を 作成 する こと が で きま す 。 また は 締約 国会 議 の 次 の 通常 また は 特別 会 合 で 拒否 され 
た だ 。 

4.4。 手続 き と 証拠 の 規則 、 そ の 修正 、 お よび 暫定 規則 は 、 こ の 法令 と 一 致す る も の と し ま 
す 。 手続 お よび 証拠 の 規則 な ら び に 暫定 規則 の 修正 は 、 調 査 ま た は 起訴 され て いる 人 
また は 有罪 判決 を 受け た 人 の 損害 に さか の ぼっ て 適用 され な いも の と し ます 。 

5.5。 法令 と 手続 き お よび 証拠 の 規則 と の 間 に 矛 盾 が ある 場合 は 、 法 令 が 優先 する も の と し 
ます 。 

第 52 条 

裁判 所 の 規則 

1.1。 裁判 官 は 、 こ の 法令 お よび 手続 お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 、 そ の 日 常 的 な 機能 に 必要 
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な 裁判 所 の 規則 を 絶対 多数 に より 採用 する も の と し ます 。 
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2.2。 


3.3。 


検 圭 官 お よび 登録 官 は 、 規 則 の 作成 お よび 規則 の 修正 に つい て 協議 され る も の と し ま 
す 。 


規則 お よび その 修正 は 、 裁 判官 に よっ て 別段 の 決定 が な い 限り 、 採 択 時 に 発効 する も 
の と し ます 。 採択 後 直ちに 、 コ メン ト の た め に 締約 国 に 回 覧 され る も の と する 。6 か 月 
以内 に 大 多数 の 締約 国 か ら の 異議 が な い 場 合 、 そ れ ら は 効力 を 維持 する も の と し ま 
す 。 
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パー ト 5。 

調査 と 訴追 

第 53 条 

調査 の 開始 

1.1。 検察 官 は 、 入 手 可 能 な 情報 を 評価 し た 後 、 こ の 法令 に 基づい て 進め る 合理 的 な 根拠 が 


2.2。 


3.3。 


4.4。 
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な いと 判断 し な い 限 り 、 調 査 を 開始 する も の と し ます 。 調査 を 開始 する か どう か を 決 
定 する 際 に 、 検 察 官 は 次 の こと を 検討 する も の と し ます 。 


(a) 検察 記 が 入手 で きる 情報 は 、 裁判所 の 管轄 内 の 犯罪 が 犯さ れ た 、 ま た は 犯さ れ て 
いる と 信じ る 合理 的 な 根拠 を 提供 し ます 。 








(b) この 事件 は 第 17 条 に 基づい て 容認 され る か 、 ま た は 容認 され る で し ょ う 。 と 


(c) 犯罪 の 重大 さと 被害 者 の 利益 を 考慮 に 入れ る と 、 そ れ に も か か わら ず 、 捜 査 
が 正義 の 利益 に 役立た な いと 信じ る 実質 的 な 理由 が あり ます 。 


検察 官 が 、 続 行 す る た め の 合 理 的 な 根拠 が な いと 判断 し 、 そ の 決定 が 上 記 の サブ パラ 
グラ フ (c) の み に 基 づい て いる 場合 、 検 察 記 は 、 審 理 前 室 に 通知 する も の と し ます 。 


調査 の 結果 、 検 圭 官 が 次 の 理由 で 起訴 の 十分 な 根拠 が な いと 結論 付け た 場合 : 


(a) 第 58 条 に 基づく 令状 また は 召喚 状 を 求め る た め の 十 分 な 法 的 また は 事実 上 の 根 
拠 が な い 。 


(b) この 事件 は 第 17 条 に 基づい て 許容 され ませ ん 。 ま た 


(c) 起訴 は 、 犯 罪 の 重大 さ 、 被 害 者 の 利益 、 容 疑 者 の 年 齢 また は 虚弱 、 お よび 容 
疑 者 の 犯罪 に お ける 彼 ま た は 彼女 の 役割 を 含む すべ て の 状況 を 考慮 に 入れ 
て 、 正 義 の 利益 に は な り ま せん 。 検 圭 官 は 、 彼 また は 彼女 の 結論 お よび 結論 
の 理由 に つい て 、 第 14 条 に 基づく 照会 を 行う 裁判 前 会 議 所 お よび 国 、 ま た は 
第 13 条 (b) に 基づく 事件 の 安全 保障 理事 会 に 通知 する も の と する 。 


(a) 第 14 条 に 基づく 紹介 また は 第 13 条 (b) に 基づく 安全 保障 理事 会 の 要請 に 応じ 
て 、 審 理 前 会 議 所 は 、 第 1 項 ま た は 第 2 項 に 基づく 検 圭 官 の 決定 を 検討 し 、 検 
察 官 に 先 に 進ま な いよ う 要 請 す る こと が で きる 。 そ の 決定 を 再考 する 。 


(b) さら に 、 審 理 前 会 議 所 は 、 そ れ が 第 1 項 (C) また は 第 2 項 (C) の み に 基づい て い 
る 場合 、 自 ら の 主導 で 、 先 に 進ま な いと いう 検察 官 の 決定 を 検討 する こと が で きま 
す 。 この よう な 場合 、 検 察 官 の 決定 は 、 審 理 前 会 議 所 に よっ て 確認 され た 場合 に の 
み 有 効 と な る も の と し ます 。 


検 詩 官 は 、 い つ で も 、 新 し い 事実 また は 情報 に 基づい て 調査 また は 起訴 を 開始 する か 
どう か の 決定 を 再 検討 する こと が で きま す 。 
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第 54 条 
捜査 に 関す る 検索 官 の 義務 と 権限 


1.1。 検 圭 官 は 以下 を 行う も の と し ます 。 


(a) 真実 を 立証 する た め に 、 こ の 法律 の 下 で 刑事 責任 が ある か どう か の 評価 に 関連 す 
る すべ て の 事実 と 証拠 を カバ ー す る よう に 調査 を 拡張 し 、 そ うす る こと で 、 
犯罪 と 免罪 の 状況 を 等 し く 調 査 し ます 。 


(b) 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 の 効果 的 な 調査 と 訴追 を 確実 に する た め に 適切 な 措置 
を 講じ 、 そ うす る こと で 、 被 害 者 と 目撃 者 の 利益 と 個人 的 な 状況 を 尊重 し ま 
す 。 、 特 に 性 的 暴力 、 ジ ェ ン ダー に 基づく 暴力 、 ま た は 子供 に 対す る 暴力 が 
含ま れる 場合 は 、 犯 罪 の 性 質 を 考慮 に 入れ て くだ さい 。 と 


(c) この 法令 に 基づい て 生じ る 人 の 権利 を 完全 に 尊重 し ます 。 
2.2。 検察 官 は 、 州 の 領土 に つい て 調査 を 行う こと が で きま す 。 

(a) パー ト 9 の 規定 に 従っ >。 ま た 

(b) 第 57 条 第 3 項 (d) に 基づい て 審理 前 会 議 所 に よっ て 承認 され た と お り 。 
3.3。 Wax こと を 行う こと が で きま す 。 

(a) 証拠 を 収集 し て 調査 する 。 

(b) 調査 対象 者 、 被 害 者 お よび 目撃 者 の 存在 を 要求 し 、 質 問 す る 。 


(c) それ ぞ れ の 能力 お よび / ま た は 任務 に 従っ て 、 州 また は 政府 間組 織 ま た は 取り 
決め の 協力 を 求め る 。 


(d) 国家 、 政 府 間組 織 ま た は 個人 の 協力 を 促進 する た め に 必要 と な る 可能 性 が あ 
る 場合 、 こ の 法令 と 矛盾 し な いよ うに 、 そ の よう な 取り 決め また は 合意 を 締 
結 す る 。 

(e) 情報 の 提供 者 が 同意 し な い 限り 、 手 続き の どの 段階 で も 、 検 索 官 が 機密 保持 
の 条件 で 、 新 し い 証 拠 を 生成 する 目的 で の み 取 得 し た 文書 また は 情報 を 開示 
し な いこ と に 同意 し ます 。 と 


(f) 情報 の 機密 保持 、 個 人 の 保護 、 証 拠 の 保存 を 確保 する た め に 、 必 要 な 措置 を 
講じ る か 、 必 要 な 措置 を 講じ る よう 要請 し て くだ さい 。 


第 55 条 
調査 中 の 人 の 権利 


1.1。 この 法令 に 基づく 調査 に 関し て 、 人 は : 
(a) 自分 自身 を 罪 に 問わ れ た り 、 罪 を 告白 し た りす る こと を 強制 され て は な ら な い 。 


(b) いか な る 形態 の 強制 、 強 要 ま た は 脅迫 、 扶 間 ま た は 脅迫 を 受け て は な ら な い 。 
他 の 形態 の 残酷 な 、 非 人 道 的 な 、 ま た は 品位 を 傷つけ る 扱い また は 罰 。 
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2.2。 


(c) 


(d) 


その 人 が 完全 に 理解 し 、 話 す 言 語 以外 の 言語 で 質問 され た 場合 、 費 用 を か け 
ず に 、 有 能 な 通訳 者 の 支援 と 、 公 平 性 の 要件 を 満た す た め に 必要 な 翻訳 を 行 
う も の と し ます 。 と 


座 意 的 速 捕 ま た は 拘禁 の 対象 と な ら な いも の と し 、 そ の よう な 理由 お よび 本 
法 に 定め られ た 手順 に 従う 場合 を 除い て 、 彼 また は 彼女 の 自由 を 奪わ れ て は 
な ら な い 。 


人 が 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 犯し た と 信じ る 根拠 が あり 、 そ の 人 が 検察 官 ま た は 第 9 部 
に 基づい て 行わ れ た 要求 に 従っ て 国 の 当局 に よっ て 尋問 され よう と し て いる 場合 、 そ 
の 人 は また 、 質 問 さ れる 前 に 彼 ま た は 彼女 に 通知 され な けれ ば な ら な い 以 下 の 権利 : 


(a) 質問 され る 前 に 、 信 じ る 根拠 が ある こと を 知ら され る こと 


(b) 


(c) 


(d) 


第 56 条 
独自 の 調査 機会 に 関連 し た 審理 前 会 議 所 の 役割 


1.1。 


2.2。 
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(a) 


(b) 


(c) 


彼 ま た は 彼女 が 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 犯し た こと 。 


その よう な 沈黙 が 有罪 また は 無実 の 決定 に お ける 考慮 事項 と な る こと な く 、 
沈黙 を 保つ こと 。 


正義 の 利益 の た め に 必要 な 場合 に 、 そ の 人 が 選択 し た 法 的 支援 を 受け る こ 

と 、 ま た は その 人 が 法 的 支援 を 受け て いな い 場 合 は 、 そ の 人 に 法 的 支援 を 割 
り 当 て る こと 。 そ の 人 が それ を 支払 う の に 十分 な 手段 を 持っ て いな い 場 合 。 
と 


弁護 人 が 自発 的 に 弁護 人 の 権利 を 放棄 し な い 限 り 、 弁 護 人 の 面前 で 質問 され 
る こと 。 


検索 官 が 、 証 人 か ら 証 言 ま た は 陳述 を 行う 、 ま た は 証拠 を 調査 、 収 集 、 ま た 
は テス ト す る た め の ユ ニー ク な 機会 を 提示 する た め の 調 査 を 検討 する 場合 、 

検索 官 は 、 そ の 後 、 裁 判 の 目的 で 利用 で き な い 可能 性 が あり ます 。 トラ イア 
ルチャ ン バ ー。 

その 場合 、 審 理 前 会 議 所 は 、 検 察 官 の 要請 に 応じ て 、 手 続 の 効率 と 完全 性 を 
確保 し 、 特 に 弁護 の 権利 を 保護 する た め に 必要 と な る 可能 性 の ある 措置 を 講 
じ る こと が で きま す 。 

公判 前 会 議 所 が 別段 の 命令 を し な い 限 り 、 検 察 官 は 、 (a) 項 で 言及 され た 調 
査 に 関連 し て 召喚 に 応じ て 逮捕 また は 出頭 し た 人 に 関連 情報 を 提供 する も の 
と し ます 。 そ の 問題 に つい て 聞か れ ま す 。 


パラ グラ フ 1 (b) で 言及 され て いる 措置 に は 、 以 下 が 含 まれ る 場合 が あり ます 。 
(a) 従う べき 手順 に 関す る 推奨 また は 命令 を 行う 。 
(b) 議事 録 を 記録 する よう 指示 する 。 

(c) 支援 する 専門 家 を 任命 する 。 
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3.3。 


4.4。 


第 57 条 


(d) 逮捕 され た 、 ま た は 召喚 に 応じ て 裁判 所 に 出頭 し た 人 、 参 加 す る こと 、 ま た 
は その よう な 逮捕 また は 出頭 また は 弁護 士 が まだ 指名 され て いな い 人 の た め 
の 弁護 士 を 承認 し 、 出 席 し て 代表 する 別 の 弁護 士 を 任命 する 弁護 の 利益 : 


(e) その メン バー の 1 人 、 ま た は 必要 に 応じ て 、 事 前 試行 また は 試行 部 門 の 別 の 利 
用 可能 な 裁判 官 に 名 前 を 付け て 、 証 拠 の 収集 と 保存 、 お よび 人 へ の 質問 に 関 
する 推奨 また は 命令 を 観察 お よび 作成 し ます 。 


⑪ 証拠 を 収集 また は 保存 する た め に 必要 と な る 可能 性 の ある その 他 の 措置 を 講じ る こと 。 


(a) 検察 官 が 本 条 に 基づく 措置 を 求め て いな い が 、 審 理 前 会 議 所 は 、 審 理 時 の 弁 
護 に 不可 欠 で ある と みな す 証 拠 を 保存 する た め に その よう な 措置 が 必要 で あ 
る と 考え る 場合 、 検 察 官 に 、 良 いも の が ある か どう か に つい て 協議 し な けれ 
ば な ら な い 。 検察 官 が 措置 を 要求 し な か っ た 理由 。 協議 の 結果 、 検 詩 記 が そ 
の よう な 措置 を 要求 し な か っ た こと が 不当 で ある と 事前 審理 室 が 結論 付け た 
昌 合 、 事 前 審理 室 は 自発 的 に その よう な 措置 を 講じ る こと が で きま す 。 


(b) この 段落 に 基づい て 独自 の イニ シア チ ブ で 行動 する と いう 審理 前 会 議 の 決定 
は 、 検 察 官 に よっ て 上 訴 さ れる 可能 性 が あり ます 。 控訴 は 迅速 に 審理 され る 
も の と し ます 。 

この 条項 に 従っ て 裁判 の た め に 保存 また は 収集 され た 証拠 また は その 記録 の 許容 性 

は 、 裁 判 に お いて 第 69 条 に 準拠 し 、 裁 判 室 に よっ て 決定 され た 重み が 与え られ る も の 

と し ます 。 


プレ トラ イア ルチャ ン バ ー の 機能 と パワ ー 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


この 法令 に 別段 の 定め が な い 限 り 、 審 理 前 会 議 所 は 、 こ の 条 の 規定 に 従っ て その 機能 

を 行使 する も の と する 。 

(a) 第 15 条 、 第 18 条 、 第 19 条 に 基づい て 発行 され た 、 審 理 前 会 議 所 の 命令 また は 判決 
54、 パ ラグ ラフ 2、61、 パ ラグ ラフ 7、 お よび 72 は 、 そ の 裁判 官 の 過半 数 に よっ て 同意 され な けれ ば な 
り ま せん 。 

(b) 、 他 の すべ て の 場合 に お いて 、 審 理 前 室 の 単 一 の 裁判 官 は 、 手 続 お よび 証拠 の 
規則 また は 審理 前 室 の 過半 数 に よっ て 別段 の 定め が な い 限 り 、 こ の 法令 に 規 
定 さ れ て いる 機能 を 行使 する こと が で きま す 。 

この 法令 に 基づく 他 の 機能 に 加え て 、 審 理 前 の 商工 会 議 所 は 次 の こと を 行う こと が で きま す 。 

(a) 検察 官 の 要請 に 応じ て 、 調 査 の 目的 で 必要 と な る 可能 性 の ある 命令 お よび ワラ ン 
ト を 発行 する 。 

(b) 第 58 条 に 基づく 召喚 に より 逮捕 また は 出頭 し た 者 の 要請 に 応じ て 、 第 56 条 に 
定め る 措置 を 含む 命令 を 発する か 、 第 9 部 に 基づき 、 弁 護 の 準備 を し て いる 
人 。 
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(c) 必要 に 応じ て 、 被 害 者 と 目撃 者 の 保護 と プラ イバシー、 証 拠 の 保存 、 召 喚 に 
応じ て 退 捕 また は 出頭 し た 人 の 保護 、 お よび 国家 安全 保障 情報 の 保護 を 提供 
し ます 。 


(d) 検 圭 官 に 、 関 係 国 の 見 解 を 考慮 し て 可能 な 場合 は いつ で も 、 そ の 場合 に 審理 
前 会 議 所 が 決定 し た 場合 、 第 9 部 に 基づく その 国 の 協力 を 確 保 する こと な く 、 
締約 国 の 領域 内 で 特定 の 調査 措置 を 講じ る こと を 許可 する 第 9 部 に 基づく 協力 
要請 を 実行 する 権限 を 有する 当局 また は その 司法 制度 の 構成 要素 が 利用 で き 
な いた め に 、 国 家 が 協力 要請 を 実行 で き な い こと は 明らか で ある 。 


(e) 第 58 条 に 基づい て 逮捕 状 ま た は 召喚 状 が 発行 され 、 こ の 法令 お よび 手続 お よ 
び 証 拠 規則 に 規定 され て いる よう に 、 証 拠 の 強度 お よび 関係 者 の 権利 を 十分 
に 考慮 し て 、 協 力 を 求め る 。 第 93 条 第 1 項 (k) に 従い 、 特 に 被害 者 の 最終 的 
な 利益 の た め に 、 没 収 の 目的 で 保護 措置 を 講じ る こと 。 


第 58 条 
逮捕 状 ま た は 召喚 状 の 審理 前 会 議 所 に よる 発行 


1.1。 審理 前 室 は 、 捜 査 開始 後 い つ で も 、 検 宗 官 の 申請 に 基づき 、 検 守 官 が 提出 し た 申請 書 
お よび 証拠 その 他 の 情報 を 検討 し た 後 、 退 捕 状 を 発行 する も の と し ます 。 満 足し て い 
る : 


(a) その 人 が 裁判 所 の 管轄 内 で 犯罪 を 犯し た と 信じ る 合理 的 な 理由 が あり ます 。 と 


(b) その 人 の 逮捕 は 必要 と 思わ れ ま す : 
(⑪) 裁判 で の 人 の 外見 を 確実 に する た め 。 


(iij) 人 が 妨害 し た り 危 険 に さら し た り し な いよ うに する た め 
調査 また は 訴訟 手続 き 。 ま た 


⑩ 該当 する 場合 、 そ の 人 が その 犯罪 また は 裁判 所 の 管轄 内 に あり 、 同 じ 
状況 か ら 生じ る 関連 犯罪 の 委託 を 継続 する こと を 防ぐ た め 。 


2.2。 検 圭 官 の 申請 書 に は 以下 が 含ま れる も の と し ます 。 
(a) 個人 の 名 前 お よび その 他 の 関連 する 識別 情報 。 
(b) その 人 が 犯し た と され る 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 へ の 具体 的 な 言及 。 


(c) それ ら の 犯罪 を 構成 する と 主張 され て いる 事実 の 簡潔 な 声明 。 


(d) その 人 が それ ら の 犯罪 を 犯し た と 信じ る 合理 的 な 根拠 を 確立 する 証拠 お よび 
その 他 の 情報 の 要約 。 と 
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3.3。 


4.4。 
5.5。 


6.6。 


7。 


(e) 検察 記 が その 人 の 逮捕 が 必要 で ある と 信じ る 理由 。 


逮捕 状 に は 以下 が 含ま れる も の と し ます 。 
(a) 個人 の 名 前 お よび その 他 の 関連 する 識別 情報 。 
(b) 人 の 逮捕 が 求め られ て いる 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 へ の 具体 的 な 言及 。 と 


(c) それ ら の 犯罪 を 構成 する と 主張 され て いる 事実 の 簡潔 な 声明 。 

逮捕 状 は 、 裁 判 所 か ら 別 段 の 命令 が 出さ れる まで 有効 で す 。 

逮捕 状 に 基づい て 、 裁 判 所 は 、 暫 定 的 逮捕 また は 第 9 部 に 基づく 人 の 逮捕 お よび 降伏 を 
要求 する こと が で きま す 。 


検 圭 官 は 、 裁 判 前 の 商工 会 議 所 に 、 そ こ で 指定 され た 犯罪 を 修正 また は 追加 する こと 
に より 、 逮 捕 状 を 修正 する よう 要求 する こと が で きま す 。 裁 判 前 の 商工 会 議 所 は 、 そ 
の 人 が 修正 され た 犯罪 また は 追加 の 犯罪 を 犯し た と 信じ る 合理 的 な 理由 が ある と 認 
られ る 場合 、 令 状 を 修正 する も の と し ます 。 


逮捕 状 を 求め る 代わ り に 、 検 宗 札 は 、 審 理 前 の 商工 会 議 所 が 出頭 する た め の 召 喚 状 を 
発行 する こと を 要求 する 申請 書 を 提出 する こと が で きま す 。 和 審理 前 会 議 所 は 、 そ の 人 
が 申し 立て られ た 犯罪 を 犯し た と 信じ る 合理 的 な 理由 が あり 、 召 喚 状 が その 人 の 外見 
を 保証 する の に 十分 で ある と 確信 し た 場合 、 自 由 を 制限 する 条件 (拘留 以外 ) の 有無 
に か か わら ず 、 召 喚 状 を 発行 する も の と し ます 。 ) 国内 法 で 規定 され て いる 場合 は 、 
その 人 が 出頭 する た め 。 召喚 状 に は 以下 が 含ま れ ま す 。 


(a) 個人 の 名 前 お よび その 他 の 関連 する 識別 情報 。 
(b) その 人 が 現れ る 特定 の 日 付 。 
(c) その 人 が 犯し た と され る 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 へ の 具体 的 な 言及 。 と 


(d) 犯罪 を 構成 する と 主張 され て いる 事実 の 簡潔 な 声明 。 
召喚 状 は その 人 に 提供 され る も の と し ます 。 


第 59 条 
自由 刑 で の 逮捕 手続 き 


1.1。 


2.2。 


暫定 的 逮捕 また は 逮捕 お よび 降伏 の 要請 を 受け た 締約 国 は 、 そ の 法律 お よび 第 9 部 の 規 
定 に 従っ て 、 当 該 者 を 直ちに 逮捕 する た め の 措 置 を 講じ る も の と する 。 


逮捕 され た 者 は 、 そ の 国 の 法律 に 従っ て 、 次 の こと を 決定 する 、 拘 留 国 の 管轄 の 司法 
当局 の 前 に 迅速 に 連れ て 行か れる も の と する 。 


(a) 令状 は その 人 に 適用 され ます 。 
(b) その 人 は 適切 な プロ セス に 従っ て 逮捕 され まし た 。 と 
(c) その 人 の 権利 は 尊重 され て きま し た 。 
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3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


逮捕 され た 人 は 、 降 伏 を 待つ 間 、 暫 定 的 釈放 を 拘留 国 の 管轄 当局 に 申請 する 権利 を 有 
する も の と する 。 


その よう な 申請 に つい て 決定 を 下す 際 に 、 拘 留 国 の 管轄 当局 は 、 申 し 立て られ た 犯罪 
の 重大 さ を 考 慮 し て 、 暫 定 的 釈放 を 正当 化す る 緊急 か つ 例外 的 な 状況 が ある か どう 
か 、 お よび 拘留 国 が その 人 を 法廷 に 引き 渡す 義務 を 果たす 。 逮捕 状 が 第 58 条 第 1 項 
(a) お よび (b) に 従っ て 適切 に 発行 され た か どう か を 検討 する こと は 、 拘 留 国 の 管 
轄 当局 に 開か れ て は な ら な い 。 


審理 前 会 議 所 は 、 暫 定 的 釈放 の 要求 に つい て 通知 を 受け 、 保 管 国 の 管轄 当局 に 勧告 を 
行う も の と し ます 。 拘留 国 の 所 管 官庁 は 、 決 定 を 下す 前 に 、 そ の 人 の 逃亡 を 防ぐ た め 
の 措置 に 関す る 勧告 を 含め 、 そ の よう な 勧告 を 十分 に 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 


その 人 が 暫定 的 釈放 を 認め られ た 場合 、 審 理 前 会 議 所 は 暫定 的 釈放 の 状況 に 関す る 定 
期 的 な 報告 を 要求 する こと が で きま す 。 

拘留 国 か ら の 降伏 を 命じ られ た 場合 、 そ の 人 は で きる だ け 早 く 裁 判 所 に 引き 渡さ れる 
も の と し ます 。 


第 60 条 
裁判 所 で の 最初 の 手続 き 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 
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その 人 が 裁判 所 に 降伏 し た と き 、 ま た は その 人 が 自発 的 に また は 召喚 状 に 従っ て 裁判 
所 に 出頭 し た と き 、 和 審理 前 会 議 所 は 、 そ の 人 が 犯し た と され る 犯罪 に つい て 知ら され 
た こと を 自分 自身 に 納得 させ る も の と し ます 。 、 お よび この 法令 に 基づく 彼 ま た は 彼 
女 の 権 利 (裁判 待ち の 暫定 的 釈放 を 申請 する 権利 を 含む ) 。 


逮捕 状 の 対象 と な る 人 は 、 裁 判 待 ちの 暫定 釈放 を 申請 する こと が で きま す 。 第 58 条 第 1 項 に 
定め る 条件 が 満た され て いる こと を 審理 前 室 が 満た し た 場合 、 そ の 者 は 引き 続き 拘留 され 
な けれ ば な ら な い 。 そ れ が それ ほど と 満足 され て いな い 場 合 、 審 理 前 の 商工 会 議 所 は 、 条 件 
の 有無 に か か わら ず 、 そ の 人 を 釈 放し な けれ ば な ら な い 。 


審理 前 会 議 所 は 、 本 人 の 釈放 また は 拘留 に 関す る 判決 を 定期 的 に 見 直す も の と し 、 検 
察 官 また は 本 人 の 要請 に 応じ て いつ で も これ を 行う こと が で きま す 。 そ の よう な レ 
ビュ ー の 際 、 状 況 の 変化 が 必要 で ある と 認め られ る 場合 、 拘 留 、 釈 放 ま た は 釈放 の 条 
件 に 関す る 決定 を 変更 する こと が あり ます 。 

審理 前 会 議 所 は 、 検 察 官 に よる 許し が た い 遅 延 の た め に 、 審 理 前 に 不当 な 期間 拘留 さ 
れ な いよ うに する も の と し ます 。 そ の よう な 遅延 が 発生 し た 場合 、 裁 判 所 は 、 条 件 の 
有無 に か か わら ず 、 そ の 人 を 釈放 する こと を 検討 る も の と し ます 。 

必要 に 応じ て 、 裁 判 前 の 商工 会 議 所 は 、 釈 放さ れ た 人 の 存在 を 確保 する た め に 逮捕 状 
を 発行 する こと が あり ます 。 
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第 61 条 
試用 前 の 料金 確認 
1.1。 第 2 項 の 規定 に 従い 、 本 人 の 降伏 また は 裁判 所 へ の 自発 的 な 出頭 後 の 合理 的 な 時 間 内 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


に 、 審 理 前 会 議 所 は 、 検 察 官 が 審理 を 求め る 予定 の 容疑 を 確認 する た め の 聴 間 会 を 開 
催す る も の と し ます 。 聴聞 会 は 、 検 圭 官 お よび 起訴 され た 者 、 な ら び に 彼 ま た は 彼女 
の 顧問 の 立会 い の も と で 開催 され る も の と し ます 。 


審理 前 会 議 所 は 、 検 察 官 の 要請 に 応じ て 、 ま た は 自ら の 申立 て に より 、 起 訴 さ れ た 者 
が 不在 の 場合 に 、 検 察 官 が 次 の 場合 に 裁判 を 求め る 予定 の 起訴 を 確認 する た め に 聴聞 
会 を 開く こと が で きま す 。 


(a) 出席 する 権利 を 放棄 し た 。 ま た 


(b) 逃亡 し た か 見 つか ら な い 場 合 、 裁 判 所 へ の 出頭 を 確保 し 、 そ の 人 物 に 告訴 を 通 
知 し 、 こ れ ら の 告訴 を 確認 する た め の 聴 間 会 が 開催 され る こと を 確認 する た 
め に 、 あ ら ゆ る 合理 的 な 措置 が 講じ られ て いる 。 


その 場合 、 そ の 人 は 、 裁 判 前 の 商工 会 議 所 が それ が 正義 の 利益 で ある と 判断 し た 場 
合 、 弁護 士 に よっ て 代表 され る も の と し ます 。 


聴聞 会 の 前 の 合理 的 な 時 間 内 に 、 人 は 以下 を 行う も の と し ます 。 


(a) 検 圭 互 が その 人 を 裁判 に か ける こと を 意図 し て いる 容疑 を 含む 文書 の コピ ー を 提 
供 さ れる 。 と 


(b) 検察 札 が 公聴 会 に 依拠 する こと を 意図 し て いる 証拠 に つい て 知ら され ます 。 
審理 前 会 議 所 は 、 聴 聞 会 の 目的 で 情報 の 開示 に 関す る 命令 を 出す こと が で きま す 。 


聴聞 会 の 前 に 、 検 察 官 は 調査 を 継続 し 、 料 金 を 修正 また は 取り 下げ る こと が で きま 
。 告訴 の 修正 また は 撤回 の 審理 の 前 に 、 そ の 人 は 合理 的 な 通知 を 与え られ る も の と 
し ます 。 起 訴 が 取り 下げ られ た 場合 、 検 圭 官 は 、 取 り 下 げ の 理由 を 審理 前 会 議 所 に 通 
知 し な けれ ば な ら な い 。 


公聴 会 で 、 検 察 官 は 、 起 訴 さ れ た 犯罪 を 犯し た と 信じ る 実質 的 な 根拠 を 確立 する の に 
十分 な 証拠 を も っ て 、 各 起訴 を 支持 する も の と し ます 。 検察 官 は 、 証 拠 書類 また は 要 
約 証拠 に 頼る こと が で き 、 裁 判 で 証言 する こと が 期待 され る 証人 に 電話 する 必要 は あ 
り ま せん 。 

ヒア リン グ で は 、 そ の 人 は 次 の こと を 行う こと が で きま す 。 

(a) 請求 に 反対 する 。 

(b) 検索 官 に よっ て 提示 され た 証拠 に 異議 を 申し 立て る 。 と 

(c) 証拠 を 提示 する 。 

審理 前 会 議 所 は 、 聴 聞 会 基づい て 、 そ の 人 が 起訴 され た 各 犯 罪 を 犯し た と 信じ る 実 
質 的 な 根拠 を 確立 する の に 十分 な 証拠 が ある か どう か を 判断 する も の と し ます 。 そ の 
決定 に 基づい て 、 審 理 前 の 商工 会 議 所 は 以下 を 行う も の と し ます 。 
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8.8。 


9.9。 


10.10。 


11.11。 
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(a) 十分 な 証拠 が ある と 判断 され た 請求 を 確認 し 、 確 認 さ れ た 請求 に つい て の 裁 
判 の た め に その 人 を 裁判 室 に 委託 し ます 。 


(b) 証拠 が 不 十 分 で ある と 判断 し た 請求 の 確認 を 拒否 する 。 


(c) 聴聞 会 を 延期 し 、 検 察 官 に 以下 を 検討 する よう 要請 し ます 。 
(私 ) 特定 の 請求 に 関し て 、 さ ら な る 証拠 を 提供 する か 、 さ ら な る 調査 を 実 
施す る 。 また 
(ii) 提出 され た 証拠 が 裁判 所 の 管轄 内 で 別 の 犯罪 を 確立 し て いる よう に 見 
える た め 、 告 訴 を 修正 する 。 
審理 前 会 議 所 が 請求 の 確認 を 拒否 し た 場合 、 検 圭 官 は 、 要 求 が 追加 の 証拠 に よっ て 裏 
付け られ て いる 場合 、 そ の 後 の 確認 の 要求 を 妨げ られ な いも の と し ます 。 





告訴 が 確認 され た 後 、 裁 判 が 始ま る 前 に 、 検 察 官 は 、 裁 判 前 の 商工 会 議 所 の 許可 を 得 
て 、 被 告 人 に 通知 し た 後 、 告 訴 を 修正 する こと が で きま す 。 検察 官 が 追加 料金 を 追加 
し た り 、 よ り 深 刻 な 料金 を 代用 し た り し よう と する 場合 は 、 こ の 記事 に 基づい て 、 そ 
れ ら の 料金 を 確認 する た め の 聴 聞 会 を 開催 する 必要 が あり ます 。 裁判 の 開始 後 、 検 圭 
官 は 、 裁 判 室 の 許可 を 得 て 、 起 訴 を 取り 下げ る こと が で きま す 。 


以前 に 発行 され た 令状 は 、 審 理 前 会 議 所 に よっ て 確認 され て いな い 、 ま た は 検察 官 に 
よっ て 取り 下げ られ た 請求 に 関し て は 効力 を 失う も の と し ます 。 


本 条 に 従っ て 告訴 が 確認 され た 後 、 大 統領 は 、 第 9 項 お よび 第 64 条 第 4 項 に 従い 、 そ の 
後 の 手 続 の 実施 に 責任 を 負い 、 前 任 の 任意 の 機能 を 行使 する こと が で きる 裁判 室 を 構 
成す る も の と する 。 - こ れ ら の 訴訟 に 関連 し 、 適 用 で きる 裁判 室 。 
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パー ト 6。 
トラ イア ル 
第 62 条 
裁判 の 場所 
別段 の 定め が な い 限 り 、 裁 判 の 場所 は 裁判 所 の 席 と な る 。 
第 63 条 
被告 人 の 面前 で の 裁判 
1.1。 被告 人 は 、 裁 判 中 に 立ち 会 う も の と し ます 。 
2.2。 裁判 所 の 前 に いる 被告 人 が 引き 続き 裁判 を 妨害 する 場合 、 裁 判 室 は 被告 人 を 解任 する 
こと が で き 、 通 信 技 術 を 使用 し て 、 裁 判 を 観察 し 、 法 廷 の 外 か ら 弁 護 士 に 指示 する た 
め の 準 備 を する も の と し ます 。 も し 必要 な ら 。 こ の よう な 措置 は 、 他 の 合理 的 な 代替 
案 が 不 十 分 で ある こと が 証明 され た 後 の 例外 的 な 状況 で の み 、 厳 密 に 要求 され る 期間 
に の み 実 施さ れる も の と し ます 。 
第 64 条 
トラ イア ルチャ ン バ ー の 機能 と パワ ー 
1.1。 この 記事 に 記載 され て いる 裁判 室 の 機能 と 権限 は 、 こ の 法令 と 手続 き お よび 証拠 の 規 
則 に 従っ て 行使 され る も の と し ます 。 
2.2。 裁判 室 は 、 裁 判 が 公正 か つ 迅 速 で あり 、 被 告 人 の 権利 を 完全 に 尊重 し 、 被 害 者 と 証人 
の 保護 を 十分 に 尊重 し て 実施 され る こと を 保証 する も の と し ます 。 
3.3。 この 法令 に 従っ て 裁判 の た め の 事 件 が 割り 当て られ る と 、 事 件 を 処理 する た め に 割り 当て られ た 
裁判 室 は 以下 を 行う も の と し ます 。 
(a) 当事者 と 協議 し 、 促 進 す る た め に 必要 な 手順 を 採用 する 
手続 き の 公 正 か つ 迅 速 な 実施 。 
(b) トラ イア ル で 使用 する 1 つま た は 複数 の 言語 を 決定 し ます 。 と 
(c) この 法令 の 他 の 関連 規定 に 従い 、 裁 判 の 適切 な 準備 を 可能 に する た め に 、 裁 
判 の 開始 の 十分 前 に 、 以 前 に 開示 され て いな い 文 書 また は 情報 の 開示 を 規定 
する 。 
4.4。 公判 室 は 、 そ の 効果 的 か つ 公 正 な 機能 の た め に 必要 な 場合 、 予 備 的 な 問題 を 公判 前 
室 、 ま た は 必要 に 応じ て 公判 前 部 門 の 別 の 利用 可能 な 裁判 官 に 照会 する こと が で きま 
す 。 
5.5。 当事者 へ の 通知 に 応じ て 、 裁判 室 は 、 必 要 に 応じ て 、 複 数 の 被告 人 に 対す る 告訴 に 関 
し て 、 加 入 者 また は 退職 者 が いる こと を 指示 する こと が で きま す 。 
6.6。 裁判 前 また は 裁判 の 過程 で その 機能 を 実行 する 際 に 、 裁 判 室 は 必要 に 応じ て 次 の こと 


を 行う こと が で きま す 。 


(a) 第 61 条 で 言及 され て いる 審理 前 室 の 機能 を 行使 する 。 
ラダ ラン 11 
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7。 


8.8。 


9.9。 


10.10。 


(b) 必要 に 応じ て 、 こ の 法令 に 規定 され て いる 国 の 支援 を 得る こと に より 、 証 人 
の 出席 と 証言 、 文 書 お よび その 他 の 証拠 の 作成 を 要求 する 。 


(c) 機密 情報 の 保護 を 提供 し ます 。 


(d) 裁判 前 に すでに 収集 され た 証拠 、 ま た は 裁判 中 に 当事者 に よっ て 提示 され た 
証拠 に 加え て 、 証 拠 の 作成 を 命じ る 。 


(e) 被告 人 、 目 撃 者 お よび 犠牲 者 の 保護 を 提供 する 。 と 
(f) その他 の 関連 事項 を 決定 し ます 。 


裁判 は 公 の 場 で 行わ れる も の と する 。 た だ し 、 裁 判 室 は 、 特 別 な 状況 で は 、 第 68 条 に 
規定 され て いる 目的 の た め に 、 ま た は 証拠 と し て 提供 され る 機密 情報 を 保護 する た め 
に 、 特 定 の 手続 き を 非 公開 の セッ ショ ン に する 必要 が ある と 判断 する 場合 が あり ま 
す 。 


(a) 裁判 の 開始 時 に 、 裁 判 室 は 、 事 前 裁判 室 に よっ て 以前 に 確認 され た 告訴 を 被告 人 
に 読ん だ も の と する 。 裁判 室 は 、 被 告 人 が 起訴 の 性 質 を 理解 し て いる こと を 
認め な けれ ば な ら な い 。 それ は 彼 ま た は 彼女 に 第 65 条 に 従っ て 有罪 を 認め る 
か 、 ま た は 無罪 を 認め る 機会 与え る も の と する 。 


(b) 裁判 で は 、 裁 判 長 は 、 公 正 か つ 公 平 な 方 法 で 行わ れる こと を 保証 する こと を 
含め 、 手 続き の 実施 に つい て 指示 を 与え る こと が で きま す 。 裁判 長 の 指示 に 
従い 、 当 事 者 は 、 こ の 法令 の 規定 に 従っ て 証拠 を 提出 する こと が で きま す 。 


裁判 室 は 、 と ク あ ゲ 、 当 事 者 の 適用 また は それ 自体 の 動議 に 対す る 権限 : 


ュ ン 


証拠 の 許容 性 また は 関連 性 に 関す る 規則 。 と 
(b) ヒア リン グ の 過程 で 秩序 を 維持 する た め に 必要 な すべ て の 措置 を 講じ る 。 


裁判 室 は 、 手 続 を 正確 に 反映 する 裁判 の 完全 な 記録 が 作成 され 、 登 録 官 に よっ て 維持 
お よび 保存 され る こと を 保証 する も の と し ます 。 


(a 


第 65 条 
有罪 の 承認 に 関す る 議事 録 


1.1。 
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被告 人 が 第 64 条 第 8 項 (a) に 従っ て 有罪 を 認め た 場合 、 審 判 室 は 以下 を 決定 する も の 
と する 。 


(3) 被告 人 は 、 


罪悪 感 : 
(b) 入場 は 、 弁 護 人 と 十分 に 協議 し た 後 、 被 告 人 に よっ て 自発 的 に 行わ れ ま す 。 
と 


(c) 、 罪 の 自白 は 、 以 下 に 含ま れる 事件 の 事実 に に よっ て 裏付け られ て いま す 。 


(私 ) 検察 官 に よっ て 提起 され 、 被 告 人 に よっ て 認め られ た 告発 。 
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(ii) 起訴 を 補足 し 、 被 告 人 が 受け 入れ る 、 検 察 官 に よっ て 提示 され た 資 





料 。 と 
G⑪ 検察 官 ま た は 被告 人 に よっ て 提示 され た 、 証 人 の 証言 な どの 他 の 証 
拠 。 

2.2。 裁判 室 は 、 第 1 項 で 言及 され て いる 事項 が 確立 され て いる と 認め る 場合 、 有 罪 の 承認 
を 、 提 示さ れ た 追加 の 証拠 と と も に 、 承 認 の 対象 と な る 犯罪 を 証明 する た め に 必要 な 
すべ て の 本 質 的 な 事実 を 確立 する も の と 見 な す も の と し ます 。 有罪 は 関係 し て お り 、 
その 犯罪 の 被告 人 を 有罪 に する 可能 性 が あり ます 。 

3.3。 審判 室 は 、 第 1 項 の 事項 が 成立 し た こと に 不満 が ある 場合 は 、 有 罪 の 承認 が な され て い 
な いと みな し 、 そ の 場合 は 、 通 常 の 審理 手続 に より 審理 を 継続 する よう 命じ る 。 制 定 
法 を 制定 し 、 事 件 を 別 の 裁判 室 に 送金 する こと が で きま す 。 

4.4。 裁判 室 が 、 正 義 の 利益 、 特 に 被害 者 の 利益 の た め に 、 事 件 の 事実 の より 完全 な 提示 が 
必要 で ある と の 意見 で ある 場合 、 裁 判 室 は 以下 を 行う こと が で きま す 。 

(a) 証人 の 証言 を 含む 、 追 加 の 証拠 を 提示 する よう 検察 官 に 要請 する 。 ま た 

(b) この 法令 が 定め る 通常 の 審理 手続 の 下 で 審理 を 継続 する よう 命じ る 。 そ の 場 
合 、 有 罪 の 承認 は 行わ れ な か っ た と みな し 、 別 の 審判 室 に 事件 を 送金 する こ 
と が で きる 。 

5.5。 起訴 の 変更 、 有 罪 の 承認 、 ま た は 課せ られ る 罰則 に 関す る 検察 官 と 弁護 側 と の 間 の い 
か な る 話し 合い も 、 裁 判 所 を 拘束 する も の で は あり ませ ん 。 

第 66 条 

無罪 の 推定 

1.1。 適用 法 に 従い 、 裁 判 所 で 有罪 が 証明 され る まで 、 す べ て の 人 は 無罪 と 推定 され る も の 
と し ます 。 

2.2。 被告 人 の 有罪 を 立証 する 責任 は 検 察 記 に あり ます 。 

3.3。 被告 人 を 有罪 と する た め に 、 裁 判 所 は 合理 的 な 疑い を 超え て 被告 人 の 有罪 を 確信 し な 
けれ ば な り ま せん 。 

第 67 条 

被告 人 の 権利 

1.1。 告訴 の 決定 に お いて 、 被 告 人 は 、 こ の 法令 の 規定 を 考慮 し て 、 公 聴 会 、 公 平 に 行わ れ 


る 公正 な 公聴 会 、 お よび 以下 の 最低 限 の 保証 を 完全 に 平等 に 受 2 和 科す る の 
と し ます 。 


(a) 被告 人 が 完全 に 理解 し 、 話 す 言 語 で 、 告 訴 の 性 質 、 原 因 、 お よび 内 容 に つい て 迅 


速 か つ 詳細 に 通知 され る こと 。 


(b) 弁護 の 準備 の た め の 十 分 な 時 間 と 設備 を 持ち 、 被 告 人 が 選ん だ 弁 護 士 と 自信 
を 持っ て 自由 に 連絡 を 取り 合う こと 。 
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(c) 
(d) 


(e) 


(⑪ 


(g) 


(h) 
(私 ) 


遅滞 な く 試 すこ と が で きま す 。 


第 63 条 第 2 項 に 従い 、 裁 判 に 出席 し 、 直 接 ま た は 被告 人 の 選択 に よる 法 的 支援 
を 通じ て 弁護 を 行い 、 被 告 人 が 法 的 支援 を 受け て いな い 場 合 は 、 こ の 権利 に 
つい て 通知 を 受け 、 法 的 司法 の 利益 が その よう に 要求 する 場合 、 お よび 被告 
人 が それ を 支払 うた め の 十 分 な 手段 を 欠い て いる 場合 は 支払 いな し で 、 裁 判 
所 に よっ て 割り 当て られ た 支援 。 


彼 ま た は 彼女 に 対す る 証人 を 調査 する 、 ま た は 調査 し た こと 、 お よび 彼 ま た 
は 彼女 に 対す る 証人 と 同じ 条件 の 下 で 彼 ま た は 彼女 に 代わ っ て 証人 の 出席 お 
よび 検査 を 取得 する こと 。 被告 人 は また 、 抗 弁 を 提起 し 、 こ の 法律 の 下 で 許 
容 さ れる 他 の 証拠 を 提示 する 権利 を 有する も の と し ます 。 


裁判 所 の 議事 録 ま た は 文書 の いずれ か が 被告 人 が 完全 に 理解 で きる 言語 で な 
く 、 公 正 の 要件 を 満た す た め に 必要 な 有 能 な 通訳 者 の 支援 お よび その よう な 
翻訳 を 無料 で 受け る こと 。 話す : 


罪悪 感 また は 無実 の 決定 に お いて その よう な 沈黙 が 考慮 され る こと な く 、 証 
言 ま た は 罪悪 感 を 告白 し 、 沈 黙 を 保つ こと を 強制 され て は な ら な い 。 


彼 また は 彼女 の 弁護 に お いて 、 未 使用 の 口頭 また は 書面 に よる 陳述 を 行う こと 。 と 
立証 責任 の 逆転 また は 反論 の 責任 を 彼 ま た は 彼女 に 課 し て は な ら な い 。 





2.2。 この 法令 に 規定 され て いる 他 の 開示 に 加え て 、 検 察 記 は 、 実 行 可能 な 限り 速やか に 、 
被告 人 の 無実 を 示す また は 示す 傾向 が ある と 彼 ま た は 彼女 が 信じ る 検 索 官 の 所 持 ま た 
は 支配 に お ける 証拠 を 弁護 側 に 開示 する も の と し ます 。 被告 人 の 罪悪 感 、。 ま た は 起訴 
証拠 の 信頼 性 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 罪悪 感 を 軽減 し ます 。 こ の 段落 の 適用 に 関 
し て 疑わ し い 場 合 は 、 裁判 所 が 決定 する も の と し ます 。 


第 68 条 


層 牧 者 と 目撃 者 の 保護 と 訴訟 へ の 参加 


1.1。 裁判 所 は 、 被 害 者 と 証人 の 安全 、 身 体 的 お よび 心理 的 幸福 、 尊 厳 お よび プラ イバシー 
を 保護 する た め に 適切 な 措置 を 講じ る も の と し ます 。 そ うす る こと で 、 裁 判 所 は 、 年 
齢 、 第 7 条 第 3 項 で 定義 され て いる 性 別 、 健 康 、 お よび 犯罪 の 性 質 、 特 に 犯罪 が 性 的 関 
係 を 含む 場合 を 含む が これ ら に 限定 され な い 、 す べ て の 関連 要素 を 考慮 し な けれ ば な 
ら な い 。 また は ジェ ンダ ー 暴 力 ま た は 子供 に 対す る 暴力 。 検察 官 は 、 特 に その よう な 
犯罪 の 捜査 お よび 起訴 の 際 に その よう な 措置 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 こ れ ら の 措置 
は 、 被 告 人 の 権利 お よび 公正 か つ 公 平 な 裁判 を 害し た り 、 矛 盾 し た り し て は な ら な 


い 。 
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2.2。 第 67 条 に 規定 され て いる 公聴 会 の 原則 の 例外 と し て 、 裁 判 所 は 、 被 害 者 お よび 証人 ま 
た は 被告 人 を 保護 する た め に 、 カ メラ で 手続 き の 一 部 を 実施 する か 、 電 子 的 また は そ 
の 他 の 特別 な 方 法 で 証拠 を 提示 する こと を 許可 する こと が で きま す 。 意 味 。 特 に 、 そ 
の よう な 措置 は 、 性 的 暴力 の 被害 者 また は 被害 者 また は 証人 で ある 子供 の 場合 、 裁 判 
所 か ら 別 段 の 指示 が な い 限 り 、 す べ て の 状況 、 特 に 被害 者 また は 証人 の 見 解 を 考慮 し 
て 実施 され る も の と し ます 。 。 


3.3。 被害 者 の 個人 的 な 利益 が 影響 を 受け る 場合 、 裁 判 所 は 、 裁 判 所 に よっ て 適切 で ある と 
判断 され た 手続 き の 段 階 で 、 被 害 者 の 見 解 お よび 懸念 が 、 被 告 人 と 公正 か つ 公平 な 裁 
判 。 そ の よう な 見 解 お よび 懸念 は 、 手 続き お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 、 裁 判 所 が 適切 
で ある と 判断 し た 場合 、 被 害 者 の 法定 代理 人 に よっ て 提示 され る 場合 が あり ます 。 


4.4。 被害 者 お よび 証人 ユニ ッ ト は 、 第 43 条 第 6 項 に 記載 され て いる よう に 、 適 切な 保護 措 
置 、 セ キュ リティ の 取り 決め 、 カ ウン セリ ング お よび 支援 に つい て 検察 官 お よび 裁判 
所 に 助言 する こと が で きま す 。 


5.5。 この 法令 に 基づく 証拠 また は 情報 の 開示 が 証人 また は その 家族 の 安全 の 重大 な 危険 に 
つなが る 可能 性 が ある 場合 、 検 圭 官 は 、 裁 判 の 開始 前 に 行わ れ た 手続 き の 目的 で 、 そ 
の よう な こと を 差し 控え る こと が で きま す 。 証拠 また は 情報 を 提出 し 、 代 わり に その 
要約 を 提出 し て くだ さい 。 そ の よう な 措置 は 、 被 告 人 の 権利 お よび 公正 か つ 公平 な 裁 
判 を 害する こと も 矛盾 する こと も な い 方 法 で 行使 され な けれ ば な ら な い 。 


6.6。 国家 は 、 そ の 使用 人 また は 代理 人 の 保護 お よび 機密 情報 また は 機密 情報 の 保護 に 関し 
て 取ら れる べき 必要 な 措置 を 申請 する こと が で きま す 。 


第 69 条 

証拠 

1.1。 証言 する 前 に 、 各 証人 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 、 そ の 証人 に よっ て 与え られ 
る 証拠 の 真実 作 に つい て 約束 を し な けれ ば な ら な い 。 


2.2。 裁判 で の 証人 の 証言 は 、 第 68 条 また は 手続 お よび 証拠 規則 に 定め られ た 措置 に よっ て 
提供 され る 範囲 を 除い て 、 直 接 行わ れる も の と する 。 裁判所 は また 、 こ の 法令 に 従 
い 、 手 続き 規則 に 従っ て 、 ビ デオ また は オー ディ オ 技 術 に よる 証人 の viva voce ( 品 
頭 ) また は 記録 され た 証言 の 提供 、 な ら び に 文書 また は 書面 に よる 写し の 導入 を 許可 
する 場合 が あり ます 。 と 証拠 。 これ ら の 措置 は 、 被 告 人 の 権利 を 害し た り 、 矛 盾 し た 
り し て は な ら な い 。 


3.3。 当事者 は 、 第 64 条 に 従っ て 、 事 件 に 関連 する 証拠 を 提出 する こと が で きま す 。 裁 判 所 
は 、 真 実 の 決定 に 必要 で ある と 考え る すべ て の 証拠 の 提出 を 要求 する 権限 を 有する も 
の と し ます 。 
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4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


8.8。 


裁判 所 は 、 証 拠 の 妥当 性 また は 許容 性 に つい て 、 以 下 を 考慮 し て 裁定 する こと が で き 
ます 。 と ク か /、 証 拠 の 推定 的 価値 お よび その よう な 証拠 が 、 手 続き お よび 証拠 の 規 
則 に 従っ て 、 公 正 な 裁判 また は 証人 の 証言 の 公正 な 評価 を 引き 起こ す 可 能 性 の ある 偏 
見 。 


裁判 所 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 規定 され て いる よう に 、 守 秘 義務 に 関す る 特権 を 尊 
重 し 、 遵 守 す る も の と し ます 。 


裁判 所 は 、 常 識 の 事実 の 証明 を 要求 し な いも の と し ます が 、 そ れ ら に つい て 司法 上 の 通知 を 行う こと が 

で きま す 。 

この 法令 の 違反 また は 国際 的 に 認め られ た 人 権 に よっ て 得 ら れ た 証拠 は 、 次 の 場合 に 

は 許容 され な いも の と し ます 。 

(a) 違反 は 、 証 拠 の 信頼 性 に か な り の 疑い を 投げ か け ま す 。 ま た 

(b) 証拠 の 承認 は 、 訴 訟 の 完全 性 と は 正反対 で あり 、 重 大 な 損害 を 与え る 可能 性 が 
あり ます 。 


州 に よっ て 収集 され た 証拠 の 妥当 性 また は 許容 性 を 決定 する 場合 、 裁 判 所 は 州 の 国内 
法 の 適用 を 決定 し な いも の と し ます 。 


第 70 条 
司法 行政 に 対す る 犯罪 


1.1。 


2.2。 


3.3。 
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裁判 所 は 、 故 意 に 犯さ れ た 場合 、 そ の 司法 行政 に 対す る 以下 の 違反 に つい て 管轄 権 を 
有する も の と し ます 。 


(a) 第 69 条 に 基づく 義務 の 下 で 、 虚 偽 の 証言 を する こと 。 
パラ グラ フ 1、 実 を 言う と : 
(b) 当事者 が 虚偽 また は 偽造 で ある と 知っ て いる 証拠 を 提示 する 。 


(c) 証人 に 不正 に 影響 を 与え た り 、 証 人 の 出席 また は 証言 を 妨害 また は 妨害 し た 
り 、 証 言 を 行っ た り 、 証 拠 の 収集 を 破壊 、 改 ざん 、 ま た は 妨害 し た こと で 証 
人 に 報復 し た りす る こと 。 


(d) 裁判 所 の 役人 に 職務 を 遂行 し な いよ うに 、 ま た は 不適 切 に 遂行 する よう に 強 
制 ま た は 説得 する 目的 で 、 裁 判 所 の 役人 を 妨害 、 脅 迫 、 ま た は 不正 に 影響 を 
与え る こと 。 

(e) 裁判 所 の 役人 また は 他 の 役人 に よっ て 行わ れ た 義務 の た め に 裁判 所 の 役人 に 
対し て 報復 する こと 。 

(⑪ 公務 に 関連 し て 裁判 所 の 役人 と し て 賭 略 を 要求 また は 受け 入れ る 。 


本 条 に 基づく 犯罪 に 対す る 裁判 所 の 管轄 権 の 行使 を 規定 する 原則 お よび 手続 き は 、 手 
続き お よび 証拠 の 規則 に 規定 され て いる も の と し ます 。 本 条 に 基づく 訴訟 に 関し て 裁 
判 所 に 国際 協力 を 提供 する た め の 条 件 は 、 要 求 され た 国 の 国内 法 に 準拠 する も の と し 
ます 。 


有罪 判決 が 下さ れ た 場合 、 裁 判 所 は 5 年 以下 の 懲役 、 ま た は 手続 き と 証拠 の 規則 に 従っ 
た 罰金 、 あ る い は その 両方 を 課す こと が で きま す 。 
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4.4。 (a) 各 締 約 国 は 、 自 身 の 調査 また は 司法 プロ セス の 完全 性 に 対す る 犯罪 を 罰する 
刑法 を 、 こ の 記事 で 言及 され て いる 、 そ の 領土 で 、 ま た は その 国民 の 1 人 に 
よっ て 犯さ れ た 司法 行政 に 対す る 犯罪 に まで 拡大 する も の と し ます 。 


(b) 裁判 所 の 要請 に 応じ て 、 そ れ が 適切 で ある と 判断 し た 場合 は いつ で も 、 締 約 国 は 、 
起訴 の 目的 で その 管轄 当局 に 事件 を 提出 する も の と し ます 。 これら の 当局 は 、 そ の 
よう な 事件 を 勤 名 に 扱い 、 そ れ ら が 効果 的 に 実施 され る こと を 可能 に する の に 十分 
な 資源 を 投入 し な けれ ば な ら な い 。 


第 71 条 
裁判 所 で の 違法 行為 に 対す る 制裁 


1.1。 裁判 所 は 、 法 廷 か ら の 一 時 的 また は 恒久 的 な 退去 な どの 懲役 以外 の 行政 措置 、 久 金 ま 
た は その 他 の 同様 の 措置 に より 、 訴 訟 の 中 断 ま た は その 指示 に 従う こと の 故意 の 拒否 
を 含む 、 違 法 行為 を 行っ た 者 を 制裁 する こと が で きま す 。 手続 き と 証 拠 の 規則 で 。 


2.2。 第 1 項 に 定め る 措置 の 農 課 を 規定 する 手続 は 、 手 続 お よび 証拠 の 規則 に 規定 され て いる 
も の で な けれ ば な ら な い 。 


第 72 条 
国家 安全 保障 情報 の 保護 


1.1。 この 条項 は 、 国 家 の 情報 また は 文書 の 開示 が 、 そ の 国家 の 意見 に お いて 、 そ の 国家 安 
全 保 障 上 の 利益 を 害する 場合 に 適用 され ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 第 56 条 、 第 2 項 
お よび 第 3 項 、 第 61 条 、 第 3 項 、 第 64 条 、 第 3 項 、 第 67 条 、 第 2 項 、 第 68 条 、 第 6 項 、 第 
87 条 、 第 6 項 、 お よび 第 93 条 の 範囲 に 該当 する 場合 が 含ま れ ま す 。 ま た 、 そ の よう な 
開示 が 問題 と な る 可能 性 の ある 手続 き の 他 の 段階 で 発生 する ケー ス 。 


2.2。 この 条項 は 、 情 報 ま た は 証拠 の 提供 を 要求 され た 者 が そう する こと を 拒否 し た 場合 、 
また は 開示 が 国家 の 国家 安全 保障 上 の 利益 を 害する と いう 理由 で 問題 を 国家 に 照会 
た 場合 に も 適用 され 、 関 係 する 国家 は 次 の こと を 確認 し ます 。 開示 は 国家 安全 保障 上 
の 利益 を 害する だ ろう と いう 意見 で す 。 


3.3。 本条 の いか な る 規定 も 、 第 54 条 、 第 3 項 (e) お よび (⑪) に 基づい て 適用 され る 守秘 義 
務 の 要件 、 ま た は 第 73 条 の 適用 を 損なう も の で は あり ませ ん 。 


4.4。 国家 の 情報 また は 文書 が 手続 の いずれ か の 段階 で 開示 され て いる 、 ま た は 開示 され る 
可能 性 が ある こと を 国家 が 知り 、 開 示 が 国家 安全 保障 上 の 利益 を 害する と いう 意見 で 
ある 場合 、 そ の 国家 は 以下 の 権利 を 有する も の と し ます 。 こ の 記事 に 従っ て 問題 の 解 
決 を 得る た め に 介入 し ます 。 


5.5。 国家 の 意見 で 、 情 報 の 開示 が 国家 安全 保障 上 の 利益 を 害する 場合 、 検 守 官 、 防 衛 機 
関 、 ま た は 審理 前 室 ま た は 審理 室 と 協力 し て 行動 する すべ て の 合理 的 な 措置 が 国 に 
よっ て 講じ られ ます 。 場合 に よっ て は 、 協 力 的 な 手段 で 問題 を 解決 し よう と する こと 
か も し れ ま せん 。 こ の よう な 手順 に は 、 次 の も の が 含ま れ ま す 。 


(a) リク エス ト の 変更 また は 明確 化 。 
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(b) 求め られ た 情報 また は 証拠 の 関連 性 に 関す る 裁判 所 に よる 決定 、 ま た は 証拠 
が 関連 性 が ある も の の 、 要 求 さ れ た 国 以 外 の 情報 源 か ら 取 得 さ れ た 可能 性 が 
ある か どう か に 関す る 決定 。 


(c) 、 別 の 情報 源 ま た は 別 の 形式 で 情報 また は 証拠 を 入手 する 。 ま た 


(d) と り わ け 、 要 約 ま た は 編集 の 提供 、 開 示 の 制限 、 カ メラ で の 使用 、 ま た は 蒼 
症 素 手続 、 ま た は 法令 お よび 手続 き と 証拠 の 規則 の 下 で 許容 され る その 他 の 
保護 措置 。 


6.6。 協力 的 手段 を 通じ て 問題 を 解決 する た め の す べ て の 合理 的 な 措置 が 講じ られ た 後 、 
家 が 国家 安全 保障 上 の 利益 を 害する こと な く 情 報 ま た は 文書 を 提供 また は 開示 で きる 
手段 また は 条件 が な いと 判断 し た 場合 、 国 は その よう に 通知 する も の と し ます 。 理由 
の 具体 的 な 説明 自体 が 必然 的 に 国家 の 国家 安全 保障 上 の 利益 に その よう な 偏見 を も た 
ら す 場合 を 除い て 、 検 察 記 また は その 決定 の 具体 的 な 理由 の 裁判 所 。 


7。 その 後 、 裁 判 所 が 、 証 拠 が 被告 人 の 有罪 また は 無罪 の 立証 に 関連 し 、 必 要 で ある と 判 
断 し た 場合 、 裁 判 所 は 以下 の 措置 を 講じ る こと が で きま す 。 


(a) 第 9 部 また は 第 2 項 に 記載 の 状況 に 基づく 協力 の 要請 に 従っ て 情報 また は 文書 の 
開示 が 求め られ 、 国 が 第 93 条 第 4 項 に 記載 の 拒絶 の 理由 を 提起 し た 場合 。 


(私 ) 裁判 所 は 、 サ ブ パ ラグ ラフ 7 (a) (ii) で 言及 され て いる 結論 を 出す 
前 に 、 州 の 代表 を 検討 する 目的 で さら な る 協議 を 要求 する こと が で き 
ます 。 


(iij) 裁判 所 が 、 事 件 の 状況 に お いて 、 第 93 条 第 4 項 に 基づく 拒絶 の 理由 を 
行使 する こと に より 、 請 求 さ れ た 国 が 本 法 に 基づく 義務 に 従っ て 行動 
し て いな いと 結論 付け た 場合 、 裁 判 所 は 、 結 論 の 理由 を 明記 し た 第 87 
条 第 7 項 。 と 


⑯⑩ 裁判 所 は 、 状 況 に 応じ て 、 事 実 の 存在 また は 非 存在 に 関し て 被告 人 の 
裁判 で その よう な 推論 を 行う こと が で きま す 。 ま た 
(b) 他 の すべ て の 状況 で は : 
(ij) 注文 の 開示 : また 


(ii) 開示 を 命じ な い 範 囲 で 、 そ の よう な 推論 を 
状況 に 応じ て 、 事 実 の 存在 また は 非 存在 に 関す る 被告 人 の 裁判 。 
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第 73 条 
サー ド パ ー テ ィ の 情報 また は ドキ ュ メ ント 


締約 国 は 、 州 、 政 府 間組 織 、 ま た は 国際 機関 に よっ て 秘密 裏 に 開示 され た 、 そ の 保管 、 所 持 、 
また は 管理 に お ける 文書 また は 情報 の 提供 を 裁判 所 か ら 要 求 さ れ た 場合 、 開 示す る た め に オリ 
ジ ネ ー タ ー の 同意 を 求め る も の と し ます 。 そ の 文書 また は 情報 。 オ リ ジ ネ ー タ ー が 締約 国 で あ 
る 場合 、 第 72 条 の 規定 に 従い 、 情 報 ま た は 文書 の 開示 に 同意 する か 、 裁 判 所 と の 開示 の 問題 を 
解決 する こと を 約束 する も の と し ます 。 オ リ ジ ネ ー タ ー が 締約 国 で は な く 、 開 示 に 同意 し た 場 
合 、 要 求 さ れ た 国 は 、 オ リ ジ ネ ー タ ー に 対す る 既存 の 機密 保持 義務 の た め に 文書 また は 情報 を 
提供 で き な い こと を 裁判 所 に 通知 する も の と し ます 。 


第 74 条 
決定 の 要件 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 
5.5。 


裁判 室 の すべ て の 裁判 官 は 、 裁 判 の 各 段 階 お よび 審議 中 ずっ と 出席 する も の と し ま 
す 。 大 統領 は 、 ケ ー ス バイ ケー ス で 、 可 能 な 場合 、 裁 判 の 各 段 階 に 出席 し 、 そ の メン 
バー ガ が 出席 を 続け る こと が で き な い 場合 は 、 裁 判 室 の メン バー を 交代 させ る 1 人 以上 の 
代替 裁判 官 を 指名 する こと が で きま す 。 


審理 室 の 決定 は 、 証 拠 の 評価 と 手続 き 全体 に 基づく も の と し ます 。 決 定 は 、 料 金 お よ 
び 料 金 の 修正 に 記載 され て いる 事実 お よび 状況 を 超え て は な り ま せん 。 裁 判 所 は 、 裁 
判 で 提出 され 、 審 理 さ れる 前 に 議論 され た 証拠 に の み 基づい て 決定 を 下す こと が で き 
ます 。 

裁判 官 は 、 彼 ら の 決定 に お いて 全会 一 致 を 達成 し よう と 試み な けれ ば な ら ず 、 そ れ が 失敗 し た 場 
合 、 裁 判官 の 過半 数 が 決定 を 下す も の と する 。 

裁判 室 の 審議 は 秘密 の まま で な けれ ば な ら な い 。 

決定 は 書面 で 行わ れる も の と し 、 証 拠 と 結論 に 関す る 裁判 室 の 調査 結果 の 完全 か つ 合 
理 的 な 声明 を 含む も の と し ます 。 審判 室 は 1 つの 決定 を 下す も の と し ます 。 全会 一 致 が 
な い 場 合 、 裁 判 室 の 決定 に は 、 多 数 派 と 少数 派 の 見 解 が 含ま れる も の と し ます 。 決定 
また は その 要約 は 、 公 開 裁 判 所 で 提出 され る も の と し ます 。 


第 75 条 
犠牲 者 へ の 賠償 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


裁判 所 は 、 賠 償 、 補 償 お よび リハ ビリ テー ショ ン を 含む 、 被 害 者 へ の 、 ま た は 被害 者 に 関 
する 賠償 に 関連 する 原則 を 確立 する も の と し ます 。 こ れ に 基づい て 、 裁 判 所 は 、 そ の 決定 
に お いて 、 要 求 に 応じ て 、 ま た は 例外 的 な 状況 で の 独自 の 申し 立て に 基づい て 、 被 害 者 に 
対す る 、 ま た は 被害 者 に 関す る 損害 、 損 失 、 お よび 傷害 の 範囲 と 範囲 を 決定 し 、 そ の 原則 
を 述べ る こと が で きま す 。 そ れ は 行動 し て いま す 。 


裁判 所 は 、 賠 償 、 補 償 お よび リハ ビリ テー ショ ン を 含む 、 被 害 者 へ の 、 ま た は 被害 者 
に 関す る 適切 な 賠償 を 指定 する 有罪 判決 を 受け た 人 物 に 対し て 直接 命令 を 下す こと が 
で きま す 。 必要 に 応じ て 、 裁 判 所 は 、 第 79 条 に 規定 され て いる 信託 基金 を 通じ て 賠償 
金 の 支払 い を 命じ る こと が で きま す 。 


本 条 に 基づく 命令 を 行う 前 に 、 裁 判 所 は 、 有 罪 判 決 を 受け た 者 、 被 害 者 、 そ の 他 の 利 
害 関係 者 また は 利害 関係 国 か ら の 、 ま た は それ ら に 代わ っ て の 表明 を 招請 し 、 考 慮 に 
入れ る も の と し ます 。 
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4.4。 裁判 所 は 、 本 条 に 基づく 権限 を 行使 する に あたり 、 裁 判 所 の 管轄 内 で 犯罪 の 有罪 判 決 
を 受け た 後 、 本 条 に 基づく 命令 を 実施 する た め に 、 次 の こと を 行う 必要 が ある か どう 
か を 判断 する こと が で きま す 。 第 93 条 第 1 項 に 基づく 措置 を 求め る 。 

5.5。 締約 国 は 、 第 109 条 の 規定 が 本 条 に 適用 され る か の よう に 、 本 条 に 基づく 決定 を 実施 
する も の と する 。 

6.6。 この 記事 の いか な る 内 容 も 、 国 内 法 ま た は 国際 法 に 基づく 被害 者 の 権利 を 害する も の と し て 解釈 
され る も の で は あり ませ ん 。 

第 76 条 

量刑 

1.1。 有罪 判決 が 下さ れ た 場合 、 裁 判 室 は 、 課 され る 適切 な 判決 を 検討 し 、 そ の 判決 に 関連 
する 、 提 示さ れ た 証拠 お よび 裁判 中 に 行わ れ た 提出 を 考慮 に 入れ る も の と し ます 。 

2.2。 第 65 条 が 適用 され る 場合 を 除き 、 審 理 が 完了 する 前 に 、 審 理 室 は 独自 の 申立 て を 行う 
こと が で き 、 検 索 記 また は 被告 人 の 要請 に 応じ て 、 判 決 に 関連 する 追加 の 証拠 また は 
提出 物 を 聞く た め に さら な る 笑 理 を 行う も の と し ます 。 手順 と 証拠 の 規則 に 従っ て 。 

3.3。 パラ グラ フ 2 が 適用 され る 場合 、 第 75 条 に 基づく 表明 は 、 パ ラグ ラフ 2 で 言及 され て いる 追 
加 の ヒア リン グ 中 に 、 ま た 必要 に 応じ て 追加 の ヒア リン グ 中 に 聴取 され る も の と し ます 。 

4.4。 判決 は 公 の 場 で 、 そ し て 可能 な 限り 被告 人 の 面前 で 発音 され な けれ ば な ら な い 。 
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パー ト 7。 


六 則 
第 77 条 
適用 され る 罰則 


1.1。 第 110 条 に 従い 、 裁 判 所 は 、 こ の 法令 の 第 5 条 で 言及 され て いる 犯罪 で 有罪 判決 を 受け 
た 者 に 以下 の 罰則 の いずれ か を 課す こと が で きま す 。 


(a) 指定 され た 年 数 の 懲役 。 最 長 30 年 を 超え て は な ら な い 。 また 


(b) 犯罪 の 極端 な 重大 性 と 有罪 判決 を 受け た 人 の 個々 の 状況 に よっ て 正当 化 さ れ 
る 場合 の 終身 刑 。 


2.2。 懲役 に 加え て 、 裁 判 所 は 以下 を 命じ る こと が で きま す 。 
(a) 手続 き お よび 証拠 の 規則 に 規定 され た 基準 に 基づく 罰金 。 


(b) 善意 の 第 三 者 の 権利 を 害する こと な く 、 そ の 犯罪 か ら 直 接 的 また は 間接 的 に 得 
られ た 収益 、 財 産 、 お よび 資産 の 没収 。 





第 78 条 

文 の 決定 

1.1。 判決 を 下す 際 に 、 裁 判 所 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 、 犯 罪 の 重大 性 や 有 曹 判決 
を 受け た 人 の 個々 の 状況 な どの 要因 を 考慮 に 入れ る も の と し ます 。 


2.2。 懲役 刑 を 科す 場合 、 裁 判 所 は 、 裁 判 所 の 命令 に 従っ て 以前 に 拘留 され て いた 時 間 を 差 
し 引く も の と し ます 。 裁 判 所 は 、 犯 罪 の 根底 に ある 行為 に 関連 し て 拘留 に 費やさ れ た 
時 間 を 差し 引く こと が で きま す 。 


3.3。 人 が 複数 の 犯罪 で 有罪 判決 を 受け た 場合 、 裁 判 所 は 、 各 犯罪 に つい て の 判決 と 、 人 懲役 
の 合計 期間 を 指定 する 合同 判決 を 宣告 する も の と し ます 。 こ の 期間 は 、 宣 告 さ れ た 最 
高 の 個人 の 判決 以上 で あり 、 第 77 条 第 1 項 (b) に 準拠 し た 30 年 の 懲役 また は 終身 刑 の 
判決 を 超え て は な ら な い 。 


第 79 条 
言 託 基金 


1.1。 信託 基金 は 、 裁 判 所 の 管轄 内 の 犯罪 の 被害 者 お よび その よう な 被害 者 の 家族 の 利益 の 
た め に 、 締 約 国会 議 の 決定 に よっ て 設立 され る も の と し ます 。 


2.2。 裁判 所 は 、 罰 金 ま た は 没収 に より 徴収 され た 金銭 お よび その 他 の 財産 を 、 裁 判 所 の 命令 に 
より 信託 基金 に 譲渡 する よう 命じ る こと が で きま す 。 


3.3。 信託 基金 は 、 締 約 国会 議 に よっ て 決定 され る 基準 に 従っ て 管理 され る も の と し ます 。 
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第 80 条 
罰則 お よび 国内 法 の 国内 適用 に 対す る 不利 益 


この パー ト の 内 容 は 、 国 内 法 で 規定 され た 禄 則 の 州 に よる 適用 、 ま た は この パー ト で 規定 され 
た 禄 則 を 規定 し て いな い 州 法 に 影響 与え る も の で は あり ませ ん 。 
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パー ト 8。 

上 訴 と 改訂 

第 81 条 

無罪 判決 また は 有罪 判決 また は 判決 に 対し て 上 訴 する 


1.1。 第 74 条 に 基づく 決定 は 、 以 下 の 手 続き お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 上 訴 す る こと が で き 
ます 。 


(a) 検察 官 は 、 次 の いずれ か の 理由 で 上 訴 す る こと が で きま す 。 
(i) 手続 き 上 の 誤り 、 
(ii) 事実 の 誤り 、 ま た は 
(ii) 法律 の 誤り 。 
(b) 有罪 判決 を 受け た 者 、 ま た は その 者 に 代わ っ て 検察 官 は 、 次 の いずれ か の 理 
由 で 上 訴 す る こと が で きま す 。 
(i) 手続 き 上 の 誤り 、 
(ii) 事実 の 誤り 、 
(iii) 法律 の 誤り 、 ま た は 
(iv) 手続 また は 決定 の 公平 性 また は 信頼 性 に 影響 を 与え る その 他 の 理由 。 


2.2。 (a) 判決 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 、 犯 罪 と 判決 の 間 の 不 均衡 を 理由 に 、 
検察 包ま た は 有罪 判決 を 受け た 者 に よっ て 上 訴 さ れる 場合 が あり ます 。 


(b) 判決 に 対す る 上 訴 に お いて 、 裁 判 所 は 、 有 罪 判 決 が 全体 的 また は 部 分 的 に 取 
り 消 され る 可能 性 の ある 理由 が ある と 判断 し た 場合 、 検 索 記 お よび 有罪 判決 
を 受け た 者 に 、 第 81 条 第 1 項 (。) また は (b) 、 第 83 条 に 従っ て 有罪 判決 を 
下す こと が で きる 。 


(c) 裁判 所 が 有罪 判決 に 対す る 上 訴 の み で 、 第 2 項 (a) に 基づく 判決 を 減刑 する 
理由 が ある と 判断 し た 場合 に も 、 同 じ 手 順 が 適用 され ます 。 


3.3。 (a) 裁判 室 が 別段 の 命令 を し な い 限 り 、 有 罪 判 決 を 受け た 者 は 上 訴 ま で 拘留 され 
続け る も の と し ます 。 
(b) 有罪 判決 を 受け た 者 の 拘留 期間 が 懲役 刑 を 超え た 場合 、 そ の 者 は 釈放 され る 


も の と する 。 た だ し 、 検 察 官 も 上 訴 し て いる 場合 は 、 釈 放 は 以下 の サブ パラ 
グラ フ (c) の 条件 に 従う も の と する 。 
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(c) 無罪 判決 の 場合 、 被 告 人 は 、 以 下 を 条件 と し て 、 直 ち に 釈放 され る も の と し 
ます 。 


(私 ) 例外 的 な 状況 下 で 、 そ し て 考慮 し て 、 と ク あ が 、 飛 行 の 具体 的 な リス 
ク 、 起 訴 さ れ た 犯罪 の 深刻 さ 、 お よび 上 訴 で の 成功 の 可能 性 に 対し 
て 、 検 圭 官 の 要請 に より 、 裁 判 室 は 、 上 訴 を 保留 し て いる 人 の 拘留 を 
維持 する こと が で きま す 。 


(ii) サブ パラ グラ フ (c) ⑪) に 基づく 審理 室 に よる 決定 は 、 手 続 お よび 
証拠 の 規則 に 従っ て 上 訴 す る こと が で きま す 。 


4.4。 パラ グラ フ 3 (a) お よび (b) の 規定 に 従い 、 決 定 ま た は 判決 の 執行 は 、 上 訴 が 認 
られ て いる 期間 中 お よび 上 訴 手 続 の 期間 中 、 停 止 さ れる も の と し ます 。 
第 82 条 
他 の 決定 に 対し て 上 訴 す る 
1.1。 いずれ の 当事者 も 、 手 続き お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 、 以 下 の 決 定 の いずれ か に 上 訴 
する こと が で きま す 。 
(a) 管轄 権 ま た は 許容 性 に 関す る 決定 。 
(b) 調査 また は 起訴 され て いる 人 の 釈放 を 許可 また は 拒否 する 決定 。 
(c) 第 56 条 第 3 項 に 基づく 独自 の イニ シア チ ブ に 基づい て 行動 する と いう 審理 前 会 議 の 
決定 。 
(d) 手続 の 公正 か つ 迅 速 な 実施 また は 審理 の 結果 に 重大 な 影響 を 与え る 問題 を 含 
む 決 定 で あり 、 審 理 前 また は 審理 室 の 意見 で は 、 控 訴 院 に よる 即時 の 解決 が 
実質 的 に 行わ れる 可能 性 が あり ます 。 手続 き を 進め ます 。 
2.2。 第 57 条 第 3 項 (d) に 基づく 審理 前 室 の 決定 は 、 審 理 前 室 の 許可 を 得 て 、 関 係 国 ま た は 
検察 官 に よっ て 上 訴 さ れる 場合 が あり ます 。 控訴 は 迅速 に 審理 され る も の と し ます 。 
3.3。 訴え は 、 訴 え 室 が 要求 に 応じ て 手続 き と 証拠 の 規則 に 従っ て 命令 し な い 限 り 、 そ れ 自 
体 が 一 時 的 な 効果 を 持た な いも の と し ます 。 
4.4。 被害 者 の 法定 代理 人 、 有 罪 判 決 を 受け た 者 、 ま た は 第 75 条 に 基づく 命令 に よっ て 悪 影 
響 を 受け た 財産 の 善意 の 所 有 者 は 、 手 続き お よび 証拠 の 規則 に 規定 され て いる よう 
に 、 賠 償 命 令 に 対し て 上 訴 す る こと が で きま す 。 
第 83 条 
上 訴 の 議事 録 
1.1。 第 81 条 お よび 本 条 に 基づく 手続 の 目的 の た め に 、 上 訴 室 は 、 審 理 室 の すべ て の 権限 を 
有する も の と し ます 。 
2.2。 控訴 院 は 、 控 訴 さ れ た 手続 が 決定 また は 判決 の 信頼 性 に 影響 を 与え る 方 法 で 不 公正 で ある 
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と 判断 し た 場合 、 ま た は 控訴 され た 決定 また は 判決 が 事実 また は 法律 の 誤り また は 手続 き 
上 の 誤り に よっ て 重大 な 影響 を 受け た と 判断 し た 場合 、 次 の よう に な り ま す 。 
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(a) 決定 また は 文 を 逆 に する か 修正 する 。 ま た 
(D) 。 別 の トラ イア ルチャ ン バ ー の 前 に 新しい トラ イア ル を 注文 し て くだ さい 。 


これ ら の 目的 の た め に 、 控 訴 院 は 、 事 実 上 の 問題 を 元 の 審判 室 に 差し 戻し 、 問 題 を 特 
定 し て それ に 応じ て 報告 する か 、 ま た は それ 自体 が 証拠 を 呼び 出し て 問題 を 特定 する 
場合 が あり ます 。 判 決ま た は 判決 が 有罪 判決 を 受け た 者 、 ま た は その 者 に 代わ っ て 検 
察 官 に に っ て の み 上 訴 さ れ た 場合 、 そ れ を 彼 ま た は 彼女 の 不利 益 に 修正 する こと は で 
きま せん 。 


3.3。 判決 に 対す る 控訴 に お いて 、 控 訴 院 は 、 そ の 判決 が 犯罪 に 不 釣 り 合 いで ある と 判断 し 
た 場合 、 第 7 部 に 従っ て 判決 を 変更 する こと が で きま す 。 

4.4。 控訴 院 の 判決 は 、 裁 判官 の 過半 数 に よっ て 行わ れ 、 公 開 裁判 所 で 行わ れる も の と し ま 
す 。 判 決 は 、 そ れ が 基づい て いる 理由 を 述べ な けれ ば な ら な い 。 全会 一 致 が な い 場 
合 、 上 訴 室 の 判決 に は 多数 派 と 少数 派 の 見 解 が 含ま れる も の と し ます が 、 裁 判官 は 法 
の 問題 に つい て 別個 の また は 反対 意見 を 提出 する こと が で きま す 。 

5.5。 控訴 院 は 、 無 罪 判 決ま た は 有罪 判決 を 受け た 者 が 不在 の 場合 に 判決 を 下す こと が で き 
ます 。 

第 84 条 


有罪 判決 また は 判決 の 改訂 


1.1。 


有罪 判決 を 受け た 者 、 ま た は 死亡 後 、 被 告 人 か ら そ の よう な 請求 を 行う よう に 書面 で 
明示 的 に 指示 され た 、 被 告 人 の 死 詞 時 に 生き て いた 配偶 者 、 子 供 、 両 親 、 ま た は 1 人 の 
人 、 ま た は その 人 に 代わ っ て 検察 官 が 申請 する こと が で きま す 。 次 の 理由 で 有罪 判決 
また は 判決 の 最終 判決 を 修正 する た め に 控訴 院 に 。 


(a) 次 の よう な 新しい 証拠 が 発見 され まし た 。 
(私 ) 審理 の 時 点 で は 利用 で きず 、 そ の よう な 利用 で き な い こと は 、 申 請 を 行っ た 当 
事 者 に 完全 に また は 部 分 的 に 起因 する も の で は あり ませ ん で し た 。 と 
(ii) 裁判 で 証明 され て いれ ば 、 別 の 評決 が 下さ れる 可能 性 が あっ た こと は 
十分 に 重要 で す 。 
(b) 裁判 で 考慮 され 、 有 罪 判決 が 依存 する 決定 的 な 証拠 が 虚偽 、 偽 造 、 ま た は 改 
ざん され て いる こと が 新た に 発見 され まし た 。 
(c) 有罪 判決 また は 起訴 の 確認 に 参加 し た 1 人 以上 の 裁判 官 は 、 そ の 場合 、 そ の 裁 
判官 また は 第 46 条 に 基づく 裁判 官 の 解任 を 正当 化す る の に 十分 な 重大 な 違法 
行為 また は 重大 な 義務 違反 を 犯し た 。 。 
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2.2。 


控訴 院 は 、 根 拠 が な いと 判断 し た 場合 、 申 請 を 却下 する も の と し ます 。 ア プリ ケー ショ ン が 価値 
が ある と 判断 し た 場合 は 、 必 要 に 応じ て 次 の こと を 行う こと が で きま す 。 


(a) 元 の 裁判 室 を 再 召 集 す る 。 
(b) 新しい 裁判 室 を 構成 する 。 ま た 
(c) 問題 の 管轄 権 を 保持 し 、 


手続 お よび 証拠 規則 に 定め られ た 方 法 で 当事者 の 意見 を 聞い た 後 、 判 決 を 修正 すべ き 
か どう か の 決定 に 到達 する こと を 目的 と し て 。 


第 85 条 
逮捕 また は 有罪 判決 を 受け た 人 へ の 補償 


1.1。 


2.2。 


3.3。 
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不法 な 退 捕 ま た は 拘禁 の 犠牲 に な っ た 人 は 誰 で も 、 補 償 の 強制 力 の ある 権利 を 有する 
も の と し ます 。 


ある 人 が 最終 決定 に より 刑事 犯罪 で 有罪 判決 を 受け た と き 、 お よび その 後 、 新 た に ま 
た は 新た に 発見 され た 事実 が 完 罪 が あっ た こと を 決定 的 に 示し て いる と いう 理由 で 彼 
また は 彼女 の 有罪 判決 が 覆 さ れ た と き 、 そ の よう な 有罪 判決 の 結果 と し て 被っ た 刑罰 
は 、 時 間 内 に 未知 の 事実 の 非 開 示 が 完全 に また は 部 分 的 に 彼 ま た は 彼女 に 起因 する こ 
と が 証明 され な い 限 り 、 法 律 に 従っ て 補償 され る も の と し ます 。 


例外 的 な 状況 で は 、 裁 判 所 が 重大 か つ 明 白 な 先 罪 が あっ た こと を 示す 決定 的 な 事実 を 
認め た 場合 、 そ の 裁量 に より 、 手 続 お よび 証拠 の 規則 に 規定 され た 基準 に 従っ て 、 そ 
の 理由 で 無罪 判決 また は 訴訟 の 終了 の 最終 決定 に 続い て 拘留 か ら 解 放さ れ た 。 
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パー ト 9。 


国際 協力 と 司法 支援 


第 86 条 

協力 する 一 般 的 な 義務 

締約 国 は 、 こ の 法令 の 規定 に 従い 、 裁 判 所 の 管轄 内 で の 犯罪 の 調査 お よび 訴追 に お いて 裁判 所 
に 全面 的 に 協力 する も の と し ます 。 


第 87 条 
協力 の 要請 : 一 般 規 定 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


(a) 裁判 所 は 、 締 約 国 に 協力 を 要請 する 権限 を 有する も の と し ます 。 要請 は 、 批 
准 、 受 諾 、 承 認 また は 加入 の 際 に 各 締 約 国 に よっ て 指定 され る 可能 性 の ある 
外交 チャ ネル また は その 他 の 適切 な チャ ネル を 介し て 送信 され る も の と し ま 


す 。 
その 後 の 指定 の 変更 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 各 締 約 国 に よっ て 行わ 
れる も の と し ます 。 


(b) 必要 に 応じ て 、 サ ブ パ ラグ ラフ (a) の 規定 を 害する こと な く 、 国 際 刑 事 警察 
機構 また は 適切 な 地域 組織 を 通じ て 要請 を 送信 する こと も で きま す 。 


協力 の 要請 お よび 要請 を 裏付け る 文書 は 、 批 准 、 受 諾 時 に その 国 が 行っ た 選択 に 従っ 
て 、 要 請 され た 国 の 公用 語 ま た は 裁判 所 の 作業 言語 の 1 つ へ の 翻訳 で ある か 、 ま た は そ 
れ を 伴う も の と し ます 。 、 承 認 また は 加入 。 


この 選択 に 対す る その 後 の 変更 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 に 従っ て 行わ れる も の と し ま 
す 。 


要請 され た 国 は 、 要 請 の 実行 に 開示 が 必要 な 場合 を 除き 、 協 力 の 要請 お よび 要請 を 裏 
付け る 文書 を 秘密 に 保つ も の と し ます 。 


この パー ト に 基づい て 提示 され た 支援 の 要請 に 関連 し て 、 裁 判 所 は 、 被 害 者 、 潜 在 的 
な 証人 、 お よび 彼ら の 家族 。 裁 判 所 は 、 こ の パー ト に 基づい て 利用 可能 に な る 情報 
は 、 被 害 者 、 潜 在 的 な 証人 、 お よび その 家族 の 安全 と 身体 的 また は 心理 的 幸福 を 保護 
する 方 法 で 提供 お よび 処理 され る こと を 要求 する 場合 が あり ます 。 


裁判 所 は 、 臨 時 の 取り 決め 、 か か る 州 と の 合意 、 ま た は その 他 の 適切 な 根拠 に 基づい 
て 、 本 条 に 基づく 支援 を 提供 する た め に 、 本 法 の 当事者 で は な い 国 を 招待 する こと が 
で きま す 。 


臨時 の 取り 決め また は 裁判 所 と の 合意 を 締結 し た この 法令 の 当事者 で は な い 国 が 、 そ 
の よう な 取り 決め また は 合意 に 基づく 要求 に 協力 し な い 場 合 、 裁 判 所 は 、 締 約 国 議 会 
に その よう に 通知 する こと が で きま す 。 安全 保障 理事 会 は この 問題 を 裁判 所 、 安 全 保 
障 理事 会 に 付託 し た 。 
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6.6。 裁判 所 は 、 政 府 間組 織 に 情報 や 文書 の 提供 を 求め る こと が で きま す 。 裁判 所 は また 、 
その よう な 組織 と 合意 する こと が で き 、 そ の 能力 また は 権限 に 応じ た 他 の 形態 の 協力 
お よび 支援 を 求め る こと が で きま す 。 


7。 締約 国 が 本 法 の 規定 に 反し て 裁判 所 に よる 協力 の 要請 に 応じ ず 、 そ れ に より 裁判 所 が 
本 法 に 基づく その 機能 お よび 権限 を 行使 する こと を 妨げ る 場合 、 裁 判 所 は その 旨 の 誰 
定 を 行い 、 問 題 を 参照 する こと が で きる 。 締約 国会 議 、 ま た は 安全 保障 理事 会 が 問題 
を 裁判 所 に 付託 し た 場合 は 安全 保障 理事 会 に 。 


第 88 条 
国内 法 の 下 で の 手続 き の 利用 可能 性 


締約 国 は 、 本 パー ト で 指定 され て いる すべ て の 形態 の 協力 に つい て 、 自 国 の 法律 の 下 で 利用 可 
能 な 手続 き が ある こと を 確認 する も の と し ます 。 


第 89 条 


裁判 所 へ の 人 の 降伏 


1.1。 裁判 所 は 、 人 の 逮捕 と 降伏 の 要求 を 、 第 91 条 に 概説 され て いる 要求 を 裏付け る 資料 と 
と も に 、 そ の 人 が いる 可能 性 の ある 領域 の 任意 の 州 に 送信 する こと が で き 、 そ の 国 の 
協力 を 要求 する も の と し ます 。 そ の よう な 人 の 逮捕 と 降伏 。 締 約 国 は 、 本 パー ト の 規 
定 お よび 国内 法 に 基づく 手続 き に 従い 、 逮 捕 お よび 降伏 の 要求 に 応じ る も の と し ま 
す 。 





2.2。 降伏 を 求め た 者 が 、 次 の 原則 に 基づい て 国内 裁判 所 に 異議 申し 立て を 行う 場合 一 輩 
上 琶 贅 第 20 条 に 規定 され て いる よう に 、 要 求 さ れ た 国 は 、 許 容 性 に 関連 する 判決 が あっ 
た か どう か を 判断 する た め に 、 直 ち に 裁判 所 と 協議 する も の と し ます 。 事件 が 許容 さ 
れる 場合 、 要 請 さ れ た 国 は 要請 の 実行 を 進め る も の と し ます 。 許容 性 の 決定 が 保留 中 
の 場合 、 要 求 さ れ た 国 は 、 裁 判 所 が 許容 性 に つい て 決定 を 下す まで 、 そ の 人 の 降伏 の 
要求 の 実行 を 延期 する こと が で きま す 。 


3.3。 (a) 締約 国 は 、 そ の 国内 手続 き 法 に 従っ て 、 以 下 を 承認 する も の と し ます 。 
別 の 州 に よっ て 裁判 所 に 降伏 され て いる 人 の 領土 を 通過 する 輸送 。 た だ し 、 
その 州 を 通過 する こと で 降伏 が 妨げ られ た り 遅 れ た りす る 場合 を 除き ます 。 


(b) 裁判 所 に よる 通過 の 要求 は 、 第 87 条 に 従っ て 送信 され る も の と し ます 。 通過 
の 要求 に は 、 以 下 が 含 まれ る も の と し ます 。 


(i) 輸送 され る 人 の 説明 。 


(ii) 事件 の 事実 と その 法 的 特徴 の 簡単 な 説明 。 
と 


⑩ 逮捕 状 と 降伏 。 
(c) 輸送 中 の 人 は 、 輸 送 期間 中 、 拘 留 さ れ な けれ ば な ら な い 。 
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4.4。 


(d) 人 が 飛行 機 で 輸送 され 、 通 過 国 の 領土 に 上 陸 す る 予定 が な い 場 合 は 、 許 可 は 
必要 あり ませ ん 。 


(e) 通過 国 の 領土 で 予定 外 の 着陸 が 発生 し た 場合 、 そ の 国 は 、 サ ブ パ ラグ ラフ 
(b) に 規定 され て いる よう に 、 裁 判 所 か ら の 通過 の 要求 を 要求 する 場合 が あ 
り ま す 。 輸 送 国 は 、 輸 送 の 要請 が 受理 され 、 輸 送 が 実施 され る まで 、 輸 送 中 
の 人 を 拘留 する も の と し ます 。 た だ し 、 こ の サブ パラ グラ フ の 目的 の た め の 
拘留 は 、 そ の 時 間 内 に 要請 が 受理 され な い 限 り 、 予 定 外 の 着陸 か ら 96 時 間 を 
超え て 延長 する こと は で きま せん 。 


裁判 所 へ の 降伏 が 求め られ て いる 犯罪 と は 異な る 犯罪 に つい て 、 求 め ら れ て いる 人 が 
要求 され た 国 で 訴訟 を 起こ され て いる 、 ま た は 刑 に 服 し て いる 場合 、 要 求 さ れ た 国 
は 、 有 要求 を 認め る 決定 を し た 後 、 裁 判 所 に 相談 する も の と し ます 。 。 


第 90 条 
競合 する リク エス ト 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


第 89 条 に 基づい て 人 の 降伏 を 求め る 要求 を 裁判 所 か ら 受 け 取 っ た 締約 国 は 、 他 の 州 か 
ら も 、 犯 罪 の 根拠 と な る 同じ 行為 に つい て 同じ 人 の 引き 渡し を 求め る 要求 を 受け 取っ 
た 場合 、 裁 判 所 は その 人 の 降伏 を 求め 、 裁 判 所 と 要求 国 に その 事実 を 通知 し ます 。 


要求 国 が 締約 国 で ある 場合 、 要 求 国 は 、 次 の 場合 に 裁判 所 か ら の 要求 を 優先 する も の 
と し ます 。 


(a) 裁判 所 は 、 第 18 条 また は 第 19 条 に 従い 、 事 件 が 
どの 降伏 が 求め られ て いる か に 関し て は 許容 され 、 そ の 決定 は 、 引 き 渡 し の 
要求 に 関し て 要求 国 に よっ て 行わ れ た 調査 また は 起訴 を 考慮 に 入れ て いる 。 
また 

(b) 裁判 所 は 、 パ ラグ ラフ 1 に 基づく 要求 され た 州 の 通知 に 従っ て 、 サ ブ パ ラグ ラ 
フ (a) に 記載 され て いる 決定 を 下 し ます 。 


パラ グラ フ 2 (a) に 基づく 決定 が な され て いな い 場 合 、 要 求 さ れ た 国 は 、 そ の 裁量 に 
より 、 パ ラグ ラフ 2 (b) に 基づく 裁判 所 の 決定 を 待つ 間 、 要 求 国 か ら の 引き 渡し の 要 
求 に 対処 する こと を 進め る こと が で きる が 、 裁 判 所 が 事件 が 容認 で き な い と 判断 する 
まで 、 そ の 人 を 引き 渡さ な いで くだ さい 。 裁 判 所 の 決定 は 、 迅 速 に 行わ れる も の と し 
ます 。 


要求 国 が 本 法 の 締約 国 で は な い 国 で ある 場合 、 要 求 国 に 人 を 引き 渡す 国際 的 義務 が な 
い 場 合 、 裁 判 所 が 決定 し た 場合 、 裁 判 所 か ら の 降伏 の 要求 を 優先 する も の と する 。 事 
件 は 容認 で きる こと 。 


パラ グラ フ 4 に 基づく 事件 が 裁判 所 に よっ て 許容 可能 で ある と 決定 され な か っ た 場合 、 
要請 され た 国 は 、 そ の 裁量 で 、 要 請 し た 国 か ら の 引き 渡し の 要請 に 対処 する こと を 進 
め る こと が で きま す 。 
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6.6。 要求 され た 国 が 本 法 の 当事者 で は な く 要 求 国 に 人 を 追放 する と いう 既存 の 国際 的 義務 
の 下 に ある 場合 を 除い て 第 4 項 が 適用 され る 場合 、 要 求 さ れ た 国 は その 人 を 裁判 所 に 引 
き 渡す か 、 ま た は 人 を 裁判 所 に 追放 する か を 決定 する も の と する 。 状 態 を 要求 し ま 
す 。 決定 を 下す 際 に 、 有 要請 さ れ た 国 は 、 以 下 を 含む が これ ら に 限定 され な いす べ て の 
関連 する 要素 を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 


(a) リク エス ト の それ ぞ れ の 日 付 。 


(b) 犯罪 が その 領土 で 行わ れ た か どう か 、 お よび 被害 者 と 求め られ た 人 の 国籍 を 含 
む 、 要 求 国 の 利益 。 と 


(c) 裁判 所 と 要求 国 と の 間 の その 後 の 降伏 の 可能 性 。 


7。 裁判 所 か ら 人 の 降伏 の 要求 を 受け 取っ た 締約 国 が 、 裁 判 所 が 人 の 降伏 を 求め る 犯罪 を 
構成 する 行為 以外 の 行為 に つい て 、 同 じ 人 の 引き 渡し の 要求 を いずれ か の 州 か ら も 受 
け 取 っ た 場合 : 


(a) 要請 され た 国 は 、 そ の 人 を 要請 国 に 引き 渡す と いう 既存 の 国際 的 義務 が な い 場 
合 、 裁 判 所 か ら の 要請 を 優先 する も の と する 。 


(b) 要求 され た 国 は 、 そ の 人 を 要求 し て いる 国 に 引き 渡す こと が 既存 の 国際 的 義 
務 の 下 に ある 場合 、 そ の 人 を 裁判 所 に 引き 渡す か 、 ま た は その 人 を 要求 し て 
いる 国 に 引き 渡す か を 決定 する も の と し ます 。 決定 を 下す 際 に 、 要 請 さ れ た 
国 は 、 第 6 項 に 定め られ た も の を 含む が これ に 限定 され な いす べ て の 関連 する 
要素 を 考慮 し な けれ ば な ら な い が 、 問 題 の 行為 の 相対 的 な 性 質 と 重大 性 を 特 
別に 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 


8.8。 本 条 に 基づく 通知 に 従い 、 裁判 所 が 事件 を 許容 で き な い と 判断 し 、 そ の 後 、 要 求 国 へ 
の 引き 渡し が 拒否 され た 場合 、 要 求 国 は この 決定 を 裁判 所 に 通知 する も の と し ます 。 


第 91 条 
逮捕 ・ 降 伏 の 要請 内 容 


1.1。 逮捕 と 降伏 の 要請 は 書面 で 行わ れる も の と し ます 。 緊急 の 場合 、 要 求 は 、 第 87 条 第 1 
項 (a) に 規定 され た チャ ネル を 通じ て 確認 され る こと を 条件 と し て 、 書 面 に よる 記録 
を 提供 で きる 任意 の 媒体 に よっ て 行う こと が で きま す 。 


2.2。 第 58 条 に 基づい て 、 和 審理 前 会 議 所 に より 逮捕 状 が 発行 され た 者 の 逮捕 お よび 降伏 の 請 
求 の 場合 、 そ の 請求 に は 以下 が 含ま れる か 、 ま た は 以下 に よっ て 支持 され る も の と す 
る 。 


(a) 求め て いる 人 物 を 説明 する 情報 で 、 人 物 を 特定 する の に 十分 な も の 、 
そし て その 人 の あり そう な 場所 に 関す る 情報 。 


(b) 逮捕 状 の 写し 。 と 
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3.3。 


4.4。 


(c) 要求 され た 州 と 他 の 州 と の 間 の 条約 また は 取り 決め に 従っ た 引き 渡し の 要求 
に 適用 され る 要件 より も 負担 が 大 きく な いこ と を 除い て 、 要 求 さ れ た 州 の 降 
伏 プ ロ セ ス の 要件 を 満た す た め に 必要 と な る 可能 性 の ある その よう な 文書 、 
声明 また は 情報 州 は 、 可 能 で あれ ば 、 裁 判 所 の 明確 な 性 質 を 考慮 に 入れ て 、 
負担 を 軽減 する 必要 が あり ます 。 


すでに 有罪 判決 を 受け た 人 の 逮捕 と 降伏 の 要請 の 場合 、 そ の 要請 に は 以下 が 含ま れる か 、 
以下 に よっ て 支持 され る も の と し ます 。 


(a) その 人 の 逮捕 状 の 写し 。 
(b) 有罪 判決 の 写し 。 
(c) 求め られ た 人 が 有罪 判決 で 言及 され た 人 で ある こと を 証明 する た め の 情 報 。 と 





(d) 求め られ た 人 が 刑 を 宣告 され た 場合 、 課 され た 刑 の 写し 、 お よび 懲役 刑 の 場 
合 は 、 す で に 服役 し た 時 間 と 残り の 服役 の 時 間 の 陳述 。 


裁判 所 の 要請 に 応じ て 、 締 約 国 は 、 第 2 項 (c) に 基づい て 適用 され る 可能 性 の ある 国 
内 法 に 基づく 要件 に つい て 、 一 般 的 また は 特定 の 事項 に 関し て 裁判 所 と 協議 する も の 
と し ます 。 協議 中 、 締 約 国 は 、 国 内 法 の 特定 の 要件 に つい て 裁判 所 に 助言 する も の と 
し ます 。 


第 92 条 
匠 定 逮 捕 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


緊急 の 場合 、 裁 判 所 は 、 降 伏 の 要求 お よび 第 91 条 に 規定 され て いる 要求 を 裏付け る 文 
書 の 提示 を 待つ 間 、 求 め ら れ て いる 人 の 暫定 的 逮捕 を 要求 す ' る こと が で きま す 。 


暫定 的 逮 捕 の 要請 は 、 書 面 に よる 記録 を 提出 で きる あら ゆる 媒体 に よっ て 行わ れる も の と 
し 、 以 下 を 含む も の と し ます 。 


(a) 求め て いる 人 物 を 説明 する 情報 で 、 人 物 を 特定 する の に 十分 な も の 、 
そし て その 人 の あり そう な 場所 に 関す る 情報 。 


(b) 人 の 逮捕 が 求め られ て いる 犯罪 と 、 可 能 で あれ ば 犯罪 の 日 付 と 場所 を 含む 、 
それ ら の 犯罪 を 構成 する と 主張 され て いる 事実 の 簡潔 な 声明 。 


(c) 逮捕 状 の 存在 の 陳述 また は 求め られ た 人 に 対す る 有罪 判決 。 と 


(d) 求め られ た 人 の 降伏 の 要求 が 続く と いう 声明 が 続き ます 。 


暫定 的 に 退 捕 さ れ た 者 は 、 手 続き と 証拠 の 規則 で 指定 され た 期限 内 に 、 要 求 さ れ た 国 
が 降伏 の 要求 と 第 91 条 で 指定 され た 要求 を 裏付け る 文書 を 受け 取っ て いな い 場 合 、 拘 
留 か ら 解放 され る こと が あり ます 。 た だ し 、 要 求 さ れ た 国 の 法律 で 許可 され て いる 場 
合 は 、 こ の 期間 が 満了 する 前 に 降伏 する こと に 同意 する こと が で きま す 。 そ の よう な 
昌 合 、 要 請 さ れ た 国 は 、 で きる だ け 早 くそ の 人 を 裁判 所 に 引き 渡す こと を 進め な けれ 
ば な ら な い 。 
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4.4。 求め られ た 者 が 第 3 項 に 従っ て 拘留 か ら 解 放さ れ た と いう 事実 は 、 降 伏 の 請求 お よび 請 
求 を 裏付け る 文書 が 後日 提出 され た 場合 、 そ の 者 の その 後 の 居 捕 お よび 降伏 を 害する 
も の で は な い 。 


第 93 条 
他 の 形態 の 協力 


1.1。 締約 国 は 、 本 パー ト の 規定 に 従い 、 国 内 法 の 手続 き の 下 で 、 調 査 また は 起訴 に 関し て 
以下 の 支援 を 提供 する と いう 裁判 所 の 要請 に 応じ る も の と し ます 。 


(a) 人 の 身元 と 所 在 ま た は アイ テム の 場所 。 


(b) 宣 著 の 下 で の 証言 を 含む 証拠 の 取得 、 お よび 
裁判 所 に 必要 な 専門 家 の 意 見 や 報告 を 含む 証拠 。 


(c) 調査 また は 起訴 され て いる 人 へ の 尋問 。 
(d) 司法 文書 を 含む 文書 の サー ビス : 
(e) 法廷 で の 証人 また は 専門 家 と し て の 人 の 自発 的 な 出頭 を 促進 する 。 


(f) パラグラフ 7 に 規定 され て いる 人 の 一 時 的 な 異動 。 
(g) 墓地 の 発掘 と 検査 を 含む 場所 また は 場所 の 検査 : 


(h) 捜索 と 押収 の 実行 : 
(私 ) 公式 の 記録 お よび 文書 を 含む 記録 お よび 文書 の 提供 。 


(j) 被害 者 と 目撃 者 の 保護 と 証拠 の 保存 。 


(k) 善意 の 第 三 者 の 権利 を 害する こと な く 、 最 終 的 な 没収 を 目的 と し た 犯罪 の 収 
益 、 財 産 、 資 産 、 お よび 手段 の 特定 、 追 跡 、 凍 結 ま た は 差し 押さ え 。 と 





(D 裁判 所 の 管轄 内 で の 犯罪 の 調査 お よび 起訴 を 容易 に する 目的 で 、 要 求 さ れ た 
国 の 法律 に よっ て 禁止 され て いな いそ の 他 の 種類 の 支援 。 


2.2。 裁判 所 は 、 証 人 また は 裁判 所 に 出頭 する 専門 家 に 、 先 行 する 作為 また は 不作 為 に 関し 
て 裁判 所 に よる 起訴 、 拘 留 、 ま た は 個人 の 自由 の 制限 を 受け な いこ と を 保証 する 権限 
を 有する も の と し ます 。 要求 され た 州 か ら の その 人 の 出発 。 


3.3。 パラ グラ フ 1 に 基づい て 提示 され た 要求 に 詳 述 され た 特定 の 支援 措置 の 実行 が 、 一 般 的 
な 適用 の 既存 の 基本 的 な 法 的 原則 に 基づい て 要求 され た 国 で 禁止 され て いる 場合 、 要 
求 さ れ た 国 は 、 解 決 を 試み る た め に 裁判 所 と 迅速 に 協議 する も の と し ます 。 案 件 。 協 
議 で は 、 援 助 が 別 の 方 法 で 提供 で きる か 、 ま た は 条件 に 従う こと が で きる か どう か を 
検討 する 必要 が あり ます 。 協 議 の 結果 、 問 題 が 解決 で き な い 場合 、 裁 判 所 は 必要 に 応 
じ て 請 求 を 修正 する も の と し ます 。 
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4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 


8.8。 


9.9。 


第 72 条 に 従い 、 締 約 国 は 、 要 請 が その 国家 安全 保障 に 関連 する 文書 の 作成 また は 証拠 
の 開示 に 関係 する 場合 に の み 、 全 体 的 また は 部 分 的 に 援助 の 要請 を 拒否 する こと が で 


きる 。 


パラ グラ フ 1 (!) に 基づく 援助 の 要請 を 拒否 する 前 に 、 要 請 さ れ た 国 は 、 援 助 が 特定 
の 条件 に 従っ て 提供 で きる か どう か 、 ま た は 援助 が 後日 また は 代替 の 方 法 で 提供 で き 
る か どう か を 検討 する も の と する 。 裁判 所 また は 検 索 官 は 、 条 件 に 従っ て 支援 を 受け 
入れ 、 裁 判 所 また は 検 圭 官 は それ ら に 従う も の と し ます 。 


援助 の 要請 が 拒否 され た 場合 、 要 請 さ れ た 締約 国 は 、 そ の よう な 拒 否 の 理由 を 裁判 所 
また は 検察 官 に 速やか に 通知 する も の と し ます 。 


(a) 裁判 所 は 、 身 元 確認 の 目的 で 、 ま た は 証言 また は その 他 の 支援 を 得る た め に 、 拘 


(b) 


(a) 


(b) 


(c) 


(a) 


(b) 


留 中 の 人 の 一 時 的 な 移送 を 要求 す : る こと が で きま す 。 以 下 の 条 件 が 満た され 
た 場合 、 そ の 人 は 転勤 する こと が あり ます 。 


(私 ) その 人 は 、 自 由 に 情報 に 基づい て 譲渡 に 同意 し ます 。 と 


(ii) 要求 され た 州 は 、 そ の 州 と 裁判 所 が 同意 する 可能 性 が ある 条件 を 条件 
と し て 、 譲 渡 に 同意 し ます 。 


移送 され る 者 は 拘留 され 続け る も の と する 。 異動 の 目的 が 達成 され た 場合 、 
裁判 所 は 遅滞 な くそ の 人 を 要求 され た 州 に 返 す る も の と し ます 。 


裁判 所 は 、 要 請 に 記載 され た 調査 お よび 手続 き に 必要 な 場合 を 除き 、 文 書 お 
よび 情報 の 機密 性 を 確保 する も の と し ます 。 


要請 され た 国 は 、 必 要 に 応じ て 、 文 書 ま た は 情報 を 秘密 裏 に 検 圭 官 に 送信 す 
る こと が で きま す 。 そ の 後 、 検 察 官 は 、 新 し い 証 拠 を 生成 する 目的 で の みそ 
れ ら を 使用 する こと が で きま す 。 


要請 され た 国 は 、 自 ら の 申し 立て に より 、 ま た は 検察 官 の 要請 に より 、 そ の 
後 、 そ の よう な 文書 また は 情報 の 開示 に 同意 する こと が で きま す 。 次 に 、 そ 
れ ら は 、 パ ー ト 5 お よび 6 の 規定 に 従い 、 手 続き お よび 証拠 の 規則 に 従っ て 証 
拠 と し て 使用 する こと が で きま す 。 


(i) 締約 国 が 競合 する 要求 を 受け 取っ た 場合 、 そ の 他 
裁判 所 お よび 国際 的 義務 に 基づく 他 の 州 か ら の 引き 渡し また は 引き 渡 
し の 場合 より も 、 締 約 国 は 、 裁 判 所 お よび 他 の 州 と 協議 し て 、 必 要 に 
応じ て 一 方 また は 他方 に 条件 を 延期 また は 添付 する こと に より 、 両 方 
の 要求 を 満た す よ う 努 め る も の と する 。 他 の リク エス ト 。 


(ii) それ が で き な い 場合 、 競 合 する 要求 は 、 第 90 条 で 確立 され た 原則 に 
従っ て 解決 され る も の と し ます 。 
た だ し 、 裁 判 所 か ら の 要請 が 、 国 際 協 定 に より 第 三国 また は 国際 機関 の 管理 


下 に ある 情報 、 財 産ま た は 個人 に 関す る も の で ある 場合 、 要 請 さ れ た 国 は そ 
の よう に 裁判 所 に 通知 し 、 裁 判 所 は 第 三国 また は 国際 機関 へ の 要請 。 
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10.10。 (a) 裁判 所 は 、 要請 に 応じ て 、 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 を 構成 する 、 また は 要請 国 
の 国内 法 に 基づく 重大 な 犯罪 を 構成 する 行為 に 関し て 調査 また は 裁判 を 行う 
締約 国 に 協力 し 、 支 援 を 提供 する こと が で きま す 。 。 





(b) (私 ) サフ パラ グラ フ (a) に 基づい て 提供 され る 支援 に は 、 以 下 が 含ま れる も の と し ます 。 と ク あ が : 


a。 裁判 所 が 実施 し た 調査 また は 裁判 の 過程 で 得 ら れ た 陳述 、 文 
書 ま た は その 他 の 種類 の 証拠 の 送信 。 と 


b。 裁判 所 の 命令 に より 拘留 され た 者 へ の 尋問 。 
(ii) サブ パラ グラ フ (b) (⑪) に 基づく 支援 の 場合 : 
ao 文書 また は 他 の 種類 の 証拠 が 国 の 支援 を 受け て 入手 され た 場 
合 、 そ の よう な 送信 に は その 国 の 同意 が 必要 で す 。 


b。 陳述 、 文 書 ま た は 他 の 種類 の 証拠 が 証人 また は 専門 家 に よっ 
て 提供 され た 場合 、 そ の よう な 伝達 は 第 68 条 の 規定 に 従う も 
の と する 。 
(c) 裁判 所 は 、 こ の パラ グラ フ に 定め られ た 条件 の 下 で 、 こ の 法令 の 当事者 で は 
な い 国 か ら の この パラ グラ フ に 基づく 支援 の 要請 を 認め る こと が で きま す 。 


第 94 条 
進行 中 の 調査 また は 起訴 に 関す る 要求 の 実行 の 延期 


1.1。 要請 の 即時 執行 が 、 要 請 に 関連 する 事件 と は 異な る 事件 の 進行 中 の 調査 また は 訴追 を 
妨げ る 場合 、 要 請 さ れ た 国 は 、 裁判所 と 合意 し た 期間 、 要 請 の 執行 を 延期 する こと が 
で きま す 。 た だ し 、 延期 は 、 要 求 さ れ た 州 で 関連 する 調査 また は 起訴 を 完了 する た め 
に 必要 な 期間 を 超え な いも の と し ます 。 延期 を 決定 する 前 に 、 要 請 さ れ た 国 は 、 特 定 
の 条件 の 下 で 援助 が 直ちに 提供 され る か どう か を 検討 する 必要 が あり ます 。 


2.2。 た だ し 、 第 1 項 に 従っ て 延期 の 決定 が 下さ れ た 場合 、 検 察 記 は 、 第 93 条 第 1 項 (j) に 
従っ て 、 証 拠 を 保存 する た め の 措 置 を 求め る こと が で きま す 。 


第 95 条 
許容 性 の 異議 申し 立て に 関す る 要求 の 実行 の 延期 


第 18 条 また は 第 19 条 に 従っ て 裁判 所 が 検討 中 の 許容 性 の 異議 申し 立て が ある 場合 、 裁 判 所 が 検 
察 記 に 第 18 条 また は 第 19 条 に 基づく その よう な 証拠 の 収集 。 
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第 96 条 


第 93 条 に 基づく 他 の 形態 の 支援 の 要請 の 内 容 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


第 93 条 で 言及 され て いる 他 の 形態 の 支援 の 要請 は 、 書 面 で 行わ れる も の と する 。 覧 急 
の 場合 、 要 求 は 、 第 87 条 第 1 項 (a) に 規定 され た チャ ネル を 通じ て 確認 され る こと を 
条件 と し て 、 書 面 に よる 記録 を 提供 で きる 任意 の 媒体 に よっ て 行う こと が で きま す 。 


リク エス ト に は 、 必 要 に 応じ て 、 以 下 が 含ま れる か 、 サ ポー ト さ れる も の と し ます 。 


(a) 要求 の 目的 と 求め られ た 支援 の 簡潔 な 声明 、 
法 的 根拠 お よび 要求 の 理由 を 含む 。 


(b) 支援 を 提供 する た め に 発見 また は 特定 し な けれ ば な ら な い 人 物 ま た は 場所 の 
場所 また は 特定 に 関す る 可能 な 限り 詳細 な 情報 。 


(c) 要求 の 根底 に ある 本 質 的 な 事実 の 簡潔 な 声明 。 
(d) 従う べき 手順 また は 要件 の 理由 と 詳細 。 


(e) 要求 を 実行 する た め に 要求 され た 国 の 法律 の 下 で 必要 と され る 可能 性 の ある 
情報 。 と 


(f) 支援 を 求め る た め に 関連 する その 他 の 情報 を 提供 する よう 求め た 。 


裁判 所 の 要請 に 応じ て 、 締 約 国 は 、 第 2 項 (e) に 基づい て 適用 され る 可能 性 の ある 国 
内 法 に 基づく 要件 に 関し て 、 一 般 的 に また は 特定 の 事項 に 関し て 裁判 所 と 協議 する も 
の と し ます 。 協議 中 、 締 約 国 は 、 国 内 法 の 特定 の 要件 に つい て 裁判 所 に 助言 する も の 
と し ます 。 


本 条 の 規定 は 、 該 当 す る 場合 、 裁 判 所 へ の 支援 要請 に 関し て も 適用 され る も の と し ま 
す 。 


第 97 条 


相談 


締約 国 が 本 パー ト に 基づく 要請 を 受け 取り 、 そ れ に 関し て 要請 の 実行 を 妨害 また は 妨害 する 可 
能 性 の ある 問題 を 特定 する 場合 、 そ の 国家 は 問題 を 解決 する た め に 遅滞 な く 裁 判 所 に 相談 する 
も の と し ます 。 こ の よう な 問題 に は 、 次 の も の が 含ま れ ま す 。 と ク あ かど : 


(a) リク エス ト を 実行 する に は 情報 が 不 十分 で す 。 

(b) 降伏 の 請求 の 場合 、 最 善 の 努力 に も か か わら ず 、 捜 索 し た 人 を 見 つけ る こと 
が で き な い と いう 事実 、 ま た は 実施 され た 調査 に より 、 要 求 さ れ た 州 の 人 は 
明らか に 令状 に 記載 され た 人 で は な いと 判断 され た 。 ま た 


(c) 現在 の 形式 で の 要求 の 実行 は 、 要 求 さ れ た 国 が 別 の 州 に 関し て 行わ れ た 既存 
の 条約 の 義務 に 違反 する こと を 要求 する と いう 事実 。 
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第 98 条 
免責 の 放棄 お よび 降伏 へ の 同意 に 関す る 協力 


1.1。 


2.2。 


裁判 所 は 、 裁 判 所 が 最初 に で きる 場合 を 除き 、 要 求 さ れ た 国 が 国 ま た は 第 三国 の 人 ま 
た は 財産 の 外交 特権 に 関す る 国際 法 の 下 で の 義務 と 矛盾 し て 行動 する こと を 要求 する 
降伏 また は 支援 の 要求 を 進め る こと は で きま せん 。 免責 の 放棄 の た め に その 第 三国 の 
協力 を 得る 。 


裁判 所 は 、 裁 判 所 が その 国 の 人 を 裁判 所 に 降伏 させ る た め に 送り 出し 国 の 同意 が 必要 
と され る 国際 協定 に 基づく 義務 と 矛盾 し て 行動 する こと を 要求 され た 国 に 要求 する 降 
伏 の 要求 を 進め る こと は で きま せん 。 最 初 に 、 降 伏 の 同意 を 与え る た め に 送信 国 の 協 
力 を 得る こと が で きま す 。 


第 99 条 
第 93 条 お よび 第 96 条 に 基づく 請求 の 実行 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 
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援助 の 要請 は 、 要 請 さ れ た 国 の 法律 に 基づく 関連 する 手続 き に 従い 、 そ の よう な 法律 
で 禁止 され て いな い 限 り 、 そ こ に 概説 され て いる 手続 き に 従う こと 、 ま た は 要請 で 指 
定 さ れ た 人 に 実行 プロ セス に 参加 し 、 支 援 し ます 。 


緊急 の 要請 の 場合 、 そ れ に 応じ て 作成 され た 文書 また は 証拠 は 、 裁 判 所 の 要請 に 応じ 
て 、 緊 急 に 送付 され る も の と し ます 。 


要求 され た 州 か ら の 返信 は 、 元 の 言語 と 形式 で 送信 され る も の と し ます 。 


この パー ト の 他 の 記事 を 害する こと な く 、 強 制 的 な 措置 な し に 実行 で きる 要求 の 実行 
を 成功 させ る た め に 必要 な 場合 、 具 体 的 に は 、 人 へ の イン タビ ュー また は 自発 的 な 証 
拠 の 取得 を 含み 、 要 求 の 実行 が 不可 欠 で ある 場合 は 、 要 求 さ れ た 締約 国 の 当局 の 立会 
い 、 お よび 公共 の 場所 また は 他 の 公共 の 場所 を 変更 せ ず に 和 審査 を 行う 場合 、 検 察 官 
は 、 次 の よう に 州 の 領土 で 直接 その よう な 要求 を 実行 する こと が で きま す 。 


(a) 締約 国 が 要求 し た の は 、 犯 罪 が 行わ れ た 地域 の 国家 で ある 場合 
コミ ッ ト さ れ た と 主張 され 、 第 18 条 また は 第 19 条 に 従っ て 許容 性 の 決定 が な 
され た 場合 、 検 索 官 は 、 要 求 さ れ た 締約 国 と の 可能 な すべ て の 協議 の 後に 、 
その よう な 要求 を 直接 実行 する こと が で きま す 。 


(b) その 他 の 場合 、 検 察 官 は 、 要 求 さ れ た 締約 国 と の 協議 の 後に 、 そ の 締約 国 に 
よっ て 提起 され た 合理 的 な 条件 また は 懸念 を 条件 と し て 、 そ の よう な 要求 を 
実行 する こと が で きま す 。 要請 さ れ た 締約 国 は 、 こ の サブ パラ グラ フ に 従っ 
て 要請 の 実行 に 関す る 問題 を 特定 し た 場合 、 遅 滞 な く 、 問 題 を 解決 する た め 
に 裁判 所 に 相談 する も の と し ます 。 

第 72 条 に 基づい て 裁判 所 に よっ て 審理 また は 審査 され た 者 が 、 国 家 安 全 保障 に 関連 す 

る 機密 情報 の 開示 を 防止 する よう に 設計 され た 制限 を 発動 する こと を 許可 する 規定 

は 、 本 条 に 基づく 支援 要請 の 執行 に も 適用 され る も の と する 。 
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第 100 条 
費用 


1.1。 要求 され た 国 の 領域 で 要求 を 実行 する た め の 通 常 の 費用 は 、 裁 判 所 が 負担 する 以下 を 
除い て 、 そ の 国 が 負担 する も の と し ます 。 


(a) 証人 お よび 専門 家 の 旅行 お よび 安全 に 関連 する 費用 また は 
拘留 者 の 第 93 条 に 基づく 移送 。 


(b) 翻訳 通訳 、 転 写 の 費用 。 


(c) 裁判 官 、 検 察 官 、 副 検察 官 、 登 録 官 、 副 登録 方 、 お よび 裁判 所 の あら ゆる 機 
関 の 職員 の 旅費 お よび 生活 費 。 


(d) 裁判 所 か ら 要 求 さ れ た 専門 家 の 意見 また は 報告 の 費用 。 
(e) 拘留 国 に よっ て 裁判 所 に 引き 渡さ れ た 人 の 輸送 に 関連 する 費用 。 と 


(f) 協議 後 、 リ クエ スト の 実行 か ら 生 じ る 可能 性 の ある 特別 な 費用 。 


2.2。 パラ グラ フ 1 の 規定 は 、 必 要 に 応じ て 、 締 約 国 か ら 裁判 所 へ の 要求 に 適用 され る も の と 
し ます 。 そ の 場合 、 裁 判 所 は 通常 の 執行 費用 を 負担 する も の と し ます 。 


第 101 条 
専門 の ルー ル 


1.1。 この 法令 に 基づい て 裁判 所 に 降伏 し た 人 は 、 そ の 人 が 降伏 し た 犯罪 の 基礎 を 形成 する 
行為 また は 行為 の 過程 を 除い て 、 降 伏 前 に 行わ れ た 行為 に 対し て 訴訟 を 起こ され た 
り 、 罰 せら れ た り 、 拘 留 さ れ た り し て は な ら な い 。 


2.2。 裁判 所 は 、 人 を 裁判 所 に 引き 渡し た 国 に 第 1 項 の 要件 の 免除 を 要求 する こと が で き 、 必 
要 に 応じ て 、 裁判 所 は 第 91 条 に 従っ て 追加 情報 を 提供 する も の と し ます 。 締約 国 は 、 
裁判 所 は そう する よう 努め る べき で す 。 


第 102 条 
用 語 の 使用 
この 法令 の 目的 の た め に : 
(a) 「 降 伏 」 と は 、 州 が 裁判 所 に 人 を 引き 渡す こと を 意味 し ます 。 


この 法令 に 準拠 。 
(b) 「 引 き 渡 し 」 と は 、 条 約 、 条 約 、 ま た は 国内 法 に よっ て 規定 され て いる よう に 、 あ 
る 州 か ら 別 の 州 に 和 を 引き 渡す こと を 意味 し ます 。 


71 


国際 刑事 裁判 所 の ロー マ 法 令 





パー ト 10。 


執行 


第 103 条 
懲役 刑 の 執行 に お ける 州 の 役割 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 
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(a) 


(b) 


(c) 


(a) 


(b) 


懲役 刑 は 、 判 決 を 受け た 者 を 受け 入れ る 意思 を 裁判 所 に 示し た 国 の リス ト か 
ら 裁 判 所 が 指定 し た 州 で 服役 する も の と し ます 。 


有罪 判決 を 受け た 者 を 受け 入れ る 意思 を 宣言 する 時 点 で 、 州 は 、 裁 判 所 の 合 
意 に 従い 、 本 パー ト に 従っ て 、 そ の 受け 入れ に 条件 を 付け る こと が で きま 
す 。 


特定 の 場合 に 指定 され た 国 は 、 裁 判 所 の 指定 を 受け 入れ る か どう か を 直ちに 
裁判 所 に 通知 する も の と し ます 。 


執行 国 は 、 第 1 項 に 基づい て 合意 され た 条件 の 行使 を 含む 、 懲 役 の 条件 また は 
範囲 に 重大 な 影響 を 与え る 可能 性 の ある 状況 を 裁判 所 に 通知 する も の と し ま 
す 。 裁 判 所 は 、 そ の よう な 既知 また は 予見 可能 な 状況 に つい て 少な く と も 45 
日 前 に 通知 され る も の と し ます 。 こ の 期間 中 、 執 行 国 は 、 第 110 条 に 基づく 義 
務 を 害する 可能 性 の ある 行動 を と ら な いも の と し ます 。 





裁判 所 が サブ パラ グラ フ (a) で 言及 され て いる 状況 に 同意 で き な い 場合 、 裁 
判 所 は 執行 国 に 通知 し 、 第 104 条 第 1 項 に 従っ て 続行 する も の と し ます 。 


第 1 項 に 基づく 指定 を 行う 裁量 権 を 行使 する に あたり 、 裁 判 所 は 以下 を 考慮 に 入れ る も 
の と し ます 。 


(a) 締約 国 は 、 手 続 お よび 証拠 の 規則 に 規定 され て いる よう に 、 公 平 な 分 配 の 原則 に 


(b) 


(c) 
(d) 
(e) 


従っ て 、 懲 役 刑 を 執行 する 責任 を 共有 すべ き で ある と いう 原則 。 


囚人 の 処遇 を 管理 する 広く 受け 入れ られ て いる 国際 条約 基準 の 適用 。 


有罪 判決 を 受け た 人 の 見 解 。 
有罪 判決 を 受け た 人 の 国籍 : 


犯罪 の 状況 また は 刑 を 宣告 され た 人 、 ま た は 執行 の 状態 を 指定 する 際 に 適切 
で ある か も し れ な い 刑 の 効果 的 な 執行 に 関す る その よう な 他 の 要因 。 


第 1 項 に 基づい て 州 が 指定 され て いな い 場 合 、 懲 役 刑 は 、 第 3 条 第 2 項 に 記載 の 本 部 協 
定 に 定め られ た 条件 に 従っ て 、 受 入国 が 利用 で きる 刑務 所 施設 で 服役 する も の と す 
る 。 場 合 に よっ て は 、 人 懲役 刑 の 執行 に 起因 する 費用 は 裁判 所 が 負担 する も の と し ま 


す 。 
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第 104 条 
執行 国 の 指定 の 変更 


1.1。 


裁判 所 は いつ で も 、 有 罪 判 決 を 受け た 人 を 別 の 州 の 刑務 所 に 移送 する こと を 決定 する こと 
が で きま す 。 





2.2。 有 有 罪 判 決 を 受け た 者 は 、 い つ で も 、 執 行 国 か ら の 移送 を 裁判 所 に 申請 する こと が で き 
ます 。 

第 105 条 

文 の 執行 

1.1。 国家 が 第 103 条 第 1 項 (b) に 従っ て 指定 し た 条件 に 従い 、 懲 役 刑 は 締約 国 を 拘束 する 
も の と し 、 締 約 国 は いか な る 場合 も それ を 変更 し て は な ら な い 。 

2.2。 裁判 所 だ けが 、 上 訴 お よび 修正 の 申請 を 決定 する 権利 を 有する も の と し ます 。 執行 国 
は 、 有 罪 判決 を 受け た 者 に よる その よう な 申請 の 作成 を 妨げ て は な ら な い 。 

第 106 条 


刑 の 執行 と 懲役 の 条件 の 監督 


1.1。 懲役 刑 の 執行 は 、 裁 判 所 の 監督 の 対象 と な り 、 囚 人 の 処遇 を 規定 する 広く 受け 入れ ら 
れ て いる 国際 条約 の 基準 と 一 致し な けれ ば な ら な い 。 

2.2。 刑務 所 の 条件 は 、 執 行 国 の 法律 に 準拠 し 、 囚 人 の 処遇 を 管理 する 広く 受け 入れ られ て 
いる 国際 条約 の 基準 と 一 致し て いる も の と し ます 。 い か な る 場合 で も 、 そ の よう な 条 
件 は 、 執 行 国 で 同様 の 犯罪 で 有罪 判決 を 受け た 囚人 が 利用 で きる 条件 より も 多かれ 少 
な か れ 有 利 で あっ て は な ら な い 。 

3.3。 有 罪 判決 を 受け た 人 と 裁判 所 と の 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン は 妨げ られ ず 、 秘 密 に され な けれ ば な 
り ま せん 。 

第 107 条 

文 の 完了 時 に 人 の 転送 

1.1。 判決 の 完了 後 、 執 行 国 の 国民 で は な い 人 は 、 執 行 国 の 法律 に 従っ て 、 彼 また は 彼女 を 
受け 入れ る 義務 の ある 国 、 ま た は 他 の 州 に 移送 する こと が で きま す 。 執行 国 が その 人 
を その 領土 に 留まら せる こと を 許可 し な い 限 り 、 そ の 人 の その 州 へ の 移送 の 希望 を 考 
慮 に 入れ て 、 彼 また は 彼女 を 受け 入れ る こと に 同意 し ます 。 

2.2。 パラ グラ フ 1 に 従っ て 人 を 別 の 州 に 移す こと か ら 生 じ る 費用 を 負担 する 国 が な い 場 合 、 
その よう な 費用 は 裁判 所 が 負担 する も の と し ます 。 

3.3。 第 108 条 の 規定 に 従い 、 執 行 国 は 、 国 内 法 に 従い 、 裁 判 ま た は 執行 の 目的 で 人 の 引き 


渡し また は 引き 渡し を 要求 し た 国 に 人 を 引き 渡す か 、 さ も な けれ ば 引き 渡す こと が で 
きる 。 oO 
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第 108 条 
他 の 犯罪 の 起訴 また は 処罰 の 制限 


1.1。 執行 国 の 管理 下 に ある 有罪 判決 を 受け た 人 は 、 そ の 人 が 執行 国 に 引き 渡さ れる 前 に 行 
われ た 行為 に つい て 、 起 訴 ま た は 刑罰 また は 第 三国 へ の 引き 渡し の 対象 と は な り ま せ 
ん 。 執行 国 の 要請 に より 裁判 所 に より 承認 され た 。 

2.2。 裁判 所 は 、 有 罪 判 決 を 受け た 者 の 意見 を 聞い た 後 、 問 題 を 決定 する も の と し ます 。 

3.3。 第 1 項 は 、 有 罪 判 決 を 受け た 者 が 、 裁 判 所 に よっ て 課さ れ た 全 刑 に 服 し た 後 、 執 行 国 の 
領域 に 30 日 以上 自発 的 に 留まる か 、 ま た は それ を 離れ た 後に その 州 の 領域 に 戻る 場 
合 、 適 用 を 停止 する も の と し ます 。 

第 109 条 


罰金 お よび 没収 措置 の 執行 





1.1。 締約 国 は 、 誠 実 な 第 三 者 の 権利 を 害する こと な く 、 ま た 国内 法 の 手続 き に 従っ て 、 第 7 
部 に 基づい て 裁判 所 が 命じ た 罰金 また は 没収 を 有効 に する も の と し ます 。 

2.2。 締約 国 が 没収 命令 を 発効 で き な い 場合 、 善 意 の 第 三 者 の 権利 を 害する こと な く 、 裁 判 
所 が 没収 を 命じ た 収益 、 財 産ま た は 資産 の 価値 を 回 復 す る た め の 措 置 を 講じ る も の と 
し ます 。 

3.3。 財産 、 ま た は 不動 産 の 売却 代金 、 ま た は 適切 な 場合 に は 、 裁判所 の 判決 の 執行 の 結果 
と し て 締約 国 に よっ て 取得 され た 他 の 財産 の 売却 は 、 裁 判 所 に 送金 され る も の と し ま 
す 。 

第 110 条 

判決 の 削減 に 関す る 裁判 所 に よる レビ ュー 

1.1。 執行 国 は 、 裁 判 所 が 宣告 し た 判決 の 満了 前 に その 人 を 釈放 し て は な ら な い 。 

2.2。 裁判 所 の み が 判 決 の 減刑 を 決定 する 権利 を 有 し 、 本 人 の 意見 を 聞い た 後 、 そ の 問題 に 
つい て 裁定 する も の と し ます 。 

3.3。 判決 の 3 分 の 2、 ま た は 終身 刑 の 場合 は 25 年 の 刑 に 服 し た 場合 、 裁 判 所 は 判決 を 検討 し 
て 、 減 刑 す べき か どう か を 判断 する も の と し ます 。 そ の よう な レビ ュー は それ 以前 に 
行わ れ て は な ら な い 。 

4.4。 パラ グラ フ 3 に 基づく 審査 に お いて 、 裁 判 所 は 、 以 下 の 要 因 の 1 つ 以 上 が 存在 する こと を 認 
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め た 場合 、 判 決 を 減ら すこ と が で きま す 。 
(a) 裁判 所 の 調査 お よび 訴追 に お いて 裁判 所 に 協力 する 人 の 早期 か つ 継続 的 な 意欲 。 


(b) 、 他 の 場合 に 裁判 所 の 判決 お よび 命令 の 執行 を 可能 に する こと 、 特 に 被害 者 の 
利益 の た め に 使用 され る 可能 性 の ある 禄 金 、 没 収 ま た は 賠償 の 命令 の 対象 と 
な る 資産 を 見 つけ る こと に お ける 支援 を 提供 する こと に お ける 人 の 自発 的 な 
支援 。 まだ 
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(c) 手続 き と 証拠 の 規則 に 規定 され て いる よう に 、 判 決 の 削減 を 正当 化す る の に 
十分 な 状況 の 明確 で 重要 な 変化 を 確立 する 他 の 要因 。 


5.5。 裁判 所 は 、 第 3 項 に 基づく 最初 の 審査 に お いて 、 判 決 を 減額 する こと が 適切 で な いと 判 
断 し た 場合 、 そ の 後 、 そ の よう な 間隔 で 判決 の 減額 の 問題 を 審査 し 、 手 続 お よび 証拠 
の 規則 に 規定 され て いる 基準 を 適用 する も の と し ます 。 


第 111 条 
逃れ る 


有罪 判決 を 受け た 者 が 監護 権 か ら 脱出 し 、 執 行 国 か ら 逃 亡 し た 場合 、 そ の 国 は 、 裁判 所 と 協議 
し た 後 、 既 存 の 二 国 間 ま た は 多国 間 協 定 に 従っ て 、 そ の 人 が 所 在 す る 州 か ら の 降伏 を 要求 する 
こと が で きま す 。 裁判 所 は 、 パ ー ト 9 に 従っ て 、 そ の 人 の 降伏 を 求め ます 。 そ れ は 、 そ の 人 が 
刑期 を 務め て いた 州 ま た は 裁判 所 に よっ て 指定 され た 別 の 州 に 引き 渡さ れる よう に 指示 する 場 
合 が あり ます 。 
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パー ト 11。 


締約 国 の 集会 


第 112 条 
締約 国会 議 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


4.4。 


5.5。 


6.6。 


7。 
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これ に より 、 こ の 制定 法 の 締約 国 の 議会 が 設立 され ます 。 各 締約 国 は 、 議 員 お よび 顧 
間 を 伴う こと が で きる 議会 に 1 人 の 代表 を 置く も の と する 。 この 制定 法 ま た は 最終 法 に 
署名 し た 他 の 州 は 、 議 会 の オブ ザー バー で ある 可能 性 が あり ます 。 


議会 は 以下 を 行う も の と し ます 。 


(a) 必要 に 応じ て 、 準 備 委 員 会 の 勧告 を 検討 し 、 採 用 する 。 


(b) 裁判 所 の 運営 に 関し て 、 大 統領 、 検 察 官 お よび 登録 官 に 管理 監督 を 提供 す 
る 。 

(c) パラ グラ フ 3 に 基づい て 設立 され た 局 の 報告 と 活動 を 検討 し 、 そ れ に 関し て 適 
切な 行動 を 取る 。 

(d) 裁判 所 の 予算 を 検討 し 、 決 定 し ます 。 

(e) 第 36 条 に 従い 、 裁 判官 の 数 を 変更 する か どう か を 決定 する 。 

(fD) 第 87 条 第 5 項 お よび 第 7 項 に 従っ て 、 非 協力 に 関す る 質問 を 検討 し て くだ さ 
い 。 


(g) この 法令 また は 手続 き と 証拠 の 規則 と 一 致す る 他 の 機能 を 実行 し ます 。 


(a) 議会 は 、 大 統領 、2 人 の 副 大 統領 、 お よび 3 年 の 任期 で 議会 に よっ て 選出 され 
た 18 人 の メン バー で 構成 され る 局 を 有する も の と する 。 


(b) 、 局 は 、 特 に 公平 な 地理 的 分 布 と 世界 の 主要 な 法制 度 の 適切 な 代表 を 考慮 に 入 
れ て 、 代 表 的 な 性 格 を 持た な けれ ば な ら な い 。 


(c) 、 局 は 必要 に 応じ て 、 少 な く と も 年 に 一 度 は 会 合 を 開く も の と する 。 そ れ は 、 
議会 が その 責任 を 果たす の を 支援 する も の と する 。 


議会 は 、 裁 判 所 の 効率 と 経済 性 を 高め る た め に 、 裁 判 所 の 検査 、 評 価 、 調 査 の た め の 
独立 し た 監視 メカ ニズム を 含む 、 必 要 に 応じ て その よう な 補助 機関 を 設立 する こと が 
で きま す 。 


裁判 所 の 大 統領 、 検 察 官 お よび 登録 官 ま た は それ ら の 代表 者 は 、 必 要 に 応じ て 、 議 会 
お よび 局 の 会 議 に 参加 する こと が で きま す 。 


議会 は 、 年 に 1 回 、 裁 判 所 また は 国連 本 部 で 会 合 を 開き 、 状 況 に 応じ て 特別 会 合 を 開く 
も の と し ます 。 こ の 法令 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除き 、 特 別 会 合 は 、 自 発 的 に 、 ま 
た は 締約 国 の 3 分 の 1 の 要請 に より 、 局 に よっ て 召集 され る も の と する 。 


各 締 約 国 は 1 票 を 投じ る も の と し ます 。 議会 と 局 の 合意 に よっ て 決定 に 達する た め に あ 
ら ゆ る 努力 が な され な けれ ば な ら な い 。 法令 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除き 、 合 意 に 
達する こと が で き な い 場合 : 
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8.8。 


9.9。 


10.10。 


(a) 実質 的 な 問題 に 関す る 決定 は 、 締 約 国 の 絶対 過半 数 が 投票 の 定足数 を 構成 す 
る と いう 条件 で 、 出 席 し 投票 する 者 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よっ て 承認 され な け 


れ ば な り ま せん 。 
(b) 手続 き の 問題 に 関す る 決定 は 、 出 席 し 投票 する 締約 国 の 単純 な 過半 数 に よっ て 行わ 
れる も の と し ます 。 


裁判 所 の 費用 に 対す る 財政 的 拠出 金 の 支払 い を 滞納 し て いる 締約 国 は 、 そ の 延滞 額 
が 、 人 過去 2 年 間 。 そ れ に も か か わら ず 、 議 会 は 、 支 払い の 失敗 が 締約 国 の 制御 を 超え た 
条件 に よる も の で ある と 認め られ る 場合 、 そ の よう な 締約 国 が 議会 お よび 局 で 投票 す 
る こと を 許可 する こと が で きる 。 


議会 は 独自 の 手続 き 規則 を 採用 する も の と し ます 。 
議会 の 公式 お よび 作業 言語 は 、 国 連 総 会 の も の で な けれ ば な り ま せん 。 
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パー ト 12。 


資金 調達 


第 113 条 

金融 規制 

特に 明記 され て いな い 限 り 、 裁 判 所 お よび その 局 お よび 補助 機関 を 含む 締約 国会 議 に 関連 する 
すべ て の 財務 事項 は 、 こ の 法令 お よび 締約 国会 議 に よっ て 採択 され た 財務 規則 お よび 規則 に 準 
拠 す る も の と し ます 。 


第 114 条 
費用 の 支払 い 


裁判 所 お よび その 局 お よび 補助 機関 を 含む 締約 国会 議 の 費用 は 、 裁 判 所 の 資金 か ら 支 払わ れる 
も の と する 。 





第 115 条 

裁判 所 お よび 締約 国 議会 の 資金 

締約 国会 議 に よっ て 決定 され た 予算 に 規定 され て いる よう に 、 裁 判 所 お よび その 局 お よび 補助 
機関 を 含む 締約 国会 議 の 費用 は 、 以 下 の 情報 源 に よっ て 提供 され る も の と し ます 。 


(a) 締約 国 に よる 評価 され た 貢献 。 


(b) 特に 安全 保障 理事 会 に よる 紹介 の た め に 発生 し た 費用 に 関連 し て 、 総 会 の 承認 
を 条件 と し て 、 国 連 に よっ て 提供 され た 資金 。 





第 116 条 
自発 的 な 貢献 
第 115 条 を 害する こと な く 、 裁 判 所 は 、 締 約 国会 議 で 採択 され た 関連 基準 に 従っ て 、 政 府 、 国 


際 機 関 、 個 人 、 企 業 、 お よび その 他 の 団体 か ら の 自発 的 な 寄付 を 追加 の 資金 と し て 受け 取り 、 
利用 する こと が で きま す 。 





第 117 条 

貢献 の 評価 

締約 国 の 貢献 は 、 国 連 が 通常 の 予算 の た め に 採用 し た 尺度 に 基づい て 、 合 意 され た 評価 尺度 に 
従っ て 評価 され 、 そ の 尺度 が 基づく 原則 に 従っ て 調整 され る も の と する 。 


第 118 条 
年 次 監査 


年 次 財務 諸表 を 含む 裁判 所 の 記録 、 帳 簿 お よび 会 計 は 、 独 立 監査 人 に よっ て 毎年 監査 され る も 
の と し ます 。 


78 


国際 刑事 裁判 所 の ロー マ 法 令 





パー ト 13。 


最終 条項 


第 119 条 
紛争 の 解決 


1.1。 裁判 所 の 司法 機能 に 関す る 紛争 は 、 裁 判 所 の 決定 に より 解決 され る も の と し ます 。 


2.2。 この 制定 法 の 解釈 また は 適用 に 関連 する 2 つ 以 上 の 締約 国 間 の その 他 の 紛争 で 、 開 始 か 
ら 3 か 月 以内 に 交渉 に よっ て 解決 され な いも の は 、 締 約 国会 議 に 付託 され る も の と し ま 
す 。 議 会 自体 が 紛争 を 解決 し よう と する 場合 も あれ ば 、 国 際 司 法 裁判 所 の 法令 に 準拠 
し た 国際 司法 裁判 所 へ の 照会 を 含む 、 紛 争 を 解決 する た め の さ ら な る 手段 に つい て 勧 
告 を 行う 場合 も あり ます 。 


第 120 条 
予約 


この 法令 を 予約 する こと は で きま せん 。 


第 121 条 
修正 


1.1。 この 制定 法 の 発効 か ら 7 年 の 満了 後 、 い か な る 締約 国 も それ に 対す る 改正 を 提案 する こ 
と が で きる 。 提案 され た 修正 案 の テ キス ト は 、 国 連 事務 総長 に 提出 され 、 国 連 事務 総 
長 は それ を すべ て の 締約 国 に 迅速 に 回 覧 する も の と し ます 。 


2.2。 通知 日 か ら 3 か 月 以内 に 、 締 約 国会 議 は 、 次 の 会 議 で 、 出 席 し 投票 する 者 の 過半 数 に 
よっ て 、 提 案 を 受け 入れ る か どう か を 決定 する も の と し ます 。 議会 は 、 提 案 に 直接 対 
処す る か 、 関 連 す る 問題 が 正当 な 理由 が ある 場合 は レビ ュー 会 議 を 召集 する こと が で 
きま す 。 


3.3。 締約 国会 議 ま た は レビ ュー 会 議 で 合意 に 達する こと が で き な い 修正 案 の 採択 に は 、 締 
約 国 の 3 分 の 2 の 過半 数 が 必要 で ある 。 


4.4。 パラ グラ フ 5 に 規定 され て いる 場合 を 除き 、 批 准 書 また は 受諾 書 が 国連 事務 総長 に 8 分 
の 7 まで 寄託 され て か ら 、1 年 後に すべ て の 締約 国 に 対し て 改正 が 発効 する も の と す 
る 。 


5.5。 この 法令 の 第 5 条 、 第 6 条 、 第 7 条 、 お よび 第 8 条 の 改正 は 、 批 准 書 また は 受諾 書 の 寄託 
か ら 1 年 後に 改正 を 受理 し た 締約 国 に 対し て 発効 する も の と する 。 修正 を 受け 入れ な 
か っ た 締約 国 に 関し て 、 裁 判 所 は 、 そ の 締約 国 の 国民 また は その 領土 で 犯さ れ た 場 
合 、 修 正 の 対象 と な る 犯罪 に 関し て その 管轄 権 を 行使 し て は な ら な い 。 
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6.6。 


7。 


パラ グラ フ 4 に 従っ て 修正 が 締約 国 の 7/8 に よっ て 承認 され た 場合 、 修 正 を 承認 し な 
か っ た 締約 国 は 、 第 127 条 第 1 項 に か か わら ず 、 第 127 条 に 従い 、 直 ち に この 法令 か ら 
撤退 する こと が で きま す 。 パ ラグ ラフ 2、 そ の よう な 改正 の 発効 後 1 年 以内 に 通知 する 
RE と に よ つ で 。 


国連 事務 総長 は 、 締 約 国会 議 また は 再 検討 会 議 で 採択 され た 修正 案 を すべ て の 締約 国 
に 回 覧 する も の と する 。 


第 122 条 
制度 的 性 質 の 規定 の 修正 


1.1。 


2.2。 


専ら 制度 的 性 質 の も の で ある この 法令 の 規定 の 修正 、 す な わ ち 、 第 35 条 、 第 36 条 、 第 
8 項 お よび 第 9 項 、 第 37 条 、 第 38 条 、 第 39 条 、 第 1 項 (最初 の 2 文 ) 、 第 2 条 お よび 第 4 
条 、 第 42 条 、 パ ラグ ラフ 4 か ら 9、 記 事 

第 43 条 第 2 項 お よび 第 3 項 、 な ら び に 第 44 条 、 第 46 条 、 第 47 条 お よび 第 49 条 は 、 第 121 
条 第 1 項 に か か わら ず 、 い か な る 締約 国 に よっ て も いつ で も 提案 する こと が で きる 。 提 
案 さ れ た 修正 案 の テ キス ト は 、 国 連 事 務 総 長 ま た は 締約 国 議 会 に よっ て 指名 され た そ 
の 他 の 人 物 に 提出 され 、 す べ て の 締約 国 お よび 総会 に 参加 する 他 の 者 に 迅速 に 回 覧 さ 
れる も の と し ます 。 


合意 に 達する こと が で き な い この 条項 に 基づく 修正 は 、 締 約 国 の 議会 また は レビ ュー 
会 議 に よっ て 、 締 約 国 の 3 分 の 2 の 過半 数 に よっ て 採択 され る も の と する 。 こ の よう な 
改正 は 、 す べ て の 締約 国 に 対し て 、 議 会 また は 場合 に よっ て は 会 議 に よる 採択 か ら 6 か 
月 後に 発効 する も の と し ます 。 


第 123 条 
法令 の 見 直し 


1.1。 


2.2。 


3.3。 


この 制定 法 の 発効 か ら 7 年 後 、 国 連 事務 総長 は 、 こ の 制定 法 の 改正 を 検討 する た め に 検 
討 会 議 を 召集 する も の と する 。 こ の よう な レビ ュー に は 、 第 5 条 に 含ま れる 犯罪 の リス 
ト が 含ま れる 場合 が あり ます が 、 こ れ に 限定 され ませ ん 。 会 議 は 、 締 約 国会 議 に 参加 
する 者 と 同じ 条件 で 開か れる も の と し ます 。 


その 後 い つ で も 、 締 約 国 の 要請 に より 、 第 1 項 に 定め る 目的 の た め に 、 国 連 事 務 総 長 
は 、 締 約 国 の 過半 数 の 承認 を 得 て 、 検 討 会 議 を 召集 する も の と する 。 


第 121 条 、 第 3 項 か ら 第 7 項 の 規定 は 、 再 検討 会 議 で 検討 され た 制定 法 の 改正 の 採択 お 
よび 発効 に 適用 され る も の と し ます 。 


第 124 条 o 
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第 124 条 は 、2015 年 11 月 26 日 の 決議 ICC-ASP / 14 /Res.2 に よっ て 削除 され まし た 。 預 託 通知 CN7.2016 を 参照 し て くだ さい 。 2016 年 1 月 15 
日 の 条約 XVIII.10C。 改 正 の 状況 を 詳 述 し て いる 国連 条約 セク ショ ン の ウェ ブサ イト は 、https : //treaties.un.org/Pages/ 
ViewDetails.aspx ? src= TREATY&mtdsg_no=XVIII-10-c&chapter= 18&clang =_en で 入手 で きま す 。 
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第 125 条 
署名 、 批准 、 承 認 、 承 認 ま た は 加入 


1.1。 この 制定 法 は 、1998 年 7 月 17 日 に 、 国 連 食 糧 農 業 機関 の 本 部 で 、 ロ ー マ の すべ て の 国 
に よる 署名 の た め に 開か れる も の と し ます 。 その 後 、 イ タリ ア の 外務 省 で ロー マ で 署 
名 の た め に 開か れ た まま に な り ま す 。 1998 年 10 月 17 日 まで 。 その 日 以降 、 制 定 法 
は 、2000 年 12 月 31 日 まで 、 ニ ュー ヨー ク の 国連 本 部 で 署名 の た め に 開か れ た まま で あ 
る 。 

2.2。 この 制定 法 は 、 署 名 国 に よる 批准 、 承 認 、 ま た は 承認 の 対象 と な り ま す 。 批准 書 、 受 
諾 書 ま た は 承認 書 は 、 国 連 事務 総長 に 寄託 され る も の と する 。 

3.3。 この 制定 法 は 、 す べ て の 国 が 加盟 で きる よう に する も の と し ます 。 加盟 証書 は 、 国 連 
事務 総長 に 寄託 され る も の と する 。 

第 126 条 

発効 

1.1。 この 制定 法 は 、 国 連 事 務 総 長 へ の 批准 、 受 諾 、 承 認 ま た は 加入 の 60 番 目 の 文書 の 寄託 
の 日 か ら 60 日 後 の 月 の 初日 に 発効 する も の と する 。 

2.2。 批准 、 受 諾 、 承 認 また は 加入 の 60 番 目 の 文書 の 寄託 後に この 法令 を 批准 、 受 諾 、 承 認 
また は 加入 する 各州 に つい て 、 制 定 法 は 、 寄 託 の 翌 60 日 後 の 月 の 初日 に 発効 する も の 
と する 。 批准 、 受 諾 、 承 認 また は 加入 の 手段 の その よう な 状態 。 

第 127 条 

撤退 

1.1。 締約 国 は 、 国 連 事 務 総 長 宛 て の 書面 に よる 通知 に より 、 こ の 制定 法 か ら 撤退 する こと 
が で きま す 。 通知 が 後日 を 指定 し な い 限 り 、 撤 回 は 通知 の 受領 日 か ら 1 年 後に 有効 に な 
り ま す 。 

2.2。 国家 は 、 そ の 撤回 を 理由 と し て 、 そ れ が 制定 法 の 当事者 で あっ た 間 に こ の 制定 法 か ら 


生じ る 義務 か ら 、 発 生 し た 可能 性 の ある 金銭 的 義務 を 含め て 、 免 除 さ れ な いも の と す 
る 。 そ の 撤回 は 、 撤 回 国 が 協力 する 義務 を 負い 、 撤 回 が 発効 する 日 より 前 に 開始 され 
た 犯罪 捜査 お よび 訴訟 に 関連 する 裁判 所 と の 協力 に 影響 を 及ぼ さ な い も の と し 、 ま 
た 、 い か な る 場合 に も 不利 益 を 与え る る も の で は な い 。 撤 回 が 有効 に な る 前 に 裁判 所 に 
よっ て すでに 検討 され て いた 問題 の 継続 的 な 検討 。 
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第 128 条 

本 物 の テキ スト 

アラ ビア 語 、 中 国語 、 英 語 、 フ ラン ス 語 、 ロ シア 語 、 ス ペイ ン 語 の テキ スト が 同等 に 本 物 で あ 
る この 制定 法 の 原本 は 、 国 連 事 務 総 長 に 寄託 され 、 国 連 事務 総長 は その 証明 され た 写し を すべ 
て の 国 に 送付 する も の と し ます 。 


その 証人 に お いて 、 署 名 者 は 、 そ れ ぞ れ の 政府 に よっ て 正式 に 承認 され て お り 、 こ の 法令 に 署 
名 し て いま す 。 


ロー マ で 行わ れ た 、 こ の 17s1998 年 7 月 の 日 。 
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